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拡
大
理
事
会
に
て
会
員
の
モ
ラ
ル
問
題
が
提

案
さ
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
が
引
き
続
き
常
任
理

事
会
で
も
討
議
し
、
ど
の
よ
う
な
実
行
運
動
に

移
す
か
が
検
討
さ
れ
た
が
、
結
論
が
出
ず
、
継

続
審
議
と
な

っ
た
が
、
こ
れ
等
の
こ
と
が
各
ホ

ー
ル
が
管
理
的
立
場
に
あ
る
人
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
る
か
を
打
診
し
た
が
、
共
通
し
て
要
望

さ
れ
点
は
、
チ
ー
フ
オ
ペ
＞
タ
ー
の
西
任
強
化
、

統
率
力
の
強
調
で
あ
る
。
チ
ー
フ
ォ
ペ
レ
タ
ー

は
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
円
滑
に
仕
事
が
出
来
る
よ
う

に
人
員
の
掌
掘
、
統
率
力
と
そ
れ
に
対
す
る
西

任
感
が
必
要
で
あ
り
、
又
渉
外
に
も
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
諸
兄
の
熟
知
し
て
居

る
処
と
思
う
が
、
実
際
に
は
こ
れ
が
な
さ
れ
て

居
ら
ず
、仕
込
の
初
め
か
ら
も
参
加
せ
ず
、公
演

が
終
れ
ば
真
先
に
帰
る
支
度
を
し
て
、
早
く
帰

る
こ
と
ば
か
り
指
図
し
て
る
現
状
で
は
な
い
か

こ
れ
で
は
前
項
に
掲
げ
た
こ
と
に
反
す
の
で
は

な
い
か
、
や
は
り
、始
よ
り
立
合
い
、
仕
込
中
に

も
ブ
ラ
ン
の
指
定
ば
か
り
に
き
ゅ
き
ゅ
と
せ
ず

各
ホ

ー
ル
の
劇
場
の
安
全
規
制
の
厳
守
す
る
事

項
も
考
慮
し
て
管
理
者
が
見
て
い
な
け
れ
ば
デ

タ
ラ
メ
を
な
る
傾
向
を
防
止
し
、
又
公
演
中
に

は
よ
り
以
上
の
神
経
を
使
い
、
事
故
防
止
に
も

配
慮
す
べ
き
で
あ
り
終
演
後
に
は
指
示
通
の
作

菜
終
了
、安
全
性
の
点
検
、使
用
器
具
の
員
数
点

検
、
最
後
に
管
理
者
に
申
送
り
の
一
言
で
終

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
容
易
で
な
い
作
業
を

す
る
に
は
そ
れ
丈
け
の
技
術
と
人
間
性
が
要
求

さ
れ
る
の
で
な
い
か
、

そ
れ
に
各
人
差
は
あ

る
が
少
く
と
も
十
年
以
上
の
経
験
が
必
要
で
な

い
か
、
又
協
会
も
チ
ー
フ
ォ
ペ
レ
タ
ー
の
技
術

向
上
、
人
間
造
形
の
講
座
を
開
き
講
習
会
終
了

者
に
対
し
て
修
了
証
を
渡
し
て
わ
の
発
言
も
あ

っ
た
、
抒
し
ホ
ー
ル
の
近
頃
の
傾
向
と
し
て
短

期
も
の
が
多
く
な
り
、
毎
日
公
演
が
変
り
、観
客

組
織
団
体
に
ホ
ー
ル
が
使
用
さ
れ
て
る
今
日
こ

の
傾
向
は
更
に
強
く
な
り
‘
-
R
三
回
公
演
が

三
回
共
主
催
者
、
公
演
の
内
容
が
遅
う
こ
と
は

珍
ら
し
く
な
い

、
そ
れ
故
、岩
具
の
仕
込
は
頻
繁

と
な
り
岩
具
の
取
扱
方
は
乱
雑
に
な
り
、
其
の

場
限
り
の
考
へ
方
し
か
な
く
そ
の
時
間
を
追
わ

れ
て
る
現
状
で
こ
れ
を
是
正
す
る
に
は
チ
ー
フ

オ
ペ
レ
タ
ー
の
西
任
感
と
統
率
力
が
要
求
さ
れ

る
所
以
で
あ
り
、
こ
の
点
、各
企
菜
、
研
究
所
で

充
分
に
考
慮
し
て
も
ら
い
た
い
問
題
で
あ
る
。

と
か
く
今
世
は
何
に
ご
と
に
も
甘
へ
る
風
趣

が
富
に
目
だ
っ

、我
々
自
分
の
目
で
、頭
で
、
手

で
創
作
す
る
戦
業
に
従
事
す
る
も
の
は
自
分
自

身
に
問
い
、
そ
れ
に
答
へ
て
ゆ
く
こ
と
が
よ
り

以
上
に
必
要
で
あ
る
点
は
、
オ
ペ
レ
タ
ー
は
オ

ペ
レ
タ
ー
の
職
分
を
、
チ
ー
フ
又
は
プ
ラ
ソ
ナ

ー
は
各
々
そ
の
賊
分
に
侮
い
な
い
仕
事
の
遂
行

上
常
に
心
懸
け
ね
ば
な
ら
な
い
条
件
で
は
な
い

モ
ラ
ル
問
題
に
つ
い
て

見 学 会

NHK放送センター

6, 28（火）

スタ ジオ （代々木）

13 __, 15時

人員に制限があり 、希望者は、会長、理事長、事務局宛

ハガキで 6月20日までに申込むこと。



(2) 

一
、
出
席
者

昭
和
三
十
年
五
月
十
三
日

午
後
一
時

中
央
区
立
銀
座
束
区
民
館
一
号

室小
川
、
和
田
、
土
村
、
麻
梃
、
大

庭
、
高
柴
、
山
本
、
斉
藤
、
篠
木

前
田
、
青
木
、
岩
崎
、
阿
部
、

連
絡
欠
席
相
馬
（
順
不
同
）

一
時
三
十
五
分
開
会
、
会
長
、
議
長
に

一
、
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
に
関
す
る
件

ゼ
ラ
チ
ソ
、
プ
ラ
七
テ
ー
ト
の
製
品
の
均

l

性
に
関
し
て
協
会
名
で
均
一
性
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
現
在
各
社
で
製
造
し
て
い
る
カ

ラ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
の
基
準
を
カ
ラ
ー
コ
ソ
ピ

ュ
タ
ー
に
よ
り
科
学
的
に
割
り
出
し
た
ら
と

新
入
会
員
紹
介
（
順
不
同
）

小
沢
建
夫
（
お
ぎ
わ
た
て
お）

昭
和
四
十
年
日
大
芸
術
学
部
卒
業
、
三
十
八

年
在
学
中
よ
り

A
s
G
に
て
照
明
に
従
事
す

中
野
区
本
郷
通
一
の
十
一

ス一ユ
小

柳

衛

（
こ
や
な
ぎ
ま
も
る
）

二

昭
和
一
二
九
年
よ
り

A
s
G
に
て
照
明
に
従
事

会

北
区
上
十
条
五
二
六

協

森

熊

淳

（

も
り
く
ま
あ
っ
し
）

家

三

十

八

年
梶
孝
三
正
会
員
の
も
と
で
照
明
に

従
事
三
十
九
年
A
s
G
に
移
り
現
在
に
至
る

明

横
浜
市
戸
塚
区
深
谷
町
六
七
一

照ピレ

山

田

隆
彦
（
や
ま
だ
た
か
ひ
こ
）

テ

昭
和
三
十
五
年
梶
孝
三
正
会
只
の
も
と
で
照

台

明
に
従
事
、
三
十
八
年
A
s
G
に
移
り
現
在

舞

に

至

る

。

一
、
場

て

日

所 時

第
一
回
常
任
理
事
会

の
発
言
が
あ
り
、
こ
れ
を
検
討
の
結
果
、
仮

称
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
委
且
会
を
設
け
て
、

こ
の
こ
と
に
当
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
こ
れ

を
採
択
委
員
長
に
大
庭
―
―
一
郎
、
委
員
に
秋
本

逆
男
、
荘
栖
英
吉
、
松
崎
康
通
の
四
氏
で
構

成
し
て
方
針
を
委
員
長
が
設
け
て
進
ん
で
ゆ

く
こ
と
に
な
っ
た
。

二
、
器
具
製
造
メ
ー
カ
ー
と
の
懇
談
会

各
社
の
連
絡
会
が
あ
る
の
で
こ
れ
に
共
通
性

（
例
え
ば
、
プ
ラ
グ
、
シ
ー
ト
の
大
き
さ
等
）

の
も
の
に
対
し
て
申
入
を
行
な
い
た
い
と
の

発
言
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
実
行
方
法
は
事

務
局
で
検
討
。

三

、

講

習

会

S
C
R
配
屯
盤
の
プ
リ
セ
ッ
ト
等
の
実
習
、

見
学
会
等
の
提
案
が
出
さ
れ
た
が
結
論
が
出

ず
、
継
続
写
議
と
な
る
。

中
野
区
野
方
町
三
丁
目
四
番
九
号

以
上

A
s
G
所
属

秋
田
勲
（
あ
き
た
い
さ
お
）

昭
和
三
十
九
年
四
月
穴
沢
昭
研
に
入
所
、
四

十
年
グ
ル
ー
プ

S
L
S
に
参
加
。

北
多
摩
郡
国
立
府
東
区
一
三
五

伊
藤
良

一
（
い
と
う
り
ょ
う
い
ち
）

昭
和
三
十
七
年
六
月
穴
沢
照
研
に
入
所
、
四

十
年
グ
ル
ー
プ

S
L
S
に
参
加
。

三
鷹
市
下
連
雀
ニ
―

0

清
住
荘

加
藤
正

一
（
か
と
う
し
ょ
う
い
ち
）

昭
和
三
十
七
年
四
月
舞
芸
本
科
卒
業
、
三
十

六
年
二
月
穴
沢
照
研
に
従
事
、
四
十
一
年

一

月
グ
ル
ー
プ

S
L
S
に
参
加
。

足
立
区
弘
道
一
の
二
四
の
四
の
一

（
八
八
九
）
ニ

―
四
三

河
野
竜
夫
（
か
わ
の
た
つ
お
）

四
、
モ
ラ
ル
問
題
に
関
し
て

継
続
審
議

五、

新
入
会
員
検
査

桐
生
産
菜
文
化
会
館
所
属
高
瀬
投
一
紹
介

者
富
岡
冊
正
会
員
、
事
務
局
よ
り
経
歴
書

の
説
明
が
あ
り
こ
れ
を
承
認
、

六
、
中
部
よ
り
申
入
の
件

中
部
で
順
が
進
う
が
九
月
に
会
報
を
出
し

た
い
の
で
、
東
京
が
六
号
を
担
当
し
て
も

ら
え
な
い
か
と
の
要
請
が
あ

っ
た
旨
、

説

明
が
あ
り
、
こ
れ
を
検
討
、
承
認
す
る
こ

と
と
な
り
、
東
京
で
は
十
二
月
出
版
を
目

標
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
時
三
十
分
閉
会

次
回
常
任
理
事
会

六
月
十
五
日
午
後
一
時
、
中
央
区
立
銀
座
東

区
民
館

一
号
室
に
て

昭
和
三
十
四
年
四
月
舞
芸
本
科
卒
業
、
三
十

四
年
四
月
穴
沢
照
研
に
入
所
、
四
十
一
年
一

月
グ
ル
ー
ブ

S
L
S
参
加
。

豊
島
区
南
長
崎
三
の
十
の
十
九

（
九
五
二
）
一
七
一
五

皿
田
圭
作

（
さ
ら
だ
け
い
さ
く
）

昭
和
三
十
三
年
同
志
社
卒
、
三
十
三
年
四
月

よ
り
フ
リ
ー
に
て
照
明
に
従
事
、
三
十
九
年

一
月
穴
沢
照
研
に
入
所
、
四
十
一
年
グ
ル
ー

プ
S
L
S
に
参
加
。

新
宿
区
下
落
合

一
の
四
一
―
―
七
福
寿
荘

（
九
五
一
）
七
三
四
〇

対
島
勝
衛
（
つ
し
ま
か
つ
え
）

昭
和
三
十
七
年
一
月
日
本
企
業
照
明
部
に
入

社
、
四
十
一
年
グ
ル
ー
プ

S
L
S
に
参
加
。

杉
並
区
松
の
木
町
―
―
六
四

手
塚
淑
人
（
て
づ
が
よ
し
と
）

か
、
た
ま
た
ま
ホ
ー
ル
側
よ
り
発
言
に
、
仕
事
に

来
て
、手
袋
、
ド
ラ
イ
パ
ー
、
ペ
ン
チ
等
賃
金
を

得
る
に
必
要
な
も
の
を
も
つ
て
こ
ず
、
遊
び
半

分
で
仕
事
に
来
る
の
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
こ

れ
は
ス
タ
イ
ル
云
云
で
は
な
い
、
大
工
が
素
手

で
仕
事
場
え
行
く
の
と
同
じ
で
は
な
い
か
、
仕

事
に
対
す
る
考
へ
方
が
わ
か
ら
な
い
。
又
ホ
ー

ル
、
劇
場
で
は
火
災
防
止
に
対
し
非
常
に
神
経

を
使
っ
て
居
り
、
毎
月
防
火
訓
練
を
行
っ
て
居

る
現
状
で
あ
る
が
、
外
部
か
ら
来
る
照
明
家
は

無
関
心
で
あ
る
、
禁
煙
区
域
で
も
平
気
で
喫
煙

し
た
り
、
吸
殻
は
所
か
ま
わ
ず
捨
て
る
し
、
防

火
用
水
は
汚
す
し
、
又
カ
ー
テ
ン
に
ス
ポ
ッ
ト

が
か
ぷ
っ
て
居
っ
て
も
平
気
で
居
る
、
又
最
近

光
源
の
効
率
を
高
く
す
る
の
で
器
具
自
体
の
温

度
が
上
昇
し
居
る
、
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
ず
、
吊

込
を
無
神
経
で
行
っ
て
居
る
、
こ
れ
で
は
ホ
ー

ル
劇
場
が
防
火
に
力
を
入
れ
て
居
る
の
を
内
部

よ
り
壊
し
て
居
る
の
じ
な
い
か
、
当
事
者
と
し

て
外
部
よ
り
来
た
照
明
家
を
信
用
出
来
な
い
と

云
ふ
極
言
も
あ
る
。
フ
リ
ー
又
は
観
客
組
織
関

係
の
公
演
に
従
事
し
て
る
照
明
家
は
一
回
又
は

一
日
丈
け
で
責
任
が
終
る
の
で
設
備
、
災
害
等

に
対
す
る
道
義
的
責
任
が
割
合
安
易
に
考
え
て

居
る
の
で
な
い
か
、
こ
の
点
大
い

に
反
省
し
も

て
も
ら
た
い
と
の
発
言
あ
っ
た
。

色
々
に
設
備
安
全
火
災
防
止
に
ホ
ー
ル
側

と
し
て
は
力
を
入
れ
て
居
る
現
在
こ
れ
を
再
三

注
意
し
て
、

守
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
り
、

無

視
さ
れ
た
場
合
、
今
后
ホ
ー
ル
上
屈
部
と
相
談

し
て
そ
の
グ
ル
ー
プ
、
研
究
所
を
阻
止
す
る
意

考
も
あ
る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
又
プ
ラ
ン
ナ

も
そ
の
ホ
ー
ル
、
劇
場
の
設
描
に
調
整
し
た
、

プ
ラ
ン
を
た
て
て
も
ら
い
た
い
と
の
発
言
が
あ

っ
た
。



(3) 

一
方
世
話
物
の
枢
致
を
樹
立
し
、
大
歌
舞
伎

の
態
勢
を
殆
ん
ど
形
造
っ

た
江
戸
時
代
の
総
締

括
り
を
し
た
い
わ
れ
る
、
大
偉
業
家

「河
竹
黙

阿
弥
」
（
文
化
十
三
年
・
一
八

一
六
年
生
ー
明
治

二
十
六
年

・
一
八
九
三
年
歿
）
が
同
時
期
に
活

躍
し
て
い
る
。
黙
阿
弥
は
、
そ
の
間
約
四
十
年

の
活
動
に
、
創
る
と
こ
ろ
の
脚
本
三
百
六
十
種

先
人
の
作
を
補
綴
改
訂
し
た
も
の
が
相
当
の
数

に
の
底
り
ま
さ
に
、
江
戸
歌
舞
伎
の
総
決
箕
の

名
に
相
応
し
く
、
前
人
未
踏
の
業
組
を
果
し
て

い
る
。
そ
の
江
戸
歌
舞
伎
大
集
の
大
成
に
寄
与

し
た
功
絞
は
、
実
に
意
義
が
大
き
い
。
舞
踊
の

方
で
も
明
治
に
入
っ
て
「
三
千
歳
」
「
雁
金
」

な
ど
、
黙
阿
弥
情
緒
と
い
わ
れ
る
作
品
を
数
多

く
出
し
て
い
る
。

江
戸
か
ら
明
治
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
、

こ
の
過
渡
期
の
下
向
き
な
世
状
に
反
抗
す
る
よ

う
な
形
で
、
歌
舞
伎
の
権
威
を
つ
な
ぎ
留
め
よ

う
と
す
る
動
き
が
、
又
こ
の
期
の
特
似
と
し
て

出
て
来
て
い
る
。
能
取
り
物
、
い
わ
ゆ
る
「
松

羽
目
物
」
が
そ
れ
で
、
出
来
る
だ
け
能
の
本
行

へ
迫
ろ
う
と
す
る
態
度
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
勧
進
帳
」
「
望
月
」
「
未
広
が
り
」
「
三
式

番
」
の
類
が
そ
れ
に
当
る
代
表
的
な
作
品
で
あ

田

中

恒

H
本
舞
踊
と
照
明
の
定
式
⑧

雄

ス

昭
和
三
十
七
年
三
月
舞
芸
本
科
卒
業
、
三
十

一

八
年

一
月
穴
沢
照
研
に
入
所
、
四
十

一
年
一

ュ

月
グ
ル

ー
プ
S
L
S
に
参
加。

二

港
区
赤
坂
青
山
南
町

一
の
三
九
滝
森
方

中
井
清
寿

（
な
か
い
せ
い
じ
ゅ
）

会

昭
和
三
十
七
年
六
月
フ
リ
ー
に
て
照
明
に
徒

協

事
四
十

一
年
一
月
グ
ル

ー
プ
S
L
S
に
参
加

家

港
区
赤
坂
青
山
南
町

一
の
三
九

滝

森

方

明照ピ

中

村
吉
孝

（な
か
む
ら
よ
し
た
か
）

レ

昭
和
三
十
九
年
四
月
穴
沢
照
研
に
入
所
、
四

テ

十

一
年

一
月
グ
ル

ー
プ
S
L
S
に
参
加
。

台

杉
並
区
清
水
町
三
の

ニ―

二

新

井

荘

中
山

功
（
な
か
や
ま

い
さ
お
）

舞

昭
和
三
十
七
年
三
月
日
大
演
劇
科
卒
業
、
三

十
七
年
四
月
穴
沢
照
研
に
入
所
、
四
十

一
年

一
月
グ
ル

ー
プ
S
L
S
に
参
加
。

杉
並
区
麻
円
寺
三
の
一
九
五

（
三
―
一
）
六
二
三
三
（
呼
）

藤

本

哲

（
ふ
じ
も
と
て
つ
）

昭
和
三
十
八
年
四
月
舞
芸
本
科
卒
業
、
三
十

八
年
四
月
フ
リ
ー
に
て
照
明
に
従
事
、
四
十

一
年
一
月
グ
ル
ー
プ

S
L
S
に
参
加
。

豊
島
区
池
袋
三
の
一
四
八

0
(
~
(
一
）
公
戻

渡
辺
省
吾

（
わ
た
な
べ
し
よ
う
ご
）

昭
和
三
十
九
年
十
二
月
舞
芸
本
科
卒
業
、
三

十
九
年
十
二
月
フ
リ
ー
に
て
照
明
に
従
事
、

四
十

一
年
一
月
グ
ル
ー
プ

S
L
S
に
参
加
。

杉
並
区
天
沼
三
の
二
の
十
八
号

（
三
九
三
）
一
〇
六
一
呼

以
上
グ
ル

ー
プ
S
L
S

福
田

勇

（
ふ
く
だ
い
さ
む
）

日
比
谷
照
明
昭
和
三
十
八
年
四
月
よ
り
日
比

築
井
方

谷
公
会
堂
に
て
照
明
に
従
事
現
在
に
至
る
。

板
橋
区
小
茂
根
町
一
一
の
四
の
十
九
号
丸
山
荘

大
塚
基
夫

（
お
お
つ
か
も
と
お
）

昭
和
三
十
九
年
四
月
木
馬
座
に
入
団
、
照
明

に
従
事
、
昭
和
三
十
九
年
六
月
松
崎
照
研
に

移
る
。

世
田
谷
区
弦
巻
町
三
の
二
四

菱
山
勇
（
ひ
し
や
ま
い
さ
む
）

昭
和
三
十
七
年
松
崎
照
研
に
入
所
、
現
在
に

至
る
。

大
田
区
久
ケ
原
町
九
四
六

峯
岸
文
次
（
み
ね
ぎ
し
ぶ
ん
じ
）

昭
和
三
十
九
年
五
月
松
崎
照
研
に
入
所
、
現

在
に
至
る
。

町
田
市
小
野
路
町
四
八
七
九

以
上
松
崎
照
研
所
属

る
。
歌
舞
伎
十
八
番
を
制
定
す
る
に
あ
た
つ
て

―
つ
の
権
威
を
確
立
し
ょ
う
と
し
た
意
企
が
う

か
が
わ
れ
る
。

か
く
し
て
今
ま
で
の
武
家
政
治
は
崩
壊
し

去
り
、
社
会
機
構
は
一
変
し
て
、
江
戸
は
東
京

と
改
称
さ
れ
、
そ
し
て
明
治
時
代
へ
突
入
し
た

の
で
あ
る
ー
ー
一
八
六
八
年
、
明
治
元
年
1
0

江
戸
時
代
に
確
立
さ
れ
た
歌
舞
伎
が
、
こ
う
し

て
明
治
の
革
命
期
を
迎
え
る
ま
で
に
は
、
幾
多

の
先
人
の
尊
い
努
力
が
存
在
し
て
い
る
。
歴
代

の
作
者
、
そ
し
て
俳
優
、
そ
の
人
達
の
逍
業
と

い
う
も
の
の
偉
大
さ
を
や
は
り
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
の
だ
。

し
か
し
、
日
本
文
化
の
基
準
が
大
き
く
一
変

し
た
以
上
、
今
ま
で
の
歌
舞
伎
の
懐
疑
を
持
ち

伝
統
に
嫌
悪
の
念
を
抱
く
心
境
が
現
出
し
て
来

る
の
も
又
こ
れ
当
然
の
理
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば

な
る
ま
い
。
な
ん
と
か
、
新
し
い
時
代
の
感
覚

北
寄
崎

嵩
（
き
た
き
ざ
き
た
か
し
）

昭
和
四
十
八
年
四
月
柳
瀬
和
美
正
会
員
の
も

と
で
照
明
に
従
事
、
東
横
ホ

ー
ル
に
勤
務
、

四
十
一
年
二
月
｀
く
カ
ド
、
ラ
イ
テ
イ
ン
グ
、

サ
ー
ク
ル
に
参
加
。

杉
並
区
下
高
井
戸
一
の
七
一
山
本
方

（
三
三
二
）
四

0
0
七

浜
口
洋
次

．（
は
ま
ぐ
ち
ょ
う
じ
）

昭
和
三
十
四
年
五
月
舞
芸
本
科
卒
業
、
三
十

四
年
新
制
作
度
に
入
団
、
四
十
年
五
月
ゴ
ー

ル
デ
ン
赤
坂
照
明
部
に
入
社
、
四
十
年
ミ
カ

ド
照
明
部
に
入
社
、
ミ
カ
ド
ラ
イ
テ
イ
ン
グ

サ
ー
ク
ル
に
参
加
。

以
上
近
畿
観
光
ミ
カ
ド
、
ラ
イ
テ
イ

ン
グ
サ

ー
ク
ル

に
所
属

で
受
入
れ
ら
れ
る
方
向
は
な
い
も
の
か
。
そ
れ

が
名
踊
手
九
代
目
市
川
団
十
郎
と
、
そ
れ
に
共

嗚
し
た
五
代
目
尾
上
菊
五
郎
に
よ
り
、
団

菊

の
黄
金
時
代
の
中
に
芽
生
え
た
の
で
あ
る
。
従

来
の
歌
舞
伎
に
別
の
面
か
ら
新
風
を
、
そ
し
て

舞
踊
に
、
新
舞
踊
運
動
を
と
、
そ
の
動
向
の
火

蓋
を
切
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
明
治
か
ら
大
正
時
代
へ
と
、
更
に
昭

和
の
今
日
ま
で

、

坪
内
逍
逝
•
長
谷
川
時
雨
・

藤
蔭
静
枝

（静
樹
）
ら
に
よ
っ
て
引
つ
が
れ
、

今
日
の
舞
踊
家
へ
と
パ

ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
て
来

た
の
で
あ
る
。

以
上
で
、
大
略
歴
史
の
要
点
を
終
り
た
い
と

思
う
が
、
最
後
に
江
戸
時
代
の
劇
場
の
状
態
と

そ
れ
の
照
明
に
つ
い
て
栢
く
簡
単
に
述
ぺ
て
、

い
よ
い
よ
本
論
の
各
作
品
の
照
明
解
説
に
入
り

た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
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イ
ギ
リ
ス
の
宮
延
娯
楽
で
は
、
後
に
仮
面
劇

に
対
し
て
も
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
附
け
た
記
録
が

あ
る
(
-
六
七

0
年
ー
七
一
年
）
。
そ
れ
に
は

「
舞
台
の
フ
ッ

ト
に
灯
火
を
立
て
る
樋
を
設
け

る
」
と
あ
る
。
又
一
六
七
六
年
の
登
記
に
よ
れ
ば

「
平
土
間
に
向

っ
て
舞
台
の
先
端
は
灯
火
を
蔵

す
る
長
い
樋
を
坂
付
け
る
」
と
云
う
言
義
が
あ

っ
て
蜆
燭
の
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト
が
一
般
に
使
わ
れ

，
 

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宮
延
劇
場
で

あ
る
。

ク
レ
イ
グ
の
説
の
よ
う
に
貧
乏
小
屋
が

シ
ャ
ソ
デ
リ
ャ
の
費
用
を
惜
し
ん
で
フ
ッ

ト
ラ

ス

イ
ト
で
間
に
合
せ
る
と
い
う
場
合
違
う
。
シ
ャ

l

ソ
デ
リ
ャ

が
あ
っ
て
も
｀
又
仮
面
劇
の
伝
統
で

ュ二

客
席
へ
降
り
る
為
の
不
自
由
が
あ
っ
て
も
、
尚

会

且
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト
が
舞
台
照
明
上
必
要
で
あ
っ

協家

た
こ
と
の
左
証
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

明

イ
ギ
リ
ス
の
一
般
劇
場
で
は
王
政
復
古
に
フ

ッ
ト
ラ
イ
ト
が
フ
ラ
ソ
ス
か
ら
導
入
さ
れ
た
と

照ピレ

信
じ
ら
れ
て
い
る
。
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ソ

(T
a
te

W
ilkin
s
o
n
)
は
彼
の
忘
備
録

(M
e
m
o
irs)
に

テ台舞

於
て
昇
降
し
得
る
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
ー
ー
彼
は
、

「
T
h
e
L
a
m
p
s
」
と
呼
ん
で
い
る
ー
が
一

七

五
八
年
の
ド
ル

ー
リ
ー
＞
ー
ソ
劇
場
に
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
明
か
に
し
て
い
る
。
オ
ー
デ

ル
(
O

d
e
ll
)

は
一
七
三
五
年
か
ら
一
七
六
五
年

迄
の
イ
ギ
リ
ス
剌
場
に
於
け
る
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト

使
用
の
幾
多
の
例
を
挙
げ
て
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ソ

゜
ー

の
説
を
確
認
し
て
い
る
。

一
七
六
五
年
ギ
ャ
リ
ッ
ク

(G
a
rric
k
)

が

行
っ

た
有
名
な
ド
ル

ー
リ
ー
レ
ー
ソ
の
照
明
改

革
に
於
て
、
舞
台
上
の
シ

ャ
ソ
デ
リ
ャ
は
こ
と

ご
と
く
廃
除
し
て
見
物
か
ら
遮
蔽
さ
れ
た
光
源

に
代
え
た
が
、
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト
は
廃
止
す
る
ど

こ
ろ
か
む
し
ろ
重
視
し
て
フ
ラ
ソ
ス
の
知
識
を

取
り
入
れ
て
一
屈
明
る
い
フ
ソ
ト
ラ
イ
ト
を
設

備
し
た
。
一

七
七
七
年
五
月
八
日
ド
ル
ー
リ
ー

レ
ー
ン
で
上
演
さ
れ
た
(T
h
e
S
ch
o
o
l
 fo
r
 Sc
 

a
n
da
l)
の
衝
立
場
面
の
有
名
な
版
画
が
あ
る
が

こ
れ
に
よ
れ
ば
ギ

ャ
リ
ッ
ク
の
行
っ
た
新
照
明

法
に
よ
る
効
果
を
画
家
が

印
象
的
に
捕
え
て

「
平
土
閻
か
ら
う
ま
く
隠
さ
れ
た
フ
ソ
ト
ラ
イ

ト
に
よ
っ
て
エ
プ
ロ
ン
に
与
え
る
輝
か
し
い
照

ーー

明
」
を
描
写
し
て
い
る
。

以
上
私
は
初
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
劇
場
に
於

け
る
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト
の
歴
史
を
記
述
す
る
と
共

に
ク
レ
イ
グ
の
脚
光
論
に
対
す
る
反
駁
を
線
々

と
述
ぺ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
光
源
が
油
灯
、

蜆
燭
か
ら
石
油
、
瓦
斯
、
屯
気
に
変
っ
て
も
依

然
と
し
て
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は
消
滅
す
る
こ
と
な

く
今
口
は
及
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
ギ
ャ
リ
ッ
ク

も
認
め
て
い
る
よ
う
に
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
舞
台

照
明
と
し
て
の
必
要
性
を
も
つ
て
い
た
か
ら
で

あ
っ
て
ク
レ

イ
グ
の
如
く
無
反
省
に
拒
否
す
る

理
由
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

然
し
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
欠
点
の
あ
る
こ
と
は

初
期
か
ら
既
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
一

七
九
〇

年
に
「
舞
台
氏
に
あ
る
邪
魔
物
の
光
の
列
で
照

ら
す
物
す
ぺ
て
間
違
っ
て
見
せ
る
」
と
云
う
評

言
が
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一

、
観
客
の
視

野
を
遮
り
又
露
出
し
た
光
源
に
対
す
る
眩
輝
と

二
、
投
光
方
向
が
不
自
然
で
あ
る
点
を
指
適
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
油
灯
、
蛾
燭
の
時

代
に
於
て
は
そ
れ
か
ら
出
る
油
煙
が
可
成
り
俳

優
の
生
理
と
観
客
の
視
野
を
阻
害
し
た
。

こ
の
こ
と
に
就
て
は
既
に
サ
バ
テ

ィ
ニ

が
、

「
こ
れ
ら
の
灯
火
は
舞
台
の
上
に
油
煙
と
匂
い

を
与
え
を
欠
陥
が
あ
る
」
と
云
っ
て
い
る
。

私
に
も
こ
の
経
験
が
あ
る
。
大
正
十
一
年
十

一
月
(
-
九
ニ
―
―
年
）

Iii
村
座
に
於
て
尾
上
菊
五

郎
の
指
迎
す
る
踏
影
会
第
一
回
公
派
に
「
犬
神
」

を
復
括
上
演
し
た
際
、
古
風
な
演
出
を
し
ょ
う

と
云
う
の
で
プ
ロ
セ

ニ
ア
ム
前
に
俳
優
の
名

前
と
定
絞
を
か
い
た
捉
灯
を
連
ね
て
吊
し
、
フ

t冑
一第 4図瓦斯時代のフッ トフイト

、第 5図霞気時代初期のフットライト

ッ
ト
ラ
イ
ト
に
は
”
い
ざ
り

”
を
称
す
る
長
さ

約
一
間
の
浅
い
箱
を
舞
台
鼻
に
凡
そ
七
個
位
で

あ
っ
た
ろ
う
か
並
べ
た
。
こ
れ
に
百
メ
蛾
燭
を

立
て
並
ぺ
た
。
無
論
当
時
の
観
客
が
江
戸
時
代

の
舞
台
照
度
で
満
足
す
る
筈
は
な
い
か
ら
、
そ

れ
ら
の
灯
火
は
形
式
と
し
て
使
用
し
た
の
で
実

際
に
は
白
熱
屯
灯
に
よ
る
ボ
し
ダ
ー
ラ
イ
ト
並

に
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
色
湿
度
低
め
に
使
用
し
て

如
何
に
も
蛾
燭
の
光
で
照
明
し
て
い
る
か
の
如

き
錯
党
を
与
え
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
い
ざ
舞
台

稽
古
に
実
施
し
て
み
る
と
足
元
の
熾
燭
の
煙
が

大
変
で
到
底
芝
居
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
実
際

は
蠍
燭
の
数
を
放
し
て
、
ど
う
に
か
体
裁
を
つ

く
ろ
う
程
度
に
し
た
。

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
非
難
に
対
し
て
初
期
の
改

革
者
ソ
ー
ソ
ダ
ー
ス

(G
e
o
r
g
e
S
a
u
n
d
e
rs
)
1
2
 

は
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
代
り
に
パ
ソ
テ

(M
.P
a
 

ll
e)

の
反
対
灯

(R
e
v
e
r
b
e
rators)

を
舞
台

前
端
位
に
す
る
機
敷
の
各
階
貯
に
取
付
け
て
ニ

ブ
ロ
ソ
面
を
照
ら
す
こ
と
を
推
せ
ん
し
、
こ
れ

が
小
劇
場
で
使
わ
れ
て
成
功
し
、
特
に
ブ
レ
ソ

ハ
イ
ム

(B
l
e
n
h
e
i
m
)
の
劇
場
で
著
し
い
効
果

を
挙
げ
た
と
云
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る

よ
う
に
フ
ロ
ソ
ト
ラ
イ
ト
を
以
つ
て
フ
ッ
ト
ラ

イ
ト
に
代
え
る
方
式
で
あ
っ
て
、
こ
の
提
案
は

注
目
に
値
す
る
。

二
、
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト
の
意
義

二
、
ー
、
視
覚
の
問
題

浪
劇
が
視
党
と
聡
党
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る

こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
視
野
中
心
が
俳
優

に
あ
る
こ
と
と
も
勿
論
で
あ
る
。
観
客
は
俳
優



ス

の
活
動
、
表
情
を
見
ょ
う
と
す
る
た
め
に
明
る

さ
を
要
求
す
る
。
自
然
光
が
得
ら
れ
な
い
場
合

ュ二

即
ち
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
以
後
の
屋
内
劇
場
或
は
夜

会

間
興
行
に
於
て
人
工
光
源
が
こ
の
要
求
に
応
ず

協家

る
わ
け
で
あ
る
が
、
初
期
の
光
源
は
い
ず
れ
も

aJ
光
度
が
低
い
。
そ
れ
故
に
出
来
る
だ
け
明
る
い

照ピ

光
源
が
使
わ
れ
る
工
夫
が
行
わ
れ
セ
ル
リ
オ

し

(S
e
rlio
)
の
時
代
に
於
て
も
既
に
反
射
銭
に
相

テ

13

台

当
す
る
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
又
舞
台
よ

舞

り
も
客
席
を
暗
く
し
て
舞
台
を
一
貯
明
僚
に
見

4
 

ー

せ
る
工
夫
も
さ
れ
て
来
た
。

又
、
光
度
の
低
い
こ
と
は
被
照
体
を
出
来
る

だ
け
光
源
に
近
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
カ
バ
ー

さ
れ
る
。
こ
の
点
を
初
期
の
照
明
法
を
批
判
す

る
際
十
分
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

俳
優
は
光
源
に
近
づ
く
こ
と
が
観
客
に
自
分
を

よ
く
見
せ
る
手
段
と
な
る
。
こ
れ
は
歌
劇
に
於

け
る
歌
手
が
重
要
な
歌
唱
を
行
う
場
合
音
響
伝

逹
を
有
効
な
ら
し
む
る
た
め
に
観
客
に
近
い
位

置
を
占
め
る
の
と
鳳
じ
で
あ
る
。
俳
優
が
観
客

に
最
も
近
く
且
光
源
に
最
も
近
づ
き
得
る
の
は

舞
台
恥
の
フ
ノ
ト
ラ
イ
ト
に
近
づ
く
こ
と
で
あ

り
、
遂
に
光
源
を
俳
優
に
近
づ
け
る
為
に
は
舞

台
床
上
に
光
源
を
骰
く
こ
と
で
あ
る
。
ャ
四
さ
だ

け
の
問
題
か
ら
云
え
ば
シ
ャ
ン
デ
リ
ー
等
上
部

に
吊
っ
た
光
源
か
ら
俳
優
の
顔
迄
の
距
離
と
フ

ッ
ト
ラ
イ
ト
か
ら
の
そ
れ
と
を
比
べ
れ
ば
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト
の
方
が
短
く
、
明
る
さ
は
距
離
の
自

乗
に
反
比
例
す
る
か
ら
で
あ
る
。

）

油

灯

、
磁
燭
の
明
る
さ
が
不
十
分
で
あ
る
時

代
に
光
を
蚊
も
有
効
に
使
え
る
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト

5
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こ
れ
は
異
常
な
世
界
で
あ
る
。
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
人
体
美
で
は
な
い
。
彼
は
舞
台
と
い
う

・. 
ドガ の

1-__'i. 
,'，疇醗〇

踊 子

が
重
視
さ
れ
て
来
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

然
し
視
党
を
得
る
と
云
う
意
義
に
は
被
照
体

が
正
し
く
見
え
る
と
云
う
条
件
が
含
ま
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
笑
っ
た
顔
が
泣
い
た
顔
や
怒

っ
た
顔
に
見
え
て
は
い
け
な
い
。
被
照
体
が
光

の
投
射
方
向
に
よ
っ
て
相
貌
を
変
化
す
る
こ
と

は
実
験
に
よ
っ
て
多
く
の
表
示
が
行
わ
れ
て
い

る
。
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
下
か
ら
来
る
光
が
果
し

て
被
照
体
を
正
し
く
照
明
す
る
か
ど
う
か
が
こ

こ
で
問
題
と
な
る
。
こ
れ
は
単
に
視
党
上
の
み

な
ら
ず
美
的
観
点
か
ら
も
同
様
で
あ
る
。

フ
ラ
ソ
ス
の
画
家
ド
ガ

(
D
e
g
a
s
1
8
3

4

~

1

 

9
1
7
)

は
数
多
く
の
パ
レ

ー
の
舞
台
面
を
描
い
て

い
る
。
そ
の
こ
と
ご
と
く
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
効

果
を
強
調
し
て
い
る
。
被
の
踊
＋
逹
は
す
べ
て

顎
の
下
が
明
る
＜
チ
ュ
チ
チ
ュ
ウ
は
特
に
下
方

が
明
る
い
。

特
殊
な
世
界
に
興
味
を
も
ち
そ
の
雰
囲
気
を
描

写
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
絵
画
の
も
つ
美
は
異

常
な
世
界
へ
の
あ
こ
が
れ
か
ら
出
発
し
て
い
る

古
典
派
の
画
家
と
し
て
こ
れ
ら
一
連
の
舞
台
の

絵
は
最
も
印
象
派
的
で
あ
る
。

こ
う
し
た
美
の
捕
え
方
は
舞
台
芸
術
と
し
て

は
正
常
で
は
な
い
。

二
、

2

美

の

問

顆

下
か
ら
来
る
光
は
何
と
し
て
も
不
自
然
で
あ

る
。
俳
優
の
顔
に
グ
ロ
テ
ク
ス
な
相
貌
を
与
え

る
。
画
家
ド
ー
ミ
ェ

(D
a
u
m
i
e
r
)

は
い
み
じ

く
も
そ
の
グ
ロ
テ
ス
ク
さ
を
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
ラ

イ
ズ
し
て
描
い
た
（
第
七
図
）
。
こ
の
状
態
が
一

般
に
フ
ソ
ト
ラ
イ
ト
否
定
論
の
第
一
の
根
拠
で

あ
る
。
ク
レ
イ
グ
も
亦
そ
の
理
由
を
認
め
た
に

相
違
い
な
い
。
然
し
ク
レ
イ
グ
は
そ
の
他
に
も

っ
と
大
き
な
美
的
観
点
か
ら
説
を
な
し
て
い

る
。
そ
れ
は
彼
の
主
張
す
る
綜
合
性
に
準
拠
す

る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
舞
台
面
に
於
け
る
合

的
雰
囲
気
情
緒
を
主
と
し
た
、
そ
し
て
画
面
は

平
版
に
描
写
さ
れ
た
も
の
で
な
く
彫
塑
的
で
あ

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
光
と
影
の
芸
術
を
打

ち
立
て
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
事
実
絵
画
的

に
描
写
さ
れ
た
大
道
具
を
廃
除
し
て
灰
単
色
の

面
の
組
合
せ
に
よ
る
立
体
装
骰
を
提
唱
し
た
。

そ
れ
に
斜
上
方
か
ら
投
射
さ
れ
る
光
に
よ
っ
て

彼
の
美
術
を
構
成
し
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
も
は
や
俳
俊
偏
狙
の
演
出
は
影
を
ひ

そ
め
て
綜
合
芸
術
と
し
て
の
演
劇
だ
け
を
認
め

よ
う
と
す
る
精
神
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
演
劇
の
一
つ
の
革
命
で
あ
り
、
演
劇
を

第 7図 1853年ドーミ工作孫切れの合唱

本
道
に
戻
そ
う
と
す
る
運
動
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
多
く
の
団
同
者
を
得
今
日
に
及
ぷ
影
轡

が
随
所
に
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

然
し
俳
優
無
視
に
傾
く
こ
の
主
張
が
果
し
て

‘;:
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(6) 

一

、

ま

え

が

き

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
株
式
会
社

従
来
、
白
黒
テ
レ
ビ
照
明
に
つ
い
て
は
、
一
部
に
鮒
説
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ピ

照
明
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
関
す
る
文
献
も
少
な
く
、
今
日
ま
で
実
際
面
で
は
白
黒
照
明
を
基

盤
と
し
て
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
も
つ
制
約
、
す
な
わ
ち
、
光
源
の
色
温
度
、
被
写
体
に
対
す
る
照

度
お
よ
び
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
比
等
を
考
慇
し
、
ま
た
、
色
彩
の
面
で
は
色
相
、
彩
度
、
明
度
の
調

和
お
よ
び
そ
の
効
果
等
を
配
應
の
う
え
、
現
在
の
よ
う
な
カ
ラ
ー
テ
レ
ピ
照
明
を
確
立
し
た
。

カ
ラ
ー
テ
＞
ピ
も
本
放
送
を
開
始
し
て
約
六

年
を

へ
た
現
在
、
カ
ラ

1
番
組
も

一
日
約
六
時

間
放
送
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
で
は
色
彩
の
効
果
を
充
分
画

上
に
表
現
し
、
白
黒
テ
レ
ピ
に
比
較
し
て
、
そ

の
視
共
に
よ
る
色
彩
感
、
写
実
感
立
体
感
等
の

効
果
を
充
分
に
発
握
す
る
。

特
に
、
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
な
ど
で
は
、
そ
の
商

品
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
購
買
力

を
そ
そ
る
結
果
と
も
な
り
う
る
。

こ
の
た
め
、
色
再
現
を
い
か
に
忠
実
に
だ
す

か
に
あ
り
、
こ

の
点
、
演
出
上
の
効
果
の
み
で

な
く
技
術
的
制
約
を
充
分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

照
明
技
法
も
基
本
的
に
白
黒
照
明
と
あ
ま
り

変
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
カ
ラ
ー
カ
メ
ラ
の

も
つ
光
学
系
の
関
係
か
ら
、白
黒
照
明
の
約
2
.
5

~
 4
 
f=tf(3000
1
5
0
0
0
ル
ッ
ク
ス
）
の
照
度
が
要

青

木

久

カ
ラ
ー
テ
レ
ピ
照
明
の

実

際

①

現
在
、
最
も
多
く
照
明
用
光
源
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
タ
ソ
グ
ス
テ
ン
白
熱
心

球
で
あ
る
が
、
お
も
な
理
由
と
し
て
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

m分
光
分
布
ス
ペ
ク
ト
ル
特
性
が
な
め
ら
か

で
あ
る
（
図
1
参
照
）

図
色
温
度
設
定
が
3
0
5
0
~
3
2
0
0
°
 K
の
範
囲

内
で
容
易
で
あ
る
。

⑲
照
明
器
具
の
構
造
に
よ
り
、
フ
ラ
ッ
ド
、

ス
ポ
ッ
ト
と
任
意
に
選
択
で
き
る
。
ま
た
、

ラ
イ
ト
七
ッ
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
操
作
が
能

率
的
で
あ
る
。

切
照
明
調
光
の
遠
需
操
作
が
容
易
で
あ
る
。

二
、
光

源

求
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
這
力
容
且
も
大
き
く
な
り
、

照
明
機
器
も
大
形
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
色

再
現
の
安
定
を
計
る
た
め
、
光
源
の
色
温
度
を

統

一
す
る
な
ど
、
技
術
的
制
約
の
範
も
広
ま
っ

て
い
る
。

こ
の
社
か
、
照
明
の
プ
ラ
ソ
ニ
ソ
グ
に
際
し

て
も
、
色
彩
感
共
に
の
み
と
ら
れ
て
、
明
度
の

点
を
考
應
し
な
い
と
、
白
黒
受
像
機
で
見
た
場

合
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
な
い
平
板
な
画
像
と
な

る。
以
上
の
よ
う
に
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ピ
の
も
つ
制

約
を
よ
く
理
解
、配
應
の
う
え
照
明
し
な
い
と
、

良
画
質
を
得
る
こ
と
は
、
む
ず
か
し
い
。
以
下

順
を
お
つ
て
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ピ
照
明
の
実
際
に

つ
い
て
説
明
し
よ
う
。

前
頁
よ
り

そ
の
ま
ま
受
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
°
演
劇
は

観
客
と
共
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も

観
客
が
眼
の
中
心
寓
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
対
照

は
、
観
劇
中
の
時
間
の
大
部
分
を
通
じ
て
俳
優

の
顔
面
に
あ
る
事
実
を
決
し
て
無
視
し
て
は
な

ら
な
い
、
俳
優
の
顔
に
は
視
立
を
十
分
に
す
る

だ
け
の
照
度
を
与
え
、
正
し
く
且
美
的
に
見
せ

る
こ
と
が
あ
く
ま
で
も
基
本
と
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
舞
台
全
体
の
雰
囲
気
の
為
に
俳
優

を
暗
中
に
四
き
去
り
に
し
て
い
い
と
云
う
こ
と

は
基
本
的

（
無
論
例
外
の
あ
る

こ
と
を
意
味
す

る
）
に
は
あ
り
得
な
い
。
顔
面
の
美
の
規
準
を

実
験
に
よ
っ
て
さ
ぐ
っ
て
見
よ
う
。
以
下
次
号

等
で
あ
る
。

こ
の
仕
か
、
け
い
光
灯
、
水
銀
灯
、
ナ
ト
リ

ウ
ム
灯
、
ア
ー
ク
カ
ー
ポ
ン
灯
、
キ

セ
ノ
ソ
ラ

ソ
ブ
等
が
あ
る
が
、
前
記
諸
条
件
を
満
た
す
こ

と
が
む
ず
か
し
く
、

一
部
ペ
ー
ス
ラ
イ
ト
ま
た

は
効
果
用
ラ
イ
ト
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
み
で

あ
る
。ま

た
最
近
で
は
、
小
形
電
球
で
あ
る
沃
素
ラ

500 

450 

400 

350 ；；； 
300:.., 

250 き

200 屯

l50 咀

JOO~ 、Z.-----'---'----13 I 00 

050 

000 
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図 2 スポットライト用屯球のて圧1こよる色 ； 
氾度， 11命の変化（色丑度 3250°Kの湯合） ： 



(7) 

ら
れ
て
い
る
白
熱
屯
球
の
種
類
で
あ
る
。
ま
た
、

図

2
は
電
圧
に
よ
る
ス
ポ
ッ
ト
用
屯
球
の
色
温

度
、
寿
命
の
変
化
を
表
わ
し
、
図

3
は
電
圧
に

よ
る
電
流
、
電
力
、
効
率
、
光
束
の
特
性
変
化

を
表
わ
し
て
い
る
。

三
、
照

前
述
の
よ
う
に
、
カ
ラ
ー
照
明
用
光
源
と
し

て
白
熱
屯
球
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
白
黙

照
明
に
比
較
し
て
約

2,5~4倍
の
照
度
を
充

分
に
だ
す
に
は
、
照
明
機
器
単
位
の
大
き
な
も

の
が
必
要
と
な
る
。

た
と
え
ば
、
白
黒
照
明
の
場
合
、
照
明
器
具

単
位
は

s
o
ow

が
基
準
に
な
っ
て
い
た
が
、
カ

ラ
ー
照
明
の
場
合
は

2
k
W
が
基
準
と
な
っ
て

設
備
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

3
.
1

ス
タ
ジ
オ
電
源

一
般
に
照
明
用
屯
源
は
、
映
像
機
器
電
源
と

140 

130 

明

設

備

ス

ソ
プ
お
よ
び
小
電
力
に
し
て
効
率
の
ャ
四
い
リ
フ

＞
ッ
ク
ス
ラ
ソ
ブ
等
を
利
用
し
た
照
明
器
具
が

ュ二

使
用
さ
れ
て
い
る
。

会

表

ー

は
、
現
在
ス
タ
ジ
オ
で
主
と
し
て
用
い

協家

115

明照ピレテ台舞

95 100 105 

...: !E （％； 

図 3 スポットライト用芯球の

霞圧による特仕守'’

llO 

は
別
系
統
に
て
配
電
さ
れ
て
い
る
。
ス
タ
ジ
オ

に
割
当
て
ら
れ
る
照
明
用
総
屯
力
祉
も
、
そ
の

ス
タ
ジ
オ
面
積
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

表

2

は
白
黒
対
カ
ラ
ー
ス
タ
ジ
オ
に
お
け
る
吋
当
た

り
電
力
址
の
比
較
で
あ
る
。
カ
ラ
ー
の
場
合
は
、

白
黒
ス
タ
ジ
オ
に
比
較
し
て
約
2
.

5~
 

4

倍
が

適
当
で
あ
る
。

3
.2

照
明
機
器
お
よ
び
諸
設
備

ス
タ
ジ
オ
内
に
お
け
る
照
明
機
器
お
よ
び
諸

設
描
が
充
分
で
な
い
と
、
ス
タ
ジ
オ
番
組
制
作

に
対
し
て
照
明
操
作
を
円
滑
に
運
用
す
る

こ
と

は
む
ず
か
し
い
。

以
下
、
ス
タ
ジ
オ
に
お
け
る
照
明
機
器
お
よ

び
諸
設
備
を
大
別
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

m
照
明
調
光
設
備

お
も
に
副
調
整
室
に
隣
接
し
て
設
四
さ
れ
、

常
に
テ
ク

ニ
カ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
お
よ
び
演
出

家
と
速
や
か
に
、
か
つ
直
接
連
絡
の
と
れ
る
場

所
が
よ
い
。

表 1 カラー照明用白熱竃球の種類

□ 口;; :；；¥ | A; ; | E:39 1 3ニ
ご;:：¥l c:：：戸；；“|二I二：ー
表 2 スタジオにおける記当たりぢ力足比餃表ース9 ジ 7] 。．4~0.5kW 

カラースタジォ I l.2~1.5 kW 

迄

ま
た
、
調
光
装
置
も
、
従
来
は
オ
ー
ト
ト
ラ

ソ
ス
方
式
が
多
用
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
、

S
C
R
 (
Silic
o
n
 Controll
e
d
 R
ect
ifi
e
r)
の
著

し
い
発
達
に
よ
り
、
S
C
R
調
光
方
式
に
推
移
し

つ
つ
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
前
者
は
調
光
方
式
を
オ
ー
ト
ト

ラ
ソ
ス
の
プ
ラ
ッ
シ
の
位
置
を
、
滑
車
と
ワ
イ

ヤ
ー
に
よ
り
機
械
的
操
作
で
変
化
さ
せ
て
、
出

力
屯
圧
を
制
御
す
る
屯
圧
制
御
方
式
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
オ
ー
ト
ト
ラ
ン
ス
の
本
数
に

よ
っ
て
は
、
調
光
操
作
行
動
半
径
も
大
き
く
、

か
つ
大
容
址
の
屯
力
を
取
扱
う
た
め
オ
ー
ト
ト

ラ
ソ
ス
の
コ
ソ
ミ
テ
ー
タ
ー
と
ブ
ラ
ッ
シ
間
の

ス
パ
ー
ク
に
よ
る
磨
滅
が
は
げ
し
く
、
保
守
が

容
易
で
な
い
。

後
者
は
調
光
方
式
を
電
力
制
御
素
子
と
し
て

S
C
R
を
用
い
、
さ
ら
に
半
導
体
回
路
に
よ
る

屯
子
制
御
を
行
な
う
位
相
制
御
調
光
方
式
で
あ

る。
し
た
が
っ
て
、
調
光
も
フ

ェ
ー
ダ
ー
お
よ
び

ポ
タ
ソ
ス
イ
ッ
チ
で
操
作
で
き
、
採
作
行
動
半

径
も
少
な
く
て
す
む
。
た
だ
し
、
こ

の
設
備
を

し
た
場
合

一
般
用
白
熱
屯
球
を
使
用
す
る
と
、

の
こ
ぎ
り
歯
状
の
電
流
に
よ
る
振
動
音
を
起
こ

し
、
音
声
回
路
に
障
害
を
あ
た
え
る
の
で
、
ノ

イ
ズ
レ
ス
電
球
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

、
0

＞
 次

に
、
オ
ー
ト
ト
ラ
ン
ス
調
光
方
式
と
S
C
R

調
光
方
式
の
制
御
設
描
を
比
較
す
る
と
表

3
の

よ
う
に
な
る
。

切
照
明
バ
ト
ン
お
よ
び
昇
降
装
置

表 3 調 光 方 式による 制御設備の比較

ォ ートトランス 閃 光 方 式 I SCR 氏 光 方 式

操ー
作 照明用只荷回路に比例したスイッチ (IOOV50A)．グループ別主幹スさr照明用負荷回路に比例した SCRュニプト (6kW)または MgSュニ ット

配 イッチおよびプリセット切換スイッチが収容されており，回路別スイ Rラ (6kW)が収容されており， いずれもプラグイン方式にな っている．す〗ッチi噂 ・ 円が切換えられるようにな っ ている． I三Iなわち，負荷回絡の使用目的によって交換差し換える ことができる．

n オー トトランスよりワイヤーで窮光操作ハンドル：：：で引統し，機械的 n プリセット，フェーダーを初めとしてグループフェーダー，クロスフ ェ

召に撲作をする．したがって，カラ ーチェンジの多い音楽番組等では機 光 ーダー，プリセット選択ポクンスイッチ，主幹スイッチ等が収容されて
挽

作 杖的事はも多いまた，この方式ではワンマンコントロ ールはむずか 作 おり，本番前にセットしておけば，すべて照明開光採作がワンマンコ ン

盤 しい． 卓 トロールできるようになっている．

バン照明用負荷回路と関光器をパッティングコ ー ドで任窓に選択し，接続ヒ・ド照明用負荷回路とプリセットフニーグーを，その接続穴にパナナチップ

玲1でざる． 孟盤を差込むことにより．任意に選択できる．また，バッテ ィング盤を使用

ィ ，
I 

I している湯合もある．



）

ス
タ
ジ
オ
内
に
お
け
る
照
明
バ
ト
ソ
の
配
列

8
 

（

本

数

、
長
さ
、
間
隔
、
回
路
数
、取
口
数
等
は
、
ス

タ
ジ
オ
に
対
す
る
照
明
用
総
屯
力
容
拭
、
ス
タ

ジ
オ
面
租
お
よ
び
そ
の
形
態
、
そ
の
他
の
諸
条

件
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

（
照
明
バ
ト
ソ
）

配
列
ホ
リ
ゾ
ン
ト
に
対
し
て
主
要
バ
ト

ソ
の
平
行
式
ま
た
は
平
行
直
角
併
用
式
が
あ
り

そ
の
優
劣
に
つ
い
て
も

一
長
一
短
が
あ
る
。

い
ず
れ
が
よ
い
か
は
、
放
送
局
の
特
色
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

長
さ

4
1
S
m程
度
が
操
作
し
や
す
い
。

間
隅

l,S
m
が
理
想
的
で
あ
る
。
カ
ラ
ー

の
場
合

S
k
W
ソ
ー
ラ
ー
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

（
バ
ン
ド
ア
ー
付
）
を
吊
る
す
こ
と
が
多
く
、

以
上
の
間
隠
が
隣
接
バ
ト
ン
の
照
明
器
具
と
の

接
触
を
さ
け
る
た
め
の
最
小
間
陽
で
あ
る
。

回
路
数

一
本
当
た
り
、
6
0
A
、
4
回
路
ー

5
回
路

取
口
数

1
回
路
、
3
個
取
口
が
操
作
し
や

す
い
。
す
な
わ
ち

2
k
w

の
照
明
器
具
が

3
台

ス

有
効
に
使
用
で
き
る
。

-

（
昇
降
装
置
）

ュニ

従
来
、最
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

会

手
動
式
カ
ウ
ソ
タ
ー
ウ
ェ
イ
ト
昇
降
装
置
で
あ

る
。
し
か
し
、
最
近
で
は
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
に

協家明

よ
っ
て
遠
隔
操
作
の
で
き
る
屯
動
式
昇
降
装
置

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
形
照
明

照ビレ

器
具
を
吊
る
し
た
場
合
、
後
者
の
仕
う
が
安
全

性
が
あ
り
、
ま
た
、
作
業
能
率
も
前
者
に
比
較

テ台舞

し
て
数
位
高
い
な
ど
が
お
も
な
理
由
で
あ
る
。

，
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住
所
変
更
、
表
示
変
更
（
順
不
同
）

山
本
順
三

（
国
際
劇
場
）
板
橋
区
舟
渡
三
丁
目

二
十
二
番
五
号
宮
（
九
六

0
)
九
一

七
一

清

（
国
際
劇
場
）
江
戸
川
区
西
小
岩
町

三
丁
目
二
十
八
番
十
三
号

ス ア な ＾がちな力＾ 表 4 照明器具の種類

タッ色 イラ 主 阻 の 以 イ も照付多 ‘器ラ照 (3) ~柑 具名規格

［贔畠i:昌詈畠麿 i／ヽ；塁塁誓 V；腐嘉嵐旦悶＝丁□［門ス”ライト
ににシを写せを光使ドあ具ツ 用お照具 器 ” 2k¥＼ 9:；{{;9イトおよびペー

脚~利関ャと体ぬ被を用アげの 器も明ツ 具 ＇くンクライト西ヽ ¥'6だ！II ペースうイト

ス用係ッる と た 写 し さ l ら付 具に器 お
タさな夕た背め体ゃれ＾

し れ属 に 使 具 よ
ジ れ ＜ l め景利に光被 ロ

ゃ るロロ 比用と び
オてで．．にの用だし写 °と

光
較 さ し 付

フいき光もコさし ‘体
慇て

し しれて属 必＼Vx61] ．．
ロる‘屈利、 ノ れ て ブ に てては ロ ストリップライト 1 lkヽ 吹6tr Iナ）ソ／トライト

アス調用卜て 1対・・は大 Vヽ ム
。 、 、 ロロ ビンスボットライト ソー 99トピー

l kW, 1 3k¥¥． 

1 夕節さラい劇ムしス ‘ 容る 表
エフェクトマシン ， II 
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ま
ツ の

明 ス源°の 果ク必卜 よ もなよ
表 5 共玲投以もおよび透過ぶ

— ~. ~ ~ 

器 ポの パ尽を等要ラ う のわぅ I丸線吸なi:I透；；叶： I色 温 度

功、外椋吸収ガラス I"%  I ≫ % I +1企 1切 k| 
り、外椋」l4< ;,:; I ''° % ! JOO%. I 

わお果器的秘さる る だ 制 ― ---
しよが具でにれ目た低作昇 り球得 パ
てびあよあ対て的め下能ししでがるま自ンに上具
い膜がりるしいで‘さ力‘たあ使たた由夕多をの
るのら発がてる‘被せお番がる用め‘にグ用自脚
°熱な散 ‘‘ °熱写るよ組っ°さ ‘力高ラさ由で
へ線いす装装し線体原び制て れ ワ ラ さ フ れ に そ
続吸°る置置か吸に因出作‘ てッ 1 の・・て移の
く収表輻数数し収あと演中ス いテス位照 V、動車
ッ率 5射のの‘ガたな者に夕 る 1 夕置明るで輌

‘は熱多少スラるるのおジ こジジ設器°きに
光熱でいな タ ス 直 ° 演 け オ とのオ定具 . るよ
の線思場いジが射こ技る内 は大でがを ‘っ
透吸っ合場オ ー 熱れカスの 前きはで吊 音て
過収たは合の部ををを夕温 述な暉きり 楽フ
率ガ仕 ‘は有に減緩はッ度 の白照る ‘ 番ロ
をラど照効効使少和なフが と熱度°伸 組ア
表ス効明果面用すすはの上 お屯を 締 等 l

沖
野

プ

リ

セ

． ソ

卜

栄

（
東
京
文
化
会
館
）
春
日
部
市
本
町

二
十
二

外
崎
俊
彦
世
田
谷
区
経
堂
六
七
三
番
地

電
話
番
号
変
更
及
新
規
開
通

遠
山
静
雄

（
七
二
九
）
七
五
六

0

稲

垣

学

（
松
崎
照
研
）
（
八
二
二
）
四
二
四
六

佐
藤
元
彦
（
文
京
公
会
堂
）
（
四
ニ
―
)
八
三
五
七

所
属
変
更
（
順
不
同
）

比
企
国
明

東
洋
興
業
よ
り
フ
リ
ー
へ

大
和
田
稔

明
治
座
よ
り
フ
リ
ー
へ

退

会

者

吉
橋
英
一

（
国
際
劇
場
）
停
年
退
談

社
名
変
更

共
立
照
明
株
式
会
社
は
五
月
一
日
よ
り
株
式

会
社
共
立
と
改
め
た
。

結
婚
オ
メ
デ
ト
ウ

星
金
次
郎

（
有
馬
舞
台
照
明
研
究
所
）

綿

田

栄

（

東
京
文
化
会
館
）

ご
多
幸
を
祈
る
。

都
民
劇
場
で
は
発
足
二
十
周
年
に
あ
た
り
、
五

月
八
日
東
京
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典

を
開
催
し
た
。

と
も
だ
ち
二
人
会

伊
藤
恐
朔
、
岩
田
藤
七
両

氏
は
五
月
十
九
R
よ
り
二
十
五

nま
で
、銀
座
、

竹
川
画
廊
で
催
し
た
。

モ
ラ
ル
問
題
は
サ
ソ
ケ
イ
ホ
ー
ル
、
厚
生
年
金

大

・
小
ホ
ー
ル
、
都
市
セ
ソ
タ
ー
各
ホ
ー
ル
照

明
担
当
者
か
ら
の
発
言
を
事
務
局
で
ま
と
め
ま

し
た
。
半
迎
体
に
よ
る
調
光
は
今
月
は
休
載
。

綿
田
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T
V
中
絨
の
場
合
御
存
じ
と
は
お
も
い
ま
す

が
、
普
通

T
V
カ
メ
ラ
が
三
台
、
各
劇
場
の
客

席
に
設
箇
さ
れ
ま
す
。
下
手
寄
り
に
一
台
、
上

手
寄
り
に
一
台
、
セ
ン
タ
ー
に
一
台
最
近
で
は

そ
れ
ぞ
れ
に
ス
ー
ム
レ
ン
ズ
が
取
り
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て

T
V
で
は
ご
く
あ
た
り
前

で
す
が
、
舞
台
の
全
景
か
ら
急
に
主
役
の
ア
ッ

プ
に
画
面
が
切
り
替
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
あ
た

り
前
の
こ
と
が

T
V
照
明
家
に
と
っ
て
、
舞
台

で
仕
事
を
す
る
場
合
非
常
に
多
く
の
問
題
を
合

ん
で
い
る
の
で
す
。

T
V
ス
タ
ジ
オ
と
違
っ
て

劇
場
の
場
合
に
は
、

フ
ロ
ン
ト
、
ツ
ー
リ
ン
グ
、

ェ
リ
ア
の
位
慨
が
固
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

と
一
定
の
照
度
（
白
黒

T
V
で
は
約
千
ル
ッ
ク

ス
が
標
準
で
す
）
を
得
る
た
め
に
は
必
要
な
ポ

イ
ン
ト
に
何
台
か
の
ス
ポ
ッ
ト
が
要
り
ま
す
。

正
面
に
パ
ン

ド
台
°
セ
ン
タ
ー
で
歌
な
ど
の
場

合
、

エ
リ
ア
か
ら
の
ス
ポ
ッ
ト
が
パ
ン
ド
に
対

し
て
、
あ
ま
り
に
も
サ
ス
に
な
り
過
ぎ
る
場
合

ン
ー
リ
ン
グ
か
ら
の
ラ
イ
ト
を
パ
ソ
ド
の
主
要

光
線
と
し
て
使
う
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

場
合
う
ま
く
セ
ン
タ
ー
の
歌
手
の
頭
上
を
通
過

し
て
バ
ン
ド
に
当
っ
て
く
れ
れ
ば
よ
い
の
で
す

が
、
歌
手
を
含
め
た
角
度
で
バ
ン
ド
に
ラ
イ
ト

が
当
る
と
、
バ

ン
ド
の
照
度
を
必
要
限
度
迄
上

げ
た
場
合
、
必
然
的
に
、

セ
ン
タ
ー
の
歌
手
の

照
度
が
そ
れ
以
上
に
上

っ
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
れ
は
角
度
的
に
い
っ
て

ン
ー
リ
ン
グ
だ
け

の
照
明
で
は
、
顔
の
ア

ッ
プ
な
ど
は
美
し
く
映

し
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
ど
う
し
て

も
、
フ
ロ

ン
ト
か
ら
も
ラ
イ
ト
が
必
要
で
す
。

色

の

周
そ
の
結
果
、
パ
ン
ド
よ
り
も
歌
手
の
方
が
何
倍

か
明
る
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
歌
手
よ
り
も
何
段
階
か

、
パ
ン
ド
マ
ン
の
顔
が
暗
く
な
る
と
い
う
こ
と

は
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

と
く
に
小
ホ
ー
ル
の
場
合
、
舞
台
と
ン
ー
リ

ン
グ
の
距
離
が
近
け
れ
ば
近
い
程
こ
の
傾
向
が

強
く
な
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
を
救
う
手
段
と
し

て
は
、
後
は
ス
テ
ー
ジ
サ
イ
ド
で
カ
パ
ー
す
る

よ
り
外
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
も
あ
ま
り
サ

イ
ド
す
ぎ
る
と
パ
ソ
ド
の
両
端
の
人
の
み
が
適

正
照
度
で

、心
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
く
ら
く
な
る

の
も
当
然
で
す
。
そ
れ
な
ら
ば
と
少
し
前
寄
り

か
ら
調
光
さ
れ
た
何
台
か
の
ス
ポ
ッ
ト
で
部
分

を
分
け
て
照
度
の
パ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
当

れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
先
程
の
よ
う
に
客
席
の

下
手
と
上
手
に
カ
メ
ラ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
カ
メ
ラ
に
ハ
レ
ー
ン
ョ
ン
の
入
ら
ぬ
よ
う
な

位
置
に
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も

袖
の
広
さ
に
左
右
さ
れ
る
問
題
で
す
。

特
に
舞

台
の
上
に
カ
メ
ラ
を
一
台
釆
せ
た
い
と
い
う
演

出
の
場
合
は
ほ
と
ん

と
不
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
し
ご
く
当

前
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
劇
場
に
マ
ッ
チ
し
た

プ
ラ

ン
を
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

も
生
明
り
と
い
う
こ
と
と
、
照
度
と
い
う
こ
と

を
絶
え
ず
考
慮
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
同
時
に
中

継
車
の
中
の
カ
メ
ラ
コ

ソ
ト
ロ
ー

ル
も
、
調
光

操
作
と
同
様
な
テ
ク
ニ

ッ
ク
が
要
求
さ
れ
て
い

ま
す
。

辺

(K
生
）

一
、
出
席
者

昭
和
四
十
一

年
六
月
十
五
日

午
後
一
時

中
央
区
立
銀
座
東
区
民
館
一

号

室小
川
、
和
田
、
前
田
、
高
橋
、
斉

藤
、
相
島
、
原
、
据
田
、
岩
崎
、

篠
木
、
阿
部
、
連
絡
欠
席
大
庭

大
野
、
青
木
（
順
不
同
）

一
時
一
―
―
十
五
分
会
長
議
長
に
な
り
開
会

一
、
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
委
員
会
（
仮
称
）
よ

り
の
報
告

二
、
見
学
会
に
関
す
る
件

参
加
人
員
に
制
限
が
あ
る
の
で
各
責
任
者
よ

り
参
加
を
協
会
員
に
呼
か
け
に
申
込
す
る
よ

う
要
請
し
た
。

六
月
二
十
日
で
五
十
名
と
な
っ
た
。

三
、
メ
ー
カ
ー
と
の
懇
談
会
に
つ
い
て

先
日

ニ
ュ

ー
ス
で
お
知
ら
せ
し
た
メ
ー
カ
ー

と
の
懇
談
会
は
、
連
絡
担
当
社
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
も
の
に
つ

い
て
統
一
す
る
か
と
の
話

し
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
討
議
の
結
果
、

プ
ラ
グ
サ
イ
ズ
、

ツ
ー
ト
サ
イ
ズ
問
題
を
提

案
す
る
こ
と
に
し
た。

四、

新
入
会
員
審
査

日
本
テ
レ
ピ
所
屈
土
屋
逹
夫
、
紹
介
者
吉
木

正
会
員
、
事
務
局
よ
り
経
歴
説
明
、
こ
れ
を

承
認
。

五
、
退
会
者
報
告

片
瀬

一
郎
、
塩
原
一

昭
、
渋
谷
吉
行
、
山
根

貞
雄
以
上
共
立
、
江
塚
東
一
静
岡
、

六
月
現
在
三

七
三
名
。

一
、
場

て

日

所 時

第
二
回
常
任
理
事
会



被
照
体
は
歌
舞
伎
調
に
白
く
化
粧
し
た
女
の

顔
、
こ
れ
に
対
し
一
、
下
方
か
ら
の
光
を
被
照

体
に
対
水
平
角
度
を
種
々
に
変
え
、
二
、
上
方

か
ら
の
光
を
同
様
に
角
度
を
変
え
、
三
、
上
下

両
方
の
光
を
同
時
に
与
え
そ
の
夫
々
の
照
度
比

を
変
え
て
撮
影
す
る
。

第
八
図
の

A
群
は

soow
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
ニ

個
を
並
ぺ
て
置
き
被
験
者
の
立
つ
位
置
を
そ
れ

か
ら

0
1
3
m
 
0)
距
離
に

o.sm
お
き
に
立
た

c
 

せ
て
撮
影
し
た
も
の
、

B
群
は
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ

ト
（
使
用
屯
球

1
0
0
W
)
一
列
二
回
路
を
点
灯

ス

し
、
贔
さ
を

3
m
に
し
て
被
験
者
を
水
平
距
離

0
1
4
m
の
間
に

O.S
m
お
き
に
立
た
せ
た
も

一ユ
ニ

の
、
C
群
は
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
と
フ
ッ
ト
ラ
イ

会

卜
と
同
じ
鉛
直
面
上
に
置
き
そ
の
距
離

3m
で
、

被
験
者
は
水
平
距
離

1.sm
の
位
置
に
固
定
し

協家明

（
璽
"r
l.
Sm)
、
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
を
調
光
し
て

顔
面
の
法
線
照
度
を

SOO
lx
hi
保
ち
フ
ッ
ト
ラ

照ピレ

イ
ト
に
よ
る
法
線
照
度
を

750
~
1
0
0
Ix
に
変

化
せ
し
め
て
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

テ台舞

A
群
に
於
て

3
m離
れ
た
位
置
の

A
7
に
於

、’
/
,．
 

二
脚

光

一
i
 

ー

論

遠
山
静
雄 (3) 

て
は
殆
ど
平
板
な
照
明
効

果
が
現
わ
れ
て
い
る
が

A

群
全
部
を
道
じ
て
鼻
の
上

の
影
が
美
観
を
そ
こ
ね
て

い
る
。

B
群
に
於
て
は

B

5
か
ら
の
状
態
が
良
好
で

あ
る
。

C
群
は

A
4
、
B

4
の
合
成
と
な
る
が
じ

5

C
6
辺
が
良
好
で
あ
る
°
タ

こ
れ
を

B
4
と
比
ぺ
る
と
デの

B
4
で
は
陰
影
が
堅
く
歌
真写

舞
伎
の
平
板
効
果
に
な
ら
顔

な
い
。
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
表

ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
照
度
の
第

80ー

60
96加
わ
っ
て
は
じ

め
て
良
好
と
な
り
得
る
。

C
8
は
眉
、
恥
、
唇
、
顎

の
下
の
除
影
が
深
過
ぎ
る

が
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
を
離

し
て
例
え
ば

B
9
と
の
合

成
に
す
れ
ば

C
8
に
於
け

る
照
度
比
20
グ
名
で
も
良
好

．
 

と
な
る
。

ニ

・
三

平
板
照
明
の
必
要
性

欧
州
風
の
演
劇
に
お
い
て
は
顔
面
に
対
す
る

美
の
基
準
が
概
ね
彫
塑
的
で
あ
り
、

立
体
感
を

持
つ
こ
と
に
あ
る
の
が
常
識
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
立
体
的
美
観
は
上
部
光
の
み
で
は
得
難
い

こ
と
が
前
節
で
判
っ
た
と
思
う
。
即
ち
下
部
光

と
の
適
当
な
配
合
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
際
下

部
光
に
よ
る
照
度
は
上
部
光
に
よ
る
照
度
よ
り

， 
I 上方光の場合 ＇ 上下同時の場合 ＇ I 

写其番号 1水幸a'/e離 1水悶角度 1与真番号I水平d距離 1水平a角度 1与其番号ド謬］］』
下方光の場合

と
こ
ろ
が
歌
舞
伎
に
お
い
て

は
美
の
軌
範
が
異
る
。
歌
舞
伎

は
本
来
平
面
的
絵
画
美
を
以
っ

て
構
成
さ
れ
る
。
鋭
絵
と
同
じ

＜
陰
影
を
持
た
な
い
こ
と
が
原

則
で
あ
る
。
衣
裳
並
に
化
粧
に

も
小
で
あ
る
こ
と
が
原
則
で
あ

る。

1234567 

AAAAAAA 

0 m 90°00' B 1 0 m 90°00' C 1 500 Ix 750 Ix 

0.5m 72°40' B 2 0.5m 72°40' C 2 ，， 700// 

I.Om 57°20' B 3 l.Om 57°20' C 3 ク 600，， 

1.5m 45°00' B 4 1.5m 45°00' C 4 ，，， 500ク

2. Om I 36°50' B 5 2.0m 36°50' C 5 ，， 400，，， 

2 5m 31°00' B 6 2.5m 31°00' C 6 ク 300，，， 

| 3.0m 26°30' B 7 3.0m 26°40' C 7 ，，， 

I 函l00 クヽ 1 B 8 3.5m 23'10' C 8 ，，， 

B 7 4 Om 20°301 ，， 

A 1 A 2 A 4 

Foot Light Only 

A 6 A 7 

B 6 

Border Light 

Only 

B 8 

C l C 2 

B 9 

Border Light with 

Foot Light 

8図

C 3 C 4 C 5 C 6 C 7 C 8 

J
 



(3) ス

そ
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
演
技
自
体
に

ー

お
い
て
も
そ
う
い
え
る
。

ュ二

歌
舞
伎
衣
裳
の
特
色
は
色
彩
と
紋

様

に

あ

会

る
。
こ
れ
は
彫
塑
的
な
照
明
を
必
要
と
せ
ず
、

協家

む
し
ろ
平
板
な
照
明
の
下
で
そ
の
デ
ザ
イ
ン
の

明

意
図
が
発
揮
さ
れ
る
種
類
の
も
の
で
あ
る
。
化

ピ

粧
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
女
形
の
白
塗
の
顔

照レ

を
兄
て
も
平
面
描
写
を
基
調
と
し
て
い
る
か
ら

歌
陪
描
く
と
こ
ろ
の
美
人
が
要
望
さ
れ
る
。
し

テ台舞

か
し
実
際
に
は
男
性
の
肉
体
で
あ
る
か
ら
、
も

し
こ
れ
に
彫
塑
的
な
陰
明
の
生
ず
る
照
明
が
与

え
ら
れ
れ
ば
女
性
よ
り
も
骨
格
の
温
し
さ
が
露

出
し
て
観
客
の
イ
メ
ー
ジ
か
破
壊
す
る
。
荒
事

の
隅
取
を
し
た
顔
は
隈
自
体
が
役
の
性
格
を
示

す
と
と
も
に
筋
肉
の
隆
起
凹
凸
を
描
写
し
て
平

面
内
に
彫
塑
的
効
果
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
に
立
体
的
照
明
を
与
え
る
こ
と

は
相
殺
の
原
因
と
な
り
、
悪
効
果
を
も
た
ら

す。
か
よ
う
に
歌
舞
伎
向
並
に
そ
れ
か
ら
派
生
し

て
い
る
古
典
舞
踏
に
お
い
て
基
本
的
に
平
板
な

照
明
が
要
求
さ
れ
る
。
即
ち
舞
台
正
面
に
対
し

水
平
方
の
投
射
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
原
則
と

す
る
。
し
か
し
こ
の
方
向
に
光
源
を
置
く
こ
と

は
困
雑
で
あ
る
か
ら
、
上
部
並
に
下
部
の
光
源

の
光
度
を
適
宜
に
調
節
し
て
混
合
使
用
す
る
た

め
に
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る

ニ
・
四

写
実
の
問
題

一
般
に
写
実
的
演
出
の
場
合
下
か
ら
来
る
光

は
不
自
然
で
あ
り
、
天
然
現
象
と
し
て
は
あ
り

得
な
い
と
い
う
の
が
普
通
の
考
え
方
で
あ
り
、

自
然
主
義
拾
頭
後
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
対
す
る
非

雑
は
こ
の
点
に
多
く
向
け
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
説
を
果
し
て
そ
の
ま
ま
に
受
け
取
っ
て

い
い
か
ど
う
か
。

か
り
に
、
屋
外
の
場
面
で
太
陽
の
直
射
あ
る

い
は
天
空
光
が
舞
台
上
に
そ
そ
い
で
い
る
と
想

定
し
た
場
合
、
次
の
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

m自
然
光
を
模
し
た
上
部
光
源
が
舞
台
に
与
え

る
照
度
と
天
然
光
の
場
合
の
照
度
と
の
間
に

ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
。

四
舞
台
床
面
の
反
射
と
地
上
の
実
際
の
反
射
と

の
問
に
ど
の
よ
う
な
差
別
が
あ
る
か
。

③
人
問
の
眼
の
感
度
と
照
度
差
と
の
間
に
ど
の

よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
。

こ
れ
ら
を
究
明
し
た
上
で
な
け
れ
ば
舞
台
照

明
に
お
け
る
写
実
の
問
題
は
解
決
で
き
な
い
。

5
 

ー

m自
然
光
に
よ
る
地
上
照
度
（
水
平
面
）
は
次
の

表
で
示
さ
れ
る
。

野
外
最
低
照
度
即
ち
地
物
の
影
響
の
な
い
完件

全
天
空
を
望
む
水
平
面
上
の
照
度
で
最
悪
条

‘,ノx
 

ー（
 

度照上地
気
率過

光

大

透

日

度"'d 

射

陽

直

太

い

3

3

-

g度

0

0

 

度

1

1

照

x

x

照上

7

5

 

上

1

1

／

地

地

度

度

荘

oooo
天

邸

7

4

陽

光空

陽

青

太

匹

i

太

下
の
値
は
SOOO
lx
と
見
ら
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
見
て
自
然
光
が
地
上
水
平
面
に
与

え
る
照
度
は

m
a
x
.

8
10
00Q
lx
 

m
i
n
.
 SQQ!x

と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
舞
台
で
実
際
に
与

え
ら
れ
て
い
る
照
度
は

lO
OO
lx
程

度
を
普
通
と
す
る
。
自
然
光
は
そ

の
五
乃
至
八
一

0
倍
で
あ
る
。

四
地
面
の
反
射
を
調
ぺ
る
た
め
に

あ
る
晏
天
の
日
に
日
比
谷
公
園

内
で
、
地
面
に
垂
直
な
方
向
で

下
方
並
に
上
方
に
向
け
て
測
定

し
た
照
度
計
の
読
み
の
比
を
反

射
率
と
見
な
し
て
第
三
表
に
示

す
。 第 2及 天然光照度表

90° 0.9 81 X 104 

0. 5 45 X 104 

40° 0.9 49 X 104 

70° 15 X 1Q3 

第 3表 地面の反射率（％）
40° 7 X 1Q3 

0. 5 20 X 104 

庭球コー ト

コンクリートブロック舗装道

小砂利のある舗装道

コソクリート道路

アスファルト逍路

小石混りの土面

芝生

14.3 

12.8 

9 4 

8.7 

8.4 

8. 3 

I 6. Q 

第四表 舞台の反射率

I 状 態 反射率測定劇場

l床板 10.4 1イイノホー）レ

ねずみ色地がすり 12.5 イイ ノホ ー）レ I

うす茶色地がすり 6.9 日生劇場

照
明
学
会
の
デ

ー
タ
ー
プ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
反
射
半
は
2
5

で
あ
る
。
第
三
表

に
お
け
る
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
道
路
は

8
.

7
~

1

2
.
 8

 

で
あ
る
か
ら
可
成
り
低
い
仙
と
な
っ
た
。
第
三

表
は
闊
の
う
ち
小
雨
の
あ
っ
た

LI
の
測
定
で
あ

っ
て
、
厳
密
な
意
味
で
正
碓
て
は
な
い
か
ら
、

実
際
の
地
表
の
反
射

学
は
こ
れ
よ
り
も
大
き
い

こ
と
が
想
俊
さ
れ
る
。

舞
台
面
の
反
射
率
を
調
ぺ
る
た
め
に
為
の
実

験
を
行
な
っ
た
。
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
を
点
じ
て

舞
台
床
面
に
上
向
き
に
照
度
計
を
似
い
て
そ
の

読
み
を
と
り
、
そ
れ
で
顔
の

1

仕
さ
(
1.
Sm
)
か

ら
床
面
に
向
っ
て
測
定
し
た
照
度
を
割
っ
て
反

射
率
を
求
め
る
。
そ
の
結
果
を
第
四
表
に
示
す
。

こ
れ
で
見
る
と
第
三
表
に
示
す
値
と
そ
ん
な

に
大
き
な
開
き
は
な
い
が
、
概
し
て
実
際
の
地

上
の
反
射
半
の
力
が
舞
台
上
の
そ
れ
よ
り
も
大

き
い
と
い
え
る
。



舞台テレピ照明家協会ニュース (4) 

ゆ
明
る
さ
に
対
す
る
感
度
の
変
化
。
人
間
の
眼

に
対
し
光
と
い
う
刺
戟
を
与
え
る
と
き
明
る
さ

を
受
け
る
感
党
は
ウ
エ
ー
パ
ー
フ
ェ
ヒ
ネ
ル

(
W
e
b
e
r
-
F
e
c
h
n
e
r
)
の
法
則
に
従

っ
て

S
1
1
K
l
o
g
 R
 

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
株
式
会
社

四
・
一
照
明
の
種
類

カ
ラ
ー
照
明
の
場
合
も
、
白
黒
照
明
に
比
較

し
て
本
質
的
に
は
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
次

の
よ
う
な
照
明
の
構
成
に
よ
り
演
出
家
の
意
図

に
そ
っ
た
季
節
感
、
感
情
等
の
情
景
を
画
面
上

に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
照
明
の
種
類

に
つ
い
て
分
類
す
る
と
、

mペ
ー
ス
ラ
イ
ト

被
写
体
全
面
に
一
定
の
照
度
で
、
均
等
に
照

射
す
る
フ
ラ
ッ
ド
照
明
で
あ
り
、
技
術
的
に
良

で
あ
る
。
こ
こ
に

S
は
感
党
、

R
は
剌
戟
、

K

は
常
数
で
あ
る
。
今
感
党
と
刺
戟
と
を
視
力
と

照
度
に
置
さ
換
え
て
そ
の
関
係
を
第
十
図
に
示

す。

16
こ
の
図
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
明
る
さ
が

0
.
 l

r
l
x
か
ら

l
O
O
O
r
l
x
ま
で
の
範
囲
で
は
ウ

ェ
ー
バ
ー
エ
フ
ェ
ネ
ル
の
法
則
が
当
て
は
ま
り

視
力
と
明
る
さ
の
対
数
比
と
が
比
例
し
て
直
線

を
示
す
が
、

O
.
l
r
l
x
以
下
並
に

l
O
O
O
r
l
x
以
上

は
明
る
さ
の
変
化
に
か
か
わ
ら
ず
視
力
は
あ
ま

り
変
化
し
な
い
で
一
定
の
状
態
に
近
く
な
る
。

こ
れ
は
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
。

即

ち

l
o
o
o

r
l
x
 
c
0
.
 
l
r
l
x
と
の
差
別
と
l
O
O
O
O
O
r
l
x
c
 
lOrl 

X

と
の
差
別
は
視
力
の
上
で
等
し
く
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
視
力
を
明
る
さ
の
感
党

に
置
き
換
え
て
も
こ
の
事
は
い
い
得
る
の
で
あ

る
か
ら
、
か
り
に
地
上
の
反
射
率
と
舞
台
の
反

射
率
が
等
し
い
と
し
て
も
人
間
の
顔
に
受
け
る

好
な
画
質
を
得
る
た
め
の
基
本
的
な
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
光
源
も
ピ
ー
ム
角
度
の
広

い
も
の
が
望
ま
れ
る
。

岡
キ
ー
ラ
イ
ト

主
要
被
写
体
ま
た
は
情
景
に
対
し
、
主
体
性

を
も
た
せ
る
照
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
照

射
位
置
も
限
定
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
番
組
の

内
容
に
そ
っ
た
位
置
設
定
が
望
ま
し
い
。

た
と
え
ば
、
主
要
被
写
体
に
対
し
恐
怖
感
を

表
現
す
る
場
合
、
フ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
キ
ー
ス

青

木

久

カ
ラ
ー
テ
レ
ピ
照
明
の
実
際
②

1.8 

).6 

1.4 

視）．2

1.0 

0.8 

力 0.6

0.4 

0.2 
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第10図視力と明るさとの関係
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光
は
自
然
光
の
場
合
の
直
射
と
反
射
の
割
合
は

舞
台
に
お
け
る
上
部
光
と
そ
の
反
射
と
の
割
合

と
異
り
、
自
然
光
の
場
合
の
方
が
反
射
光
の
割

合
が
大
き
く
な
る
事
実
を
証
明
す
る
。

し
た
が
っ
て
自
然
光
に
お
け
る
状
態
を
舞
台
で

再
現
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
全
体
の
光
度
が
低

下
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
視
感
党
の
上
か
ら

見
て
直
射
と
反
射
即
ち
上
部
光
と
下
部
光
と
の

割
合
を
自
然
光
に
お
け
る
視
感
覚
と
比
例
さ
せ

る
た
め
に
舞
台
の
反
射
光
に
何
ら
か
の
補
助
を

与
え
て
増
大
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

方
法
と
し
て
は
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
唯
一
の
手
段

で
あ
る
。

以
上
述
ぺ
た
三
つ
条
件
即
ち
自
然
光
の
照
度

舞
台
の
反
射
率
、
明
る
さ
に
対
す
る
視
感
党
の

問
題
を
綜
合
し
て
考
え
る
と
き
写
実
的
効
果
を

得
ん
と
す
る
場
合
は
一
見
不
自
然
と
思
わ
れ
る

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
存
在
が
実
は
最
も
自
然
で
あ

ポ
ッ
ト
と
し
て
効
果
的
に
使
用
す
れ
ば
、
そ
の

目
的
を
代
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
キ
ー
ラ
イ
ト
の
位
置
設

定
は
技
術
的
、
美
術
的
条
件
内
で
は
自
由
で
あ

る
。
光
源
も
、
ピ

ー
ム
角
度
が
照
明
器
具
内
に

お
け
る
焦
点
距
離
の
移
励
に
よ
っ
て
自
由
に
な

る
も
の
が
望
ま
し
い
。

③
フ
ィ
ル
ラ
イ
ト
（
押
え
ラ
イ
ト
）

キ
ー
ラ
イ
ト
に
よ
っ
て
生
ず
る
陰
影
を
や
わ

ら
げ
、
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
比
を
減
少
す
る
た
め
の

照
明
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
ペ
ー
ス
ラ
イ
ト
で

代
用
で
き
る
が
、
番
組
の
内
容
に
よ
っ
て
は
ペ

ー
ス
ラ
イ
ト
と
は
関
係
な
く
、
専
用
器
具
で
そ

の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
も
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
光
源
も
指
向
性
が
あ
り
、
か
つ
ソ
フ
ト
な

ニ
・
五
表
現
上
の
問
題

舞
台
照
明
の
目
的
は
視
党
や
美
的
効
果
や
写

実
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
演
出
の
意
図
に
よ

っ
て
は
心
理
的
効
果
を
ね
れ
う
た
め
に
ど
の
よ

う
な
照
明
を
実
施
す
る
か
判
ら
な
い
。
し
た
が

っ
て
設
備
と
し
て
は
あ
ら
ゆ
る
効
果
に
適
応
す

る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し

い
。
敢
て
下
方
か
ら
の
全
般
的
照
明
を
目
的
と

す
る
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
理
由
は
な
い
。
神
秘
的
な
あ
る
い
は
怪
異
的

な
あ
る
い
に
煙
霧
的
な
舞
台
効
果
を
出
現
す
る

た
め
に
は
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
使
用
さ
れ
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
あ
る
。
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
不
自
然

で
あ
る
と
い
う
論
者
の
そ
の
不
自
然
さ
が
演
出

家
に
よ
っ
て
は
舞
台
表
現
の
上
に
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。
（
続
く
）

も
の
が
望
ま
れ
る
。

囚
モ
ー
デ
リ
ソ
グ
ラ
イ
ト
（
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
）

主
要
被
写
体
ま
た
は
景
情
に
対
し
、
立
体
感

を
だ
す
た
め
の
照
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

照
射
位
置
も
被
写
体
の
後
方
に
あ
り
、
た
と
え

ば
、
主
要
被
写
体
が
人
物
で
あ
る
と
仮
定
し
た

場
合
、
頭
の
毛
お
よ
び
肩
の
線
を
ひ
か
ら
せ
、

背
景
よ
り
立
体
的
に
浮
か
せ
て
見
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
遠
景
の
場
合
は
こ

の
ラ
イ
ト
に
よ
り
効
果
的
に
影
を
だ
す
と
、
深

み
の
あ
る
奥
行
を
感
じ
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
。

固
タ
ッ
チ
ラ
イ
ト

装
置
、
小
道
具
等
で
特
に
強
調
さ
せ
る
か
、

情
景
内
に
お
け
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
パ
ラ
ン
ス

を
と
る
た
め
の
照
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

る
と
い
う
こ
う
が
判
る
で
あ
ろ
う
。



ス

光
源
も
ピ
ー
ム
角
度
が
照
明
器
具
内
に
お
け
る

一
焦
点
距
離
の
移
動
に
よ
っ
て
ン
ャ
ー
プ
に
で
る

ュニ

も
の
が
望
ま
し
い
。

会

⑱
ホ
リ
ゾ
ン
ト
ラ
イ
ト

協家

ホ
リ
ゾ
ン
ト
を
専
用
に
照
射
す
る
照
明
で
あ

明

り
、
ホ
リ
ゾ
ン

ト
に
対
し
て
均
等
に
む
ら
な
く

照ピ

照
射
で
き
る
フ
ラ
ッ
ド
照
明
が
望
ま
し
い
。

し

し
た
が
っ
て
、
光
源
も
ピ
ー
ム
角
度
が
広
く
、

か
つ
上
下
に
の
び
の
あ
る
も
の
が
望
ま
れ
る
。

テ台舞

カ
ラ
ー
の
場
合
、
ホ
リ
ゾ
ン
ト
ラ
イ
ト
に
カ

ラ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
を
援
い
、
季
節
感
ま
た
は
情

感
を
表
現
し
、
劇
的
効
果
を
も
り
あ
げ
る
こ
と

が
多
い
。
ま
た
、
ホ
リ
ゾ
ソ
ト
に
対
し
て
上
方

よ
り
照
射
す
る
も
の
を
ア
ッ
パ
ー
ホ
リ
ゾ
ン
ト

ラ
イ
ト
、
下
方
よ
り
照
射
す
る
も
の
を
ロ
ア
ー

ホ
リ
ゾ
ン
ト
ラ
イ
ト
と
呼
ん
で
い
る
。

mェ
フ
ェ
ク
ト
ラ
イ
ト

画
面
効
果
ま
た
は
劇
的
効
果
を
も
り
あ
げ
る

た
め
、
必
要
に
応
じ
各
種
の
効
果
用
器
具
を
用

い
、
浮
雲
、
流
れ
雲
、
月
、
降
雪
、
ざ
さ
波
、

火
烙
等
を
ホ
リ
ゾ
ン
ト
や
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影

し
た
り
、
乗
物
等
の
移
動
感
を
表
現
さ
せ
る
た

め
の
効
果
照
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
光
源

も
ホ
リ
ゾ
ン
ト
ま
た
は
ス
ク
リ
ー
ソ
に
投
影
像

を
結
ぶ
こ
と
の
で
き
る
器
具
が
望
ま
し
い
。

し
か
し
、
カ
ラ
ー
の
場
合
は
、
白
黒
に
比
較

し
て
照
度
を
高
く
す
る
た
め
、
効
果
用
器
具
の

焦
点
温
度
も
相
当
高
く
、
効
果
用
原
板
（
種
板
）

等
で
も
充
分
熱
に
耐
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
溶

）

解

し

、
投
影
像
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
に
く
く
、

（
こ
れ
ら
効
果
照
明
も
白
黒
照
明
ほ
ど
自
由
に
駆

5
 

使
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

以
上
で
あ
る
が
、
こ
の
厄
か
、
人
物
の
眼
の

輝
き
を
効
果
的
に
だ
す
ア
イ
ラ
イ
ト

（
キ
ャ
ッ

チ
ラ
イ
ト
）
が
あ
る
。

四
・
ニ
照
度
設
定
基
準

良
好
な
画
質
を
得
る
た
め
に
は
、
前
述
の
よ

う
な
種
類
の
照
明
を
、
次
の
よ
う
な
基
準
を
お

く
の
が
理
想
的
で
あ
る
。
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で
あ
る
。

カ
ラ
ー
の
場
合
、
色
再
現
を
忠
実
に
す
る
た

め
に
は
、
陰
影
部
分
を
減
少
す
る
こ
と
が
望
ま

し
く
、
白
黒
に
比
較
し
て
比
率
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
白
黒
受
像
機
で
見
た

場
合
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
少
な
い
画
面
と
な
っ

て
映
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
比
率
は
撮
影

の
際
に
お
け
る
美
術
的
ま
た
は
そ
の
他
の
諸
条

件
が
、
技
術
的
制
約
に
適
し
た
場
合
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
こ
れ
ら
諸
条
件
が
技
術

的
制
約
範
囲
内
に
収
ま
る
こ
と
が
少
な
く
、
前

記
の
比
率
ど
う
り
に
い
か
ぬ
場
合
が
多
い
。

四

・
三

基
本
照
明

イ
ソ
フ
ォ
メ
ー
ツ
ョ
ン
番
組
な
ど
で
、
解
説

ま
た
は
対
談
の
よ
う
に
画
面
上
に
劇
的
要
素
を

必
要
と
し
な
い
も
の
は
、
基
本
照
明
で
照
射
し

た
ほ
う
が
、
比
較
的
良
画
質
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。

図

4
の
よ
う
に
器
具
配
置
に
つ
い
て
は

白
黒
照
明

と
比
較
し

て
塞
本
的

に
は
変
わ

る
も
の
で

は
な
く
、

相
対
的
に

は
器
具
容

屈
の
大
き

な
も
の
が

使
用
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
ペ

ー
ス
ラ
イ

ト
の
う
ち

白
黒
照
明

で
は

1
、

2
、

3
を

ス
ク
プ
ラ

スト
一
イ

ペ
ラ

川
翌

キ
ラ

ツ
イ

ル

ト

タ

ラ
ぷロ

芦
入

ク
ト

ツ
イ

パ
ラ

図 4 基本的な照明器具配置
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汀fメ

イ
ト
に
て

照
射
す
る

こ
と
が
あ

が
、
カ
ラ
ー
照
明
で
は
パ

ソ
ク
ラ
イ

ト
（
五
〇

o
w六
灯
用
）
を
使
用
し
た
ほ
う
が
効
率
、
調

光
の
点
で
も
態
率
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
光

蓋
オ
ー
バ
ー
の
場
合
は
六
灯
の
う
ち
何
灯
か
を

消
す
こ
と
に
よ
り
、
色
温
度
と
は
関
係
な
く
光

祉
調
節
が
で
き
る
と
同
時
に
、

5
、

6
、
7
に

つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。

ま
た
、

5
、
6
、
7
は
キ
ー
ラ
イ
ト
に
よ
っ

て
生
ず
る
顎
の
下
の
影
を
で
き
る
か
ぎ
り
軟
ら

ストー
イ

ペ
ラ泣

3

か
に
す
る
た
め
、
カ
メ
ラ
に
接
触
し
な
い
程
度

ま
で
低
く
し
た
仕
う
が
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
影
智
に
よ
っ
て
背
景
に
み
に
く
い
影
が
幾

重
に
も
で
き
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
パ
ン

ク
ラ
イ
ト
の
前
に
デ
ュ
ヒ
ュ
ー
ザ
ー
（
グ
ラ
ス

フ
ァ
イ
バ
ー
）
を
覆
い
、
光
質
を
よ
り
い
っ
そ

う
軟
ら
か
に
し
て
影
の
で
ぬ
よ
う
に
心
が
け
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

四
•
四
そ
の

応
用

左
写
真
は
カ
ラ
ー
ド
ラ
マ
に
お
け
る
一
ン
ー

ン
で
あ
る
が
、
こ
の
シ
ー
ン
は
物
語
の
節
の
上

か
ら
、
主
要
人
物
の
弧
独
感
を
表
現
す
る
よ
う

に
照
明
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
さ
れ
た
。
し
た
て
が
っ
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パ
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ゞスト
ー
イ
①

ペ
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図 5

）

上
方
か
ら
の
室
内
灯
に
よ
る
照
明
設
定
は
な

6
 

（
く
、
電
気
ス
タ
ン
ド
に
よ
る
照
明
を
強
調
し、

周
囲
の
ペ
ー
ス
を
お
と
し
、
画
面
上
に
コ
ソ
ト

ラ
ス
ト
を
つ
け
、
主
要
人
物
の
わ
び
し
さ
を
だ

し
た
。す

な
わ
ち
、
主
要
人
物
に
対
す
る
重
点
的
照

明
技
法
を
採
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。
図

5
は
そ

の
照
明
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
ま
た
、
照
度
設
定
に

↑[：[ 
プ

〗7日

明照

ストー
イ

ベ
ラ

キ
:
②

際
し
て
は
、
ス
ポ
ッ
ト
メ
ー
タ
ー
で
被
写
体
の

反
射
率
を

、

2
0~
ー
に
収
ま
る
よ
う
設
定
さ
れ

た
。
図

6
は
そ
の
デ
ー
タ
ー
の
一
部
で
あ
る
。

ス
タ
ジ
オ
照
明
の
実
際

ス
タ
ジ
オ
に
お
い
て
、
カ
ラ
ー
照
明
を
円
滑

に
運
用
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
い
番
組
内
容

の
把
据
、
向
演
出
家
の
意
図
、
い
技
術
的
制
約

曰
色
彩
に
よ
る
効
果
、
困
な
ど
を
考
慮
の
う
え

丘

照

明

プ

ラ

ン

を

た

て

る

こ

と

g

が
必
要
で
あ
る
。

t
 

し引
~
的

五
•
一

照

閲
り

と

よ

じ

番
組
内
容
の
把
握

四

．
感

るる

位し
す
し

ド
ラ
マ

、
音
楽
番
組
の
写

低

四

て

り
．
コ
し

ぎ
る
を
"
~元

に
た
ぁ
実
的
描
写
、
心
理
的
描
写
等

．
か
す
込
反

．る

こ

う
う
る

覆覆

さ
か
＇

額しで

び

く

ト

ー
[
'
軟
よ
よ
な

ィ

美
的
効
果
を
表
現
す
る
た
め

を
を
で
ら
う

ザザ

め
を
ぬ

お少

ラ

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
よ

～ー

た
只
で
ス
を
チ

ュ
ュ
る
光
が
ン
比
ッ

ヒ
ヒ
す
影
9

卜
9

く
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ュ
ュ
喝
し
の
が
ス
の

デデ

強覆

体
明
ラ
上

て
て
を
を
写
照
卜机

夕

し
し
り
一
枝
る
ンが―

l

靡
呵
→
五
后
〗
い
。
ま
た

、

イ
ン
フ
ォ
メ
ン

ン
ョ
ン
番
組
で
は
劇
的
効
果

デ

偵

4

2

ド

ュ

に

ド

と

ド

ン
を
を
ン
ヒ
上
ン
体

ン

ラ
灯
灯
タ
ュ
の
夕
写
ク

よ
り
技
術
的
効
果
に
よ
り
良

プ
点
点
ス
デ
机
ス
被
ス

明

却

150
⑱

2
5
0
3
0
0
3
5
0
4
0
0

い
画
質
が
望
ま
れ
、

コ
マ
ー

照
界n

 

シ
ャ
ル
な
ど
で
は
忠
実
に
そ

6

照，

表

ー茂

、

ば

の

商

品

を

再

現

す

べ

く

照

明

W
X
”
2
1
2
2
2
 

c

k

W

技

法

を

考

え

ね

ば

な

ら

な

規

500

い
。
上
記
の
よ
う
に
、
ま
ず

具

ト

ポ

ス

ト

番

組

の

内

容

を

的

確

に

把

握

””” 

ーイ

器

刃

ク
ラ
ラ

ン

一

，

す

る

こ

と

が

必

要

で

あ

る

。

明照

パ

ソ

ッ
）
）
ト
ト
ト
ト
＇

五
・
ニ
演
出
家
の
意
図

類

2

4

演
出
家
が
番
組
内
容
に
つ

‘,̀
（ 

）
）
イ
イ
イ

g
"

ー
~
3

ィ
ィ

言

r

ラ
ラ
ラ

（

（

 
＇ 
の
イ
ラ
ル
ク
チ
ー
フ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
演
出
意

ぅ

ス

図
を
も
ち
、
ま
た
表
現
し
た

明
ス
”

一
ィ
ッ
ツ

ペ

キ

フ

パ

ク

サ

照 考

い
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
演
出

家
と
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
な
い
、
そ
の
表

現
方
法
に
つ
い
て
も
あ
ら
ゆ
る
角
度
よ
り
検
討

し
、
最
善
の
方
法
で
照
明
プ
ラ
ン
を
た
て
る
こ

と
が
賢
明
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
色
彩
照
明
、
明
暗
の
バ
ラ
ソ
ス

等
の
表
現
方
法
に
よ
っ
て
、
い
か
に
劇
的
効
果

を
も
り
あ
げ
る
か
、
常
に
心
が
け
ね
ば
な
ら
な

、0＞ 五

・
三
技
術
的
制
約

カ
ラ
ー
照
明
で
は
、
白
黒
照
明
の
場
合
と
本

質
的
に
は
異
っ
た
点
は
な
い
が
、
さ
ら
に
色
の

要
素
が
加
わ
り
伝
送
さ
れ
る
た
め
、
白
黒
照
明

に
比
較
し
て
技
術
的
制
約
も
増
大
さ
れ
た
。

m照
度

カ
ラ
ー
照
明
で
は
照
度
の
変
化
に
よ
っ
て
た

い
へ
ん
色
感
を
そ
こ
な
う
の
で
、
主
要
被
写
体

の
動
き
に
対
し
て
、
大
き
な
照
度
差
が
起
こ
ら

ぬ
よ
う
に
常
に
一
定
照
度
を
保
つ
こ
と
が
望
ま

し
い
。し

た
が
っ
て
、
原
則
的
に
は
高
照
度
の
光
源

を
も
っ
て
遠
距
離
か
ら
照
射
し
、
主
要
被
写
体

の
動
き
に
対
し
照
度
の
変
化
を
最
小
限
に
お
さ

え
る
こ
と
が
理
想
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
の
ス
タ
ジ
オ
で
は
、
カ
ラ
ー
番

組
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
特
別
に
カ
ラ
ー
用

に
装
置
を
建
て
込
む
わ
け
で
な
く
、
ス
タ
ジ
オ

の
ス
ペ
ー
ス
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
活
用
し
、

白
黒
の
勘
合
と
、
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
の
で
、
理
想
的
照
明
技
法
は
な
か
な

か
む
ず
か
し
い
。

図いらばけし注よ
6 0 ななれな惹う
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図 6 'lJ:圧による色迅度の変化

60 

し
た
が
っ
て
、
多
少
の
照
度
の
変
化
は
照
明

調
光
器
、
ア
イ
リ
ス
シ
ャ
ッ
タ
ー
あ
る
い
は
デ

ュ
フ
ュ
ー
ザ
ー
（
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
）
で
調

節
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
音
楽
番
組
な
ど
で
演
出
家
の
要

望
に
よ
り
歌
手
を
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
で
ホ
ロ
ー

す
る
よ
う
な
場
合
、
そ
の
歌
手
が
ホ
リ
ゾ
ン
ト

前
よ
り
カ
メ
ラ
前
に
大
き
く
移
動
し
、
照
度
差

が
は
げ
し
い
と
き
は
、
ホ
ロ
ー
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
に
附
函
し
て
い
る
ア
イ
リ
ス
ジ
ャ
ッ
タ
ー
で

光
祉
を
調
節
し
、
位
置
の
変
化
に
対
し
て
も
、

常
に
一
定
の
照
度
を
保
つ
よ
う
配
應
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
ド
ラ
マ
な
ど
で
狭
い
装
置
内
に
お
け

る
主
要
被
写
体
の
動
き
に
対
す
る
光
屈
調
節

は
、
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
を
用
い
る
か
、
照
明

調
光
器
を
使
用
す
る
場
合
が
多
い
。

た
だ
し
、
光
星
調
節
に
照
明
調
光
器
を
便
用

す
る
場
合
は
、
光
源
色
温
度
下
降
を
二
0
0

O
K
に

(E-
）

そ

共

-

3

0

 

以
下

7

5

0

に
押

え
る

00 

R6 0
0
 

-1 
『↓

ー



(7) 

表 7

色温度 (OK)

率比の分成B
 ，

 
G
=-I
-
j_l
 

，
 

R
 

るよに度温色

赤 緑

3000 46 35 

青
＿

18

3200 44 36 20 

表 8 各光源の色温度表 (OK)

昼 光

正午の太陽

タングステン

” 
けい光灯 （昼光色）

99 （白色）

細

碑

細

碑

細
約

”

”二
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
 

6
5
5
2
2
8
3
2
6
5
4
5
 

ス

の
よ
う
に
、
調
光
器
で
は
電
圧
変
化
が
十
五

i

十
八
％
が
限
度
で
あ
る
。

一ュ
ニ

③

色

温

度

会

情
景
内
の
色
彩
を
正
し
く
再
現
す
る
た
め
に

協家

は
、
色
温
度
を
統
一
し
た
光
源
で
照
明
し
な
け

明

れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
ラ
ー
カ
メ
ラ
の
光
学
系
の

照ピ

特
性
の
点
か
ら
も
色
温
度
の
高
い
こ
と
が
望
ま

レ

れ
る
が
、
白
熱
心
球
に
お
い
て
は
三

0
五

0
i

三
二

0
0度
K
の
範
囲
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

テ台舞

ま
た
、
色
温
度
三
〇
五

0
度
k
を
選
ぷ
か
三
二

0
0度
k
を
選
ぷ
か
に
つ
い
て
は
、

一
長
一
短

が
あ
り
、
三
0
五
0
度
K
に
し
た
場
合
は
、
屯

球
の
寿
命
が
長
く
経
済
的
で
あ
り
、
三
二

0
0

度
に
し
た
場
合
は
寿
命
が
短
く
な
る
が
、
効
率

が
一
段
と
よ
く
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
要
求
さ
れ
る
照
度
を
得
る
に

は
ス
タ
ジ
オ
内
の
電
力
容
址
が
少
な
く
て
す

む。

表

7
は
色
温
度
で
だ
す
光
の
赤
、
緑
、
青

の
割
合
を
表
わ
す
。
ま
た、

表

8
は
各
光
源
の

色
温
度
を
表
わ
し
て
い
る
。

⑱
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

カ
ラ
ー
テ
レ
ピ
で
得
ら
れ
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

の
再
現
範
囲
は
、

50
対
ー
と
い
わ
れ
て
い
る
が

実
際
面
に
お
い
て
は

20
対

1
程
度
で
あ
る
。
白

黒
テ
レ
ビ
で
は
明
度
の
み
を
考
應
す
れ
ば
よ
か

っ
た
が
カ
ラ
ー
の
場
合
は
明
度
、
色
相
、
彩
度

の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
再
現
に
注
慈
を
払
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。

ま
た
、
反
射
率
に
つ
い
て
も
70
％
が
一
番
明

る
い
色
で
、
6
形
が
一
番
暗
い
色
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
被
写
体
の
も
つ
反
射
率
を
考
慮

の
う
え
、
照
度
を
設
定
す
る
心
要
が
あ
る
。

五
•
四
照
設

計
に
お
け
る
色
効
果

カ
ラ
ー
の
場
合
、
照
明
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す

る
う
え
に
お
い
て
前
述
の
よ
う
な
条
件
を
心
が

け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
色
彩
に
よ

る
写
実
的
描
写
お
よ
び
心
理
的
描
写
等
の
、
美

的
効
果
に
よ
る
表
現
方
法
も
白
黒
に
比
較
し
て

増
大
さ
れ
た
。

色
彩
に
は
多
数
の
種
類
が
あ
り
、
数
百
種
類

を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
照
明
効
果
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
は

十
二
段
階
に
大
別
さ
れ
、

一
段
階
の
濃
淡
が
五

間
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
ス
タ
ジ

オ
で
は
希
望
す
る
色
彩
を
一
色
で
表
現
す
る
場

合
も
あ
る
が
、

一
色
の
み
で
表
現
さ
れ
な
い
と

き
は
、
た
と
え
ば
、
B
L
（
胄
）
と

F
R
（赤）

を
照
明
調
光
器
に
て
調
節
加
色
し
て
希
望
色
を

求
め
る
場
合
が
あ
る
。

ま
た、

テ
レ
ピ
用
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
に
は

い
ワ
ッ
テ
ー
ジ
の
大
き
な
光
源
に
対
す
る
耐
熱

耐
光
性
が
強
い
。

回
耐
性
が
強
い
。

い
分
光
透
過
率
が
良
い
。

な
ど
に
よ
り
も
っ
ば
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル

ー
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

図

7
は
カ
ラ
ー
フ
タ

ィ
ル
タ
ー
の
色
別
で
あ
り
、
図

8
は
B
L
（青）

の
分
光
透
過
率
の
一
例
で
あ
る
。

m写
実
的
描
写
の
効
果

番
組
中
、
特
に
ド
ラ
マ
な
ど
で
は
四
季
、
天

候
、
時
即
等
の
経
過
が
頂
煤
な
役
割
を
は
た
す

場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
夕
景
ン
ー
ン
を
設

定
す
る
場
合
、
従
来
の
白
色
照
明
で
は
ロ
ア
ー

ホ
リ
ゾ
ソ
ト
ラ
イ
ト
を
強
め
に
、
ア
ッ
パ
ー
ホ

リ
ゾ
ン
ト
ラ
イ
ト
を
弱
め
に
押
え
て
だ
し
、
表

現
し
て
い
た
。

し
か
し
、
カ
ラ
ー
照
明
の
場
合
は
、

寅）̀ O o黄緑

呵3 ⑤U 

Be e紐青
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アルファペット文字はカラーフィルタ ー記号で． 各色濃度° ロ
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図 7 カラフィルターの色別表 了
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透沿率

ホ
リ
ゾ
ン
ト
ラ
イ
ト
を
フ
ィ
ル
タ
ー
で

A
M
に

し
、
ア
ッ
パ
ー
ホ
リ
ゾ
ン
ト
ラ
イ
ト
を
青
の
強

い
紫
に
設
定
す
る
と
、

一
目
瞭
然
に
夕
景
で
あ

る
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
カ
ラ

ー
照
明
に
よ
る
写
実
的
描
写
の
効
果
も
増
大
さ

れ
た
。切

心
理
的
描
写
の
効
果

番
組
内
容
の
効
果
を
も
り
あ
げ
る
た
め
に
、

前
述
の
写
実
的
描
写
と
は
関
係
な
く
、
画
面
上

に
構
成
さ
れ
る
色
彩
の
配
色
あ
る
い
は
陰
影
等

に
よ
っ
て
、
心
理
的
に
感
情
、

情
緒
を
表
現
す

る
場
合
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
色
彩
に
は
暖
色
系
、
寒
色
系
、

無
彩
色
に
大
別
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
彩
感
情

を
も
っ
て
い
る
が
、
色
彩
か
ら
受
け
る
感
情
価

値
は
、
個
人
に
よ
っ
て
多
少
の
差
は
あ
る
。
大

略
し
て
表

9
の
よ
う
に
色
彩
感
情
を
表
と
し
て

示
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
演
出
家
の
謡
図
ま
た
は
番
組
内
容

に
よ
っ
て
は
基
準
照
明
の
パ
ラ
ソ
ス
を
ず
く

し
、
効
果
的
照
明
に
た
よ
る
こ
と
も
あ
る
。
た

°
 

乃



い
と
え
ば
、

シ
ル
エ
ッ
ト
、
ト
ッ
プ
ス
ポ
ッ
ト
ラ

（
イ
ト
ま
た
は
陰
影
に
よ
る
照
明
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
番
組
は
音
楽
番
組
な
ど
に
多
く
見

ら
れ
雰
囲
気
、
情
感
に
た
よ
る
番
組
が
多
い
。

し
か
し
、
前
記
の
よ
う
な
照
明
手
法
は
、
必

ず
し
も
技
術
的
に
見
て
良
画
質
を
得
る
わ
け
に

は
ゆ
か
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
効
果
を
半
減
す

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
点
、
照
明
プ
ラ
ン
ナ
ー

、
あ
ら
ゆ
る
観
点
に
た
っ
て
検
討
し
、

的
確

に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
•
五
ク
ロ
マ
キ
ー
照
明

カ
ラ
ー
の
特
殊
技
術
と
し
て
ク
ロ
マ
キ
が
あ

り
背
景
お
よ
び
フ
ロ
ア
ー
に
マ
リ

ソ
プ
ル
ー
の

色
彩
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
人
間
の
も

つ
肌
色
に
は
青
の
成
分
が
少
な
い
た
め
で
あ
。

る。
照
明
技
法
も
被
写
体
の
パ
ッ
ク
に
写
る
情
景

な
ど
の
画
像
が
忠
実
に
ぬ
け
る
よ
う
、
マ
ロ
ク

キ
ー
背
影
の
反
射
率
を
一
定
に
す
る
た
め
、
平

均
に
同
一
照
度
で
照
射
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

、
o

＞
 

ス
し
た
が
っ
て
、

背
影
に
被
写
体
の
影
が
で
き

ー
な
い
よ
う
超
フ
ラ

ッ
ド
照
明
法
を
用
い
て
い

ュニ
る
。
ま
た
、
照
度
比
も
背
影
二
に
対
し
被
写
体

会

約

一
の
割
合
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
ク
ロ
マ
キ

ー
を
使
用
す
る
う
え
に
お
い
て
、
特
に
注
意
し

協家明
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
は
、

ピ

い
光
沢
の
あ
る
被
写
体
。

照レ

回
す
け
て
見
え
る
布
地
。

り
青
の
成
分
を
も
つ
衣
裳
、
大
小
道
具
等
。

テ台舞

目
影
の
で
や
す
い
小
道
具
等
で
あ
る
。

ま
た
ク
ロ
マ
キ
ー
を
番
組
の
一
部
に
使
用
し
て

い
る
場
合
は
、
背
景
の
マ
リ
ン
プ
ル
ー
が
他
の

装
置
の
被
写
体
に
反
射
し
て
、
色
再
現
に
悪
影

裾
を
及
ぽ
さ
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い

。

（

以

下

次

号

）

.

.
 
ー

-
9

・
・
・
・

9
'
•
'
9
9

..... -

．．
． 
d

.,
＇’ 

-

事

一

務

ロ

一

通

一

信

新
入
会
員
紹
介
（
順
不
同
）

高
瀬
償
一
（
た
か
せ
ぎ
い
ち
）

桐
生
市
産
業
文
化
会
館
所
属
、
昭
和
三
十
六

年
四
月
よ
り
桐
生
市
役
所
に
奉
識
、
会
館
照

明
員
と
し
て
従
事
、
四
十
二
年
六
月
会
館
に

転
勤
、
照
明
担
当
と
な
り
現
在
に
至
る
。

桐
生
市
浜
松
町
二
七
四
九

土
屋
達
夫
（

っ
ち
ゃ
た
つ
を
）

日
本
テ
レ
ピ
所
属
昭
和
二
十
三
年
帝
劇
照
明

部
に
入
社
、
昭
和
三
十
年
中
野
公
会
堂
に
奉

戦
、
三
十
二
年
、
日
本
テ
レ
ピ
に
入
社
、
現

在
に
至
る

杉
並
区
荻
窪
一
の
十
八

住
所
変
更
及
表
示
変
更

根

本

清

（
共
立
講
堂
）
春
日
部
市
武
里
団
地

三
の
二
六
の
一

0
四

改
名
通
知

丸
山
久
郎
（
大
庭
照
明
）
丸
山
浩
一

に
改
名

し
た
。

国
立
劇
場
設
立
準
備
事
務
室

四
月
よ
り
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
一
番
地

丸
の
内
朝
日
生
命
館
内
、
電
話
ニ
―
六
局
二

八
五
一
ー
三
、
で
開
設
し
た
。

ピ
ク
ト
リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
展
開
催

七
月
四
日
よ
り
九
日
迄
日
本
橋
丸
善
三
階
画

廊
。
演
劇
映
画
テ
レ
ピ
衣
裳
化
粧
展
示
。

（
照
明
五
十
年
）
発
行
さ
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ス
三
八
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、
照
明

三
十
年
と
し
て
一
部
転
戟
さ
せ
て
戴
き
ま
し

た
。
遠
山
静
雄
著
「
照
明
五
十
年
」
が
六
月

下
旬
に
発
行
さ
れ
た
。
会
員
の
ご
精
読
を
望

み
ま
す
。
著
者
の
ご
好
意
で
割
引
の
特
典
を

会
員
に
与
へ
ら
れ
ま
し
た
。
事
務
局
で
取
扱

い
ま
す
の
で
お
申
込
下
さ
い
。

な
お
、
出
版
記
念
会
を
近
日
中
に
開
く
予
定

お
問
合
せ
は
事
務
局
へ
。

ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
話
で
恐
れ
入
る
、
お
気
に

障
わ
れ
ば
ご
容
赦
の
程
、

一
体
ニ
ュ
ー
ス
に
金
に
も
な
ら
な
い
原
稿
を

一
生
懸
命
か
い
て
く
れ
る
人
に
対
し
て
、
影
で

ブ
ツ
ブ
ツ
云
っ
て
る
人
が
居
る
と
の
こ
と
が
耳

に
入
り
、
当
事
者
に
も
遠
ま
わ
し
に
入
っ
た

…
…
…
…
、

批
判
が
あ
る
こ
と
は
編
集
者
と
し

て
党
悟
し
て
居
る
が
、
何
故
堂
々
と
声
の
欄
で

で
も
、
又
事
務
局
に
で
も
投
内
し
て
く
れ
な
い

の
か
ず
い
ぷ
ん
大
人
な
げ
な
い
と
思
う
、
毎
月

連
載
す
る
投
稿
の
努
力
た
る
や
大
変
な
も
の

だ
、
そ
れ
も
協
会
と
し
て
、
一

円
も
出
さ
ず
、

慰
労
の
言
薬
す
ら
か
け
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。
協
会
の
こ
と
を
や
っ
た
っ
て
、
生
活
が
出

来
る
訳
け
で
な
し
、
あ
い
つ
は
人
が
い
い
ん
だ

よ
と
影
で
笑
っ
て
居
る
状
態
で
は
ハ
ン
ド
プ
ッ

ク
だ
っ
て
何
時
に
な
っ
て
出
る
の
や
ら
。

(
A
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調
光
室
に
行
き
な
、
ヤ
ヤ
コ
ン
イ
帽
子
を
か

ぷ
っ
た
タ
ケ
さ
ん
が
居
る
か
ら
．．．．．．
o

海
老
茶
色
の
極
太
の
毛
糸
手
あ
み
の
ヒ
サ
ン

の
短
い
ハ
ソ
チ
ン
グ
と
も
、
思
わ
れ
る
ジ
ャ
ヶ

ツ
を
珀
た
方
が
い
ら
っ
し
や
っ
た
。
上
役
で
あ

り
、
先
輩
と
な
っ
て
戴
い
た
の
が
昭
和
八
年
十

二
月
で
し
た
。

氏
の
舞
台
照
明
の
仕
事
は
早
稲
田
大
学
採
拡

治
金
科
を
卒
菜
后
、
大
正
十
二
年
阪
急
遥
鉄
に

入
社
、
宝
塚
経
営
部
エ
営
科
宝
塚
大
劇
場
に
在

籍
し
た
時
か
ら
で
す
。
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
も
、

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
も
染
球
、
調
光
は
水
抵
抗
器
の

舞
台
照
明
の
揺
藍
時
代
、
阪
急
屯
車
の
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
を
舞
台
ス
ポ
ッ
ト
を
仕
立
た
の
も
こ
の

頃
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

東
京
宝
塚
劇
場
の
建
設
に
阪
急
屯
鉄
在
籍
の

ま
ま
、
ン
ヤ
レ
の
解
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
サ

マ
リ
ー
マ
ソ
照
明
家
と
し
て
後
輩
の
指
導
、
技

術
、
設
備
器
具
の
改
良
、
改
善
に
払
わ
れ
た

熱
慈
は
今
R
尚
私
の
深
く
傾
倒
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
昭
和
三
十
一
年
新
宿
コ
マ
劇
場
場
建
設
よ

り
開
場
ま
で
の
技
術
部
門
を
担
当
し
、
後
コ
マ

技
術
課
長
と
し
て
一
般
業
務
の
他
、
舞
台
照
明

に
も
意
を
燃
し
つ
づ
け
ら
れ
、
六
・七
月
美
空
ひ

ば
り
公
演
の
照
明
設
計
が
最
後
と
な
り
ま
し
た

七
月
十
六
日
い
つ
と
も
変
ら
な
く
出
勤
さ
れ

約
束
の
時
間
に
は
正
確
に
ご
帰
宅
、
奥
様
こ
こ

ろ
ず
く
し
の
お
盆
料
理
の
ご
馳
走
、
お
夕
食
と

し
て
お
替
り
な
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

十
八
日
正
午
突
然
ご
他
界
の
訃
報
に
、
ま
だ

六
十
四
才
死
ぬ
よ
う
な
オ
で
も
な
い
し
、
朽
時

の
間
、
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
正
十
二
年
以
来
今
日
ま
で
四
十
数
年
の
長

い
サ
マ
リ
ー
マ
ン
生
活
、
万
年
青
年
の
氏
は
大

器
晩
成
、
温
厚
篤
実
形
、
誰
に
も
左
右
さ
れ
な

い
堅
い
信
念
の
人
で
し
た
。

奥
様
と
の
ロ
マ
ン
ス
、
東
西
宝
塚
を
あ
げ
て

祝
福
さ
れ
舞
台
裏
方
に
希
望
を
も
た
ら
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
奥
様
を
思
う
お
心
は
最
後
の
其
の

日
ま
で
変
ら
ぬ
睦
さ
芝
白
金
祓
町
の
オ
ン
ド
リ

松

浦

お

悔

み

申

し

上

げ

ま

す

光

次

郎

41年度のみ放題懇親会

ご参加をお待ち致します

会費 200円
8月17日午后21~23時迄

都電新宿終点下車新宿歌舞伎町アサヒピヤセンター 5階 (368)1171-5 
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め
が
ね
の
奥
の
半
眼
を
開
い
た
仏
像
の

よ
う
な
眼
が
じ
っ
と
私
を
見
て
い
る
。
ほ

ん
の
少
し
曲
げ
た
口
元
が
何
か
話
し
か
け

よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。
今
と
な
っ
て

は
声
と
し
て
聞
く
す
べ
も
な
い
が
、
や
は

り
何
か
話
し
て
い
る
の
だ
と
私
は
思
う
。

声
な
き
声
は
聞
く
者
の
心
に
よ
っ
て
い
ろ

い
ろ
に
聞
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
に

は
や
は
り
い
つ
も
彼
が
話
し
て
い
た
よ
う

な
言
薬
が
聞
え
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
近

頃
は
落
つ
い
て
話
す
よ
う
な
機
会
も
あ
ま

り
な
か
っ
た
が
、
た
ま
に
は
お
茶
で
も
飲

み
な
が
ら
話
す
こ
と
は
い
つ
も
照
明
に
関

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
そ
れ
も
必
ず
と
い
っ

て
よ
い
程
照
明
家
の
心
が
ま
え
に
つ
い
て

将
来
を
心
配
す
る
よ
う
な
話
題
が
多
か
っ

た。
私
は
今
私
の
心
に
聞
え
た
彼
の
声
を
じ

っ
と
心
に
し
ま
っ
て
置
く
こ
と
に
し
よ

う
。
そ
し
て
い
つ
か
必
ず
役
立
た
せ
た
い

と
思
う
。

中
本
君
、

一
生
懸
命
や
る
よ
。

ど
う
ぞ

安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い
。

ト
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遣

影

の

前

で

中
本
猛
雄
君
の

夫
婦
と
し
て
長
く
土
地
の
人
々
の
思
い
出
と
し

て
残
る
こ
と
で
し
よ
う
。

氏
の
野
辺
の
送
り
を
済
せ
た
ご
家
族
の
お
心

中
い
か
ば
か
り
衷
心
よ
り
お
悔
み
申
し
上
げ
ま

す。
ご
家
族
の
皆
様
、
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

中
本
猛
雄
先
生
を

阿
部
吉
之
助

突
然
の
大
庭
さ
ん
。
宝
塚
の
知
人
よ
り
の
知

ら
せ
で
、
ま
さ
か
と
打
消
す
程
、
驚
ろ
き
と
か

な
し
み
に
胸
が
ふ
さ
が
る
思
い
で
し
た
。
先
生

な
ん
て
か
く
と
、
あ
べ
や
わ
し
わ
君
ら
と
同
じ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
よ
、
失
礼
や
し
と
叱
ら
れ
そ

う
で
す
が
。
許
し
て
下
さ
い
。
私
が
ア
ニ
ー
パ

イ
ル
の
舞
台
で
喰
ぺ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
最
初

に
ご
指
導
戴
き
ま
し
た
先
生
で
す
、
大
き
な
腹

に
ズ
ポ
ン
を
．
ス
ポ
ン
吊
り
で
上
げ
、
小
さ
な
優

し
い
、
鋭
ど
い
目
を
ガ
ラ
ス
の
底
で
ま
ば
た
い

て
、
松
浦
さ
ん
、
芸
術
座
の
加
藤
さ
ん
等
の
猛

者
よ
り
、
我
々
を

（あ
の
頃
は
軍
隊
復
員
が
多

く
軍
隊
気
質
が
あ
り
、
後
翡
、
階
級
が
存
在
し

て
、
よ
く
気
合
を
入
れ
ら
れ
た
）
か
ば
い
、
指

悼

む

日

時

場

所

出
席
者

導
さ
れ
ま
し
た
。
今
も
先
生
の
言
葉
が
耳
の
底

に
残
っ
て
座
右
銘
し
て
居
る
次
第
で
あ
り
ま
す

「
仕
事
に
誠
実
を
持
ち
、
技
術
者
と
し
て
細
心

の
点
検
と
試
験
を
」
と
口
ぐ
せ
に
云
わ
れ
ま
し

た。
ま
た
私
が
新
宿
の
劇
場
に
移
り
ま
し
て
か
ら

替
り
目
替
り
目
に
参
観
さ
れ
、
あ
べ
や
エ
フ
ェ

ク
ト
や
、
タ
ッ
チ
ラ
イ
ト
は
の
べ
た
ら
使
っ
て

は
駄
目
だ
、
此
処
一
番
と
思
う
処
に
使
っ
て
効

果
が
上
る
の
だ
よ
、
と
ハ
ッ
タ
リ
な
い
誠
実
の

あ
る
仕
事
を
良
く
の
ぞ
ま
れ
ま
し
た
。

大
き
な
体
で
細
心
の
注
意
、
山
け
な
い
誠
実

さ
、
こ
れ
が
他
人
の
目
に
は
気
の
小
さ
い
人
だ

と
映
る
の
で
は
な
か
っ
た
で
し
よ
う
か
。

波
騒
は
世
の
常
で
あ
る
。

波
に
ま
か
せ
、
泳
ぎ
上
手
に
、
雑
魚
は
歌
う

雑
魚
は
耀
る
。
け
れ
ど
誰
が
知
ろ
う
、
百
尺
下

の
水
の
心
を
。
水
の
ふ
か
さ
を
（
吉
川
英
治
）

衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
祈
る
と
共
に
お
教
を
し

っ
か
り
胸
に
秘
め
守
り
、
こ
の
道
に
進
み
た
い

党
悟
で
あ
り
ま
す
。
（
合
掌
）

第
三
回
常
任
委
員
会

七
月
十
九
月
（
火
）
午
后
一
時

中
央
区
立
東
銀
座
区
民
館
一
号
室

小
川
、
和
田
、
前
田
、
篠
木
、
莉
柴

大
庭
、
原
、
阿
部
、
（
順
不
同
）

譲

題一
、
協
議
会
会
議
に
つ
い
て

二
、

ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
編
集
に
つ
い
て
。

三
、
懇
親
会
開
催
に
つ
い
て
。

四
、
地
区

ニ
ュ
ー
ス
に
協
議
会
に
て
取
扱
え
る

共
通
の
問
題
を
常
時
の
せ
て
、
会
員
の
協
議

会
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
こ
と
に
つ
い
て

.
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第
五
回
協
議
令
開
催

七
月
二
十
二
日
午
后
二
時
、
大
徳
ミ
ュ

テ
イ

ン
グ
ル
ー
ム

出

席

者

関

西
中
部

東
京

岡
田
猪
之
介
会
長

柘
柩
貞
輝
会
長

小
川
会
長
、
和
田
理
事
長
、

前
田
、
篠
木
、
天
野
、
阿
部

順
不
同
敬
称
略

議

題
一
、
会
報
に
関
す
る
件

▽
発
行
回
数
経
済
的
の
理
由
に
よ
り
年
二
回
と

す
る

▽
編
集
方
針
は
そ
の
つ
ど
三
地
区
で
相
談
し
実

務
は
今
迄
通
り
、
三
地
区
持
廻
り
と
す
。

▽
広
告
は
年
間
単
位
に
ス
ポ
ン
サ

ー
を
確
得
す

る
。
広
告
料
の
確
認
。

▽
表
紙
に
つ
い
て
。

▽
ホ
ー
ル
協
会
と
当
協
会
の
結
び
つ
き
を
、
団

体
と
し
て
結
び
つ
け
る
よ
う
努
力
す
る

▽
ハ
ソ
ド
フ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
実
際
編
は
実
際

に
舞
台
従
事
し
て
居
る
会
員
の
手
記
に
よ
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
地
区
に
呼

び
か
け
租
上
げ
方
式
に
す
る
。

▽
三
地
区
共
通
問
題
を
協
会
と
し
て
採
り
上
げ

.. 



(3) 

三
、
フ

ッ
ト
ラ
イ
ト
の
現
状

一
般
の
状
態

舞
台
建
築
の
際
舞
台
昴
に
ピ
ッ
ト
を
設
け
て

そ
の
中
に
器
具
の
下
半
部
を
埋
没
し
上
部
の
み

床
を
面
か
ら
露
出
し
て
使
用
す
る
の
が
普
通
で

あ
る
。
こ
れ
は
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト

の
投
射
範
囲
が

水

平

角

度

Oo
ま
で
を
原
則
と
す
る
か
ら
で
あ

る
。
即
ち
舞
台
上
の
俳
優
の
足
元
迄
光
の
届
く

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
器
具
の
構
造
の
一
例
を

第

11
図
に
示
す
。

コ
ン
パ
ー
メ
ン

ト
式
で
あ
っ

て
電
球
は
夫
々

反
射
器
を
備
え
て
光
束
を
有
効
に
使
う
工
夫
が

さ
れ
て
い
る
。
三

l
四
色
回
路
に
電
気
的
に
分

割
さ
れ
、
色
光
は
ゼ
ラ
チ
ン
或
は
プ
ラ
ス

テ
イ

ッ
ク
フ
ィ
ル
タ
を
色
枠
に
は
さ
ん
で
電
球
の
前

面
に
挿
入
す
る
方
法
で
得
ら
れ
る
。

フ
ィ
ル
タ
は
埃
が
た
ま
り
易
い
し
又
槻
械
的

破
損
が
起
き
易
い
。
そ
の
為
に
ガ
ラ
ス
フ

ィ
ル

タ
の
使
用
が
望
ま
し
い
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ー
グ

ル
会
社

（巴
i
e
g
l
B
r
o
s
.)

の
製
品
で
丸
型
ガ

舞台テレピ照明家協会ニュース

I 光剛
遠
山
静
雄 (4) 

ラ
ス

フ
ィ

ル
タ
を
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
反

艶
消
反
射
器
と
透
明
フ
ィ
ル
タ
を
組
合
せ
た
も

の
と
睦
き
反
射
器
と
拡
散
フ
ィ
ル
タ
を
組
合
せ

た
も
の
と
二
種
類
あ
る
。
使
用
屯
球
は

ク
リ
ー

グ
ル
の
場
合
は

75~
1
0
0
W
大
き
い
も
の
は
、

150
W
で
あ
る
が
、
我
国
で
は

60
~
1
0
0を
使

う
。
ポ

ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
に
使
う
氾
球
よ
り
も
ヮ

ッ
ト
数
を
減
ず
る
こ
と
は
前
節
並
に
後
節
の
所

論
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、
更
に

一
回
路
の
軍
気

容
批
に
法
規
上
の
制
限
が
あ
る
た
め
、
設
備
回

路
数
を
減
小
す
る
意
味
で
小
ワ
ッ
ト
電
球
を
使

う
こ
と
が
有
利
な
場
合
が
あ
る
。
ホ
ー
ル
方
式

劇
場
の
設
計
に
於
て
私
は

60
W
を
使
っ
て
い

る
。
パ
ル
プ
の
経
が
大
き
く
な
っ
て
器
具
の

高
さ
が
増
す
こ
と
は
望
ま
な
し
く
な
い
。

..., 

•— 15.0 , l」 150----1-ーISO-

第11図 一般的ワットライト

一
般
に
色
回
路
数
は
多
い
程
利
用
の
柔
勒
性

が
あ
っ
て
い

4

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
多
い
こ

と
が
多
い
こ
と
は
同
色
ユ

ニ
ッ
ト
閻
の
ビ
ッ
チ

が
増
大
す
る
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
配
光
の
上

か
ら
望
ま
し
く
な
い
。

そ
れ
で
色
数
増
大
の
た
め
に
二
列
方
式
の
も
の

が
あ
る
。

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は
使
用
し
な
い

と
き
は
邪
魔

な
存
在
で
あ
る
。
こ

の
為
に
隠
顕
式

(D
is
a
p
p

e
a
r
i
n
g
T
y
p
e
)
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一

例
を
第

14
図
に
示
す
。

我
国
の
舞
台
に
於
い
て
は

1
2c
m
高
の
所
作

舞
台
を
舞
台
の
上
に
敷
き
つ
め
て
使
用
す
る
場

合
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
最
も
綿
密
に
設
計
さ
れ

た
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
も
所
作
舞
台
の
場
合
に
不
適

合
と
云
う
結
果
に
な
る
。
従
っ
て
フ
ッ
ト
ラ
イ

ト
も
亦

1
2
c
m

上
昇
す
る
こ
と
の
可
能
な
方
式

が
良
い
。
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
昇
降
に
よ
っ
て
隠

顕
式
を
も
兼
ね
さ
せ
る
方
法
が
良
い
。
た
だ
こ

の
際
は
自
動
的
に
蓋
を
す
る
機
構
が
複
雑
と
な

る。

12［心砂l
-------------l 
|盲 13'、 1

第14図隠顕式フットライトの機構図

地
区

ニ
ュ
ー
ス
に
欄
な
ど
設
け
て
、
会
員
の

協
議
会
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
確

認。
基
礎
編
の
原
稿
は
ど
う
や
ら
出
来
る
目

や
す
が
つ
き
ま
し
た
が
、
実
際
編
こ
そ
会

員
す
な
わ
ち
実
際
に
照
明
の
仕
事
に
携
わ

る
者
で
な
け
れ
ば
作
る
こ

と
が
で
き
な
い

も
の

で
あ
り
ま
す
。
日
頃
自
分
で
実
行
し

て
い
る
こ
と

、

新
し
い
工
夫

、

や
っ
て
み

~

た
が
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
或
は

i

知
り
た
い
と
思
う
こ
と
な
ど、

何
で
も
よ
・

い
か
ら
送
っ
て
下
さ
い
。
列
え
ば
、
屋
台

の
ラ
ン
マ
の
ス
ト
リ
ッ
プ
の
吊
り
方
、
コ

[

ー
ド
の
這
わ
せ
方
、
ス
テ
ー
ジ
ス
ポ
ッ
ト

で
も
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
ど
ん
な
条
件
が

必
要
か
、
フ
ロ
ン
ト
や
セ
ン
タ
ー
ス
ポ
ッ

ト
の
操
作
に
つ
い
て
ど
ん
な
原
則
的
な
注

意
が
必
要
か
、
又
配
滋
盤
の
操
作
上
心
得

な
ど
何
で
も
よ
い
の
で
す
。
会
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
に
つ
い
て
の
経
験
を
持
ち
寄

っ
て
作
る
と
い
う
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
が
ハ

ン
ド
プ
ッ
ク
を
作
る
最
大
の
意
義
だ
と
思

[

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

期
日
な
る
ぺ
く
九
月
三
十
日
ま
で
に

送
り
先
千
代
田
区
丸
の
内
三
の
二
新
束

京
ピ
ル
五
五

0
室
阿
久
沢
事
務
所

内
小
川
照
明
研
究
所
小
川
昇
宛

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
編
輯
に
必
要
な
資
料
募
集
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即易線
ちなこと
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第15図観客席床面曲線図表

三
・

2
視
野
の
問
題

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
舞
台
床
面
か
ら
突
出
し
て

い
る
こ
と
は
観
客
が
俳
優
の
足
元
を
見
る
場
合

の
節
害
と
な
る
。

す
べ
て
の
観
客
が
舞
台
を
完
全
に
見
得
る
た

め
の
条
件
の
一
っ
は
、
前
方
の
観
客
が
後
方
の

観
客
の
視
野
を
さ
え
ぎ
ら
な
い
こ
と
で
あ
る

が、

そ
の
為
に
は
観
客
席
が
後
方
に
向
う
に
従

っ
て
高
く
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
傾
斜
は
直
線
で
な
く
第

15
図
17

の
よ
う
な
曲

視
焦
点
と
第
列
観
客
の
頭
頂
迄
の

水
平
距
離

・
頭
頂
と
眼
の
距
離

S
…・・
・
前
後
の
座
席
の
間
隔

k
…

・
:
S
-P
 

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
舞
台
床
面
か
ら
突
出
し
て

い
な
け
れ
ば

h
11
P
 

で
差
支
な
い
。

P
は
大
体

0
.
l
m
と
見
倣
し
て

よ
い
。
然
し
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
突
出
高
f

や
―.l
2

mと
し
、
そ
れ
を
越
し
て
見
る
視
焦
点
と
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト
か
ら

2
m
離
れ
た
舞
台
の

1
点
と
し

ー
を
4

mと
す
れ
ば

（第
16
図
参
照
）

h
11
0・

2
4
+
0
.
10
11
0
.3
4
m
 

と
な
る
。

h
の
値
が
変
っ
た
場
合
座
席
高

Y
の

値
が
ど
う
変
る
か
を
見
る
に
、
h
が
H
の
値
を

と
っ
た
と
き
座
席
高
Y
を
と
す
れ
ば

Y
、ー
Y
11
(
H
嘔

＋

2
.3K
J
og10 ~)
x
ー
H

ー

言

襦

＋

2・3
K
J
o
g10

~
)
x
ー
H
)

(
h
、ー
h
)

x
 

l
 

と
な
る
。
こ
の
式
は
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
突
出
し

て
い
る
為
に
座
席
が
後
方
に
行
く
に
従
っ
て
高

さ
を
増
す
割
合
は
等
差
級
数
で
な
く
等
比
数
と

な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
差
を
小
さ
く

す
る
た
め
に
は
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
突
出
高
を
出

る
だ
け
小
さ
く
す
る
か
、
第

1
列
の
座
席
府
を

フ
ッ

ト
ラ
イ
ト
か
ら
出
来
る
だ
け
離
す
よ
り
他

な
い
。私

が
敢
て
屯
気
学
会
雑
誌
に
発
表
し
た
次
の

p
 

1
列
座
席
並
に
第

n
列
座
席
の
観
客
の

眼
の
蒻
さ
、
即
ち
前
式
に
於
け
る

Y
+
H

ー

P

C

・・・・・・・・・
祝
線
の
余
裕
即
ち
前
式
に
於
け
る
P

d1
,
 

d
2,
 

d
3・・・ 
d
n
•
•
·
視
焦
点
か
ら
第
1

列
、
第

Y g
e
n…
・：
視
焦
点
を
通
る
水
平
面
か
ら
第

d
n
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x
 

式
に
於
て
も
同
じ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

19

e
n
11
f
癖

＋
c

U
1+

』

2
+

』
Wl

十
・・・
＋
聾

）

第17図無突出フットライトによつて生ずる暗部

2
列
、
第

3
列
…
…
第

n
列
の
座
席

に
至
る
水
平
距
離

f
:
・
…
・
：
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト

の
突
出
高

い
ず
れ
に
し

て
も
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト

が
突
出
し

て
い
る
こ
と
は
座
席
曲
線
の
勾
配
を
増
大
す
る

か
ら
建
築
上
支
即
の
原
因
と
な
る
。

視
野
の
点
か
ら
云
え
ば
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト

の
上

端
は
舞
台
床
面
か
ら
上
に
な
い
こ
と
が
望
ま
し

い
の
で
あ
る
が
、
こ

の
場
合
は
光
源
が
床
面
ょ

り
下
に
位
す
る
た
め
第
17
図
の
斜
線
で
示
す
よ

う
に
舞
台
に
光
の
届
か
ぬ
ゾ
ー
ン
が
出
来
る
。

こ
れ
を
補
正
す
る
手
段
と
し
て
舞
台
前
端
に
傾

斜
を
も
た
せ

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
第
17
図

に
於
て

B

C
の
斜
面
と
す
れ
ば
暗
い
ゾ
ー

ン
は

ず
っ

と
低
く
な
り
俳
優
が
舞
台
前
方
に
居
る
限

り
光
を
受
け
ぬ
部
分
は
僅
小
と
な
る
。

但
し

こ

の
場
合

B

C
の
斜
面
は
照
度
が
高
く
な
る
為
観



(5) 

第18図間接直接両用フットライト

第19図第18図の機構を示す

第20図間接照明フットライト
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第21図フットライト ポー ターライト複

合照明の計算を示す図

d
 

ス

客
の
視
野
に
は
帯
状
の
明
る
い
床
面
が
入
る
か

ら
舞
台
面
鑑
買
の
邪
隣
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
の

＿
 

ュ二

面
の
仕
上
げ
は
特
に
彩
度
明
度
を
下
げ
て
反
射

率
の
少
な
い
も
の
に
す
る
工
夫
が
行
わ
れ
な
け

会協家

れ
ば
な
ら
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
曲
的
劇
場
を
模
倣
し
て
造

明照ピ

っ
た
東
京
丸
の
内
の
旧
帝
国
劇
場
は
上
述
の
斜

L

面
を
も
つ
て
い
た
。
東
京
宝
塚
劇
場
と
同
様
で

テ台

あ
っ
た
が
火
災
後
の
改
築
に
当

っ
て
こ
の
斜
面

舞

は
廃
棄
さ
れ
て
現
在
に
及
ん
で
い
る
。

三
•
3

眩
輝
の
問
題

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は
俳
優
に
最
も
近
い
目
前
に

あ
る
の
だ
か
ら
、
俳
優
が
ま
ぶ
し
さ
を
感
ず
る

の
は
当
然
で
あ
る
。

大
正
年
間
で
あ
る
が

15
代
目
市
村
羽
左
衛
門

は
ま
ぷ
し
さ
の
為
嫌
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
動
機

で
私
は
市
村
座
の
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
間
接
照
明

方
式
に
変
え
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト
が
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
よ
り
も
俳
優
に

近
い
た
め
に
光
源
の
光
度
が
低
く
な
っ
て
も
差

支
な
い
と
い
う
理
由
を
伴
っ
て
い
た
の
で
あ
る

が、

当
時
は
未
だ
真
空
タ
ン
グ
ス
テ
ソ
電
球
s
o

C

P
を
使
用
し
て
い
た
た
め
照
度
が
低
下
し
過

ぎ
て
結
果
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
の
で
ま
た
元

に
戻
し
て
し
ま
っ
た
。

問
接
照
明
方
式
に
す
る
こ
と
は
ド
イ
ツ
で
も

考
え
ら
れ
た
。
ア
ル
マ
ゲ
マ
イ
ネ
屯
気
会
社

(
A
E
G
)
 ~
第
1
8図
、
第
1
9図
、
第
2
0図
に
示

す
器
具
を
考
案
し
た
。
20

第
18
図
は
舞
台
に
取
付
け
た
状
態
を
示
す
が

第
19
図
の
よ
う
に
廻
転
蓋
に
よ
っ
て
直
接
、
問

接
両
用
に
使
う
こ
と
が
出
来
る
。
第
20
図
は
純

然
た
る
間
接
型
で

s
o
o
w
霞
球
を
使
用
す
る
。

ま
ぷ
し
さ
を
防
ぐ
た
め
に
は
光
源
の
輝
度
を

小
さ
〈
す
れ
ば
よ
い
の
だ
か
ら
1

)

拡
散
フ
ィ

ル
タ
を
使
っ
て
も
い
4

し
又
2
)
け
い
光
燈
を

使
う
途
も
あ
る
。
け
い
光
燈
の
場
合
は
フ
ッ
ト

ラ
イ
ト
の
突
出
麻
を
低
く
す
利
点
も
考
え
ら
れ

る
が
、
現
状
で
は
調
光
方
式
が
完
全
で
な
い
欠

点
も
あ
る
。

新
宿
コ
マ
劇
場
は
け
い
光
燈
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を

使
用
し
て
い
た
が
近
年
は
熱
屯
球
に
変
え
て
し

ま
っ
た
。

四
、
フ

ッ
ト
ラ
イ
ト
と
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
の

複
合
照
明

四
ー
・

基
本
的
構
想

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
と
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
と
を
併

用
す
る
場
合
、
俳
優
の
顔
に
与
え
る
そ
の
影
響

は

D

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
と
俳
優
と
の
距
離

⑳
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
の
吊
所
と
そ
の
邸
さ

に
よ
っ
て
異
る
。

今
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
を
プ
ロ

セ
ニ
ア
ム
後
方

l
mの
位
問
に
吊
っ
て
あ
る
と

仮
定
し
こ
れ
を
基
準
と
し
て
そ
れ
よ
り

1.s
m

前
方
に
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
あ
り
俳
優
の
顔
の
高

さ
を
1
.s
m
と
見
倣
し
て
計
算
の
基
準
と
す
る
。

（第

21
図
参
照
）

俳
優
の
顔
面
に
対
す
る
水
平
方
向
即
ち
鉛
直

面
の
照
度
は
21
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で
あ
る
。
こ
4

で
E
d
く
は
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
に

よ
る
照
度
E
f
く
は
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
よ
る
照
度

I
F
I
f
,
は
夫
々
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
訪
．に
フ
ッ
ト
・

ラ
イ
ト
の
光
度
、
b
は
俳
優
の
立
つ
位
置
、
h

は
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
の
舞
台
床
面
か
ら
の
高
さ

を
夫
々
4
.
3

5
.
3
 
6
.
3
 
7
.
3
 
8
.
3

m

に
と
り
、

b
の
値
を
変
え
て
計
箕
し
た
結
果
は
第
22
図
に

示
す
曲
線
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
曲
線
は
照
度

に
比
列
す
る
が
、
縦
軸
の
値
は
照
度
係
数
C
を

表
わ
す
。
前
式
か
ら

に
7
..3ポ

ー
ダ
ー
ラ
イ
ト

h

i
n
 

＇ 

_
.
 

昌

プ

ロ

七

ニ

ア

ム



d
 

C
11

〔
ふ
d
2
+
h
"〕

3

こ
の
曲
線
を

一
見
し
て
判
る
よ
う
に
最
大
照

度
は
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
が
店
く
な
る
に
つ
れ
て

遠
方
へ
移
動
す
る
。
従
っ
て
或
高
さ
の
ポ

ー
ダ

ー
ラ
イ
ト
に
対
し
て
俳
優
は
ど
の
位
置
に
居

た
ら
最
も
明
る
く
な
る
か
が
こ
れ
に
よ
っ
て
判

る。
図
の
太
線
は
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
照
度
係
数
を

＿

示
す
。
但
し
こ
の
場
合
C
の
値
は
作
図
上
＊
に

スュ

と
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
任
意
の
位
置
に
於
け
る
俳
優

二会協

の
顔
が
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
並
に
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト

か
ら
受
け
る
照
度
の
比
率
が
求
め
ら
れ
る
の
で

家明照

あ
る
が
、
こ
の
比
率
を

1
に
す
る
た
め
、
即
ち

顔
の
鉛
直
面
を
均
等
に
に
す
る
た
め
に
フ
ッ
ト

ピレテ

ラ
イ
ト
の
光
度
を
ど
れ
だ
け
に
し
た
ら
よ
い
か

咋

を
調
ぺ
て
見
る
。
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T
V
局
の
大
き
な
中
継
車
が
都
内
の
各
ホ
ー

ル
に
横
づ
け
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
ホ
ー

ル
に

T
V
照
明
家
の
何
人
か
が
、
舞
台
照
明
家

と
接
触
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

T
V

も
放
送
開
始
後
十
数
年
た
ち
ま
し
た
。
純
然
た

る
T
V
照
明
家
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
若
者
達

も
、
そ
ろ
そ
ろ
十
年
選
手
に
な
る
こ
ろ
で
す
。

今
迄
は
照
明
家
と
い
う
と
、
主
に
舞
台
照
明
、

色

の

周

辺

＞ 

OOO 二； 10 m 
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I I 
If・・・・・・フ ットライ ・トの光度

lb・・・・・・ボーダーライ トの光1虻

。4 5 6 7 8 

ポーダーライ トのiiりさ (m)

第23固ポー ダーライトーの高さと光度比

今
仮
り
に

b=2
 

m
即
ち
俳
優
が

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
か
ら
3
.
5

m離
れ
た

所
し
に
立
っ
た
と
て
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ

ト
の
光
度
2
2
.
3

%

の
で
よ
い
こ
と
に

な
る
。
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
の
邸
さ
が

変
っ
た
場
合
の
光
度
比
の
変
化
を
第

23
図
に
示
す
。
照
度
比
率
の
歌
舞
伎

の
場
合
と
そ
の
他
の
演
劇
の
場
合
と

で
ど
の
様
な
値
に
と
る
で
き
か
前
に

述
ぺ
た
美
の
問
題
に
か
か
わ
る
の
で

そ
の
決
定
に
従
っ
て
光
度
比
を
求
め

れ

ば

よ

い

。

（

続

）

そ
れ
も
演
劇
が
好
き
で
、
ア
ゴ
、
足
自
分
持
ち

で
、
先
輩
か
ら
ど
な
ら
れ
、
し
か
ら
れ
、
陰
で

泣
き
な
が
ら
仕
事
を
共
え
て
き
た
人
達
を
指
し

て
い
た
も
の
の
よ
う
で
し
た
が
、
最
近
で
は
入

社
試
験
を
無
事
通
過
し
、
生
れ
て
始
め
て
、
ス

タ
ジ
オ
で
ス
ポ
ッ
ト
を
吊
り
込
み
、
配
屯
盤
を

操
作
し
、
月
末
の
給
料
袋
を
明
け
て
、
照
明
の

仕
事
と
は
こ
ん
な
も
の
か
と
実
感
す
る
人
々

が
、
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
ま
し
た
。
此
の
問
、

S
公
会
堂
の
人
が
い
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

「

T
V
の
人
が
来
る
と
、
ど
う
も
調
子
が
狂
う
、

ポ
ー
ダ
ー
と
い
は
ず
に
パ
ト
ソ
と
い
う
・
・
’
.」

T
V
ス
タ
ジ
オ
で
は
原
則
的
し
、
セ
ッ
ト
に
合

わ
せ
て
器
具
を
吊
り
か
え
る
の
で
、
パ
ト
ソ
が

と
き
に
よ
り
、
ポ
ー
ダ
ー
に
な
り
、
エ
リ
ア
な

り
、
ア
ッ
パ
ー
に
な
り
ま
す
。
舞
台
か
ら
T
V

に
転
向
し
た
人
な
ど
も
よ
く
用
語
上
の
混
乱
を

き
た
す
と
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
舞
台
の

人
と
の
大
き
な
相
違
点
は
、
全
て
モ

ニ
タ
ー
の

画
面
を
見
な
が
ら
器
具
の
操
作
を
す
る
こ
と
で

す
。
キ
ッ
カ
ケ
の
と
り
方
な
ど
も
舞
台
上
の
進

行
よ
り
も
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
の
方
に
直
点
を
置
き

ま
す
。よ

く
あ
る
例
で
す
が
、
歌
謡
曲
の
番
組
な
ど

で
、
舞
台
の
下
手
に
司
会
者
が
立
ち
次
の
曲
の

紹
介
を
始
め
ま
す
。
そ
の
と
き
時
間
の
都
合
で

あ
ま
り
余
裕
が
有
り
ま
せ
ん
、
司
会
者
の
言
葉

の
途
中
で
パ
ッ
ド
が
音
を
出
し
始
め
ま
す
。
セ

ソ
タ
ー
の
ピ
ン
は
正
面
階
段
が
ら
降
り
て
く
る

歌
手
を
フ
ォ

ロ
ー
す
る
た
め
に
司
会
を
外
し
ま

す
。
こ
の
と
き
で
す
が
、
実
は
未
だ

T
V
の
画

面
に
は
司
会
者
が
、
ア
ッ
プ
で
映
っ
て
い
る
の

で
す
。
し
か
し

T
V
局
が
設
置
す
る
モ

ニ
タ
ー

は
配
軍
盤
に
一
台
ぐ
ら
い
な
も
の
で
す
。
ア
ッ

と
思
っ
た
と
き
に
は
す
で
に
遅
く
何
秒
か
は
急

に
暗
く
な
っ
た
司
会
者
の
顔
が
映
し
出
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
で
は
と
い
う
の
で
一
台
の
ピ

ソ
を
司
会
者
に
残
し
て
置
き
、

一
台
も
歌
手
に

当
て
、
司
会
の
終
り
と
同
時
に
歌
手
に
二
台
の

ピ
ソ
を
当
て
る
、
こ
れ
も
よ
く
使
う
手
で
す
が
、

た
ま
た
ま
そ
の
と
き
が
歌
手
の
ア
ッ
プ
で
あ
っ

た
場
合
、
こ
れ
ま
た
、
中
継
車
の
中
に
い
る
カ

メ
ラ
コ
ン
ト
ロ
ー
JV
の
技
術
者
に
と
っ
て
大
変

な
ン
ョ
ッ
ク
に
な
る
わ
け
で
す
。
一
台
か
ら
二

台
に
ピ
ソ
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
照
度
が
約

二
倍
に
な
る
こ
と
で
す
か
ら
、

一
台
の
ピ
ソ
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
カ
メ
ラ
に
二
台
の
ビ
ン

に
照
ら
さ
れ
た
歌
手
の
顔
は
照
度
オ
ー
パ
ー
と

な
り
、
と
た
ん
に
真
白
な
顔
に
映
し
だ
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

T
V
照
明
家
の
苦
労
は
舞
台
上

の
ポ
イ
ン
ト
は
全
て
同
じ
照
度
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。



(7) 

表 9 色彩感情表 五
•
六

赤

赤橙

ね

貸担

貧

実
際
の
作
菜
に
あ
た
っ
て

黄緑

緑

青紐

冑

青紫

ス一ユ
二会協家明照ピし

ひ
と
つ
の
カ
ラ
ー
番
組
を
制
作
す
る
に
あ
た

っ
て
、
照
明
担
当
者
は
次
の

よ
う
に
蹴
務
が
分

テ台舞

担
さ
れ
る
。

mラ
イ
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
プ
ラ
ソ
ナ
ー
）

担
当
す
る
番
組
に
つ
い
て
演
出
家
、
美
術
家

等
関
係
セ

ク
ン
ョ
ソ
と
打
ち
合

わ

せ

を

行

な

い
、
照
明
プ
ラ
ソ
を
た
て
、
ラ
イ
ト
セ
ッ
テ
ィ

ソ
グ
を
そ
の
番
組
照
明
担
当
者
に
指
示
す
る
。

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
株
式
会
社

紫

赤紫

薄青

薄桃

1 連想するーも 5 |、心理的に感ずるもの

I血，太閣，炎，日の出，戦争 1熱情，激怒危険，祝福．吝
戒，革命，勇敢 （暖色）

I烙，日没，けしの花 1苔戒，信仰，勢力的 （暖色）

I夕焼，日没，焔，秋，ともし 武威，誘惑，四戒，正義，勢
ひ．オレンジ カ的 （睦色）

I閥：院灯，金，みかん． I喜悦，笠饒，歓喜幸戸暖色）

I菜の花，水仙．レモン 仏光I光明，希望，快活，向上，発
支那，パイオリン，高音 展，妖妬，卑俗 （暖色）

I春，若草，新芽 1希望，冑春，未来 （暖色）

栢物，草原，麦畑，平野 平和，成畏，理想．畏悶平
静，久遠，健全．青春，幸福
安息 （中性）

I海，湖，夏宝石，池 1『社泣匹，久遠．深

冑空，海，遠山， 水，月夜， 神秘，店尚，筏笈悲哀．哀
星空，ビアノ 実，沈荒，迫tg，天国．雹魂

深遠，悠久 （寒色）

I遠山，夜，深海，未明，死 1高尚，深遠，荘厳天国，公
正，幻想，神秘．無情，不安

| m• 夢，藤宮廷，死'|塁％翻，神秘，噂嘉

I牡丹，日の出．小豆ぷどう 1比 賓 缶 習 麿 肉 欲 ， 嵩

＇ も 叩 ， 暁 ， 病 気，ソ 1尉 戸 贔 疇 咬 ， 侵 美 ， 清

I乙女，春藤，宮廷 1塁塁：蒜：髯寄｛，諮を，

I日光，雰，白雲，砂紺 神秘，潔白，快活，光明，清
浄，明朗，迫力，純以，索朴
威厳 （中性）

I灰，曇ねずみ，冬，老齢 不鮮明．不明朗，不安，狡か
つ，憂うつ，予感，平凡，消
極

I塁， f!ll夜，喪服 喜元尉琴歪戸紀｀；
悲哀，厳粛，剛健 （中性）

番
組
制
作
中
は
担
当
番
組
の
照
明
効
果
に
つ
い

て
の
権
限
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ラ

イ
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、
切
番
組
内
容
に
つ
い

て
の
理
解
、
徊
基
準
照
明
に
対
す
る
応
用
、
い

技
術
的
制
約
の
把
掘
、
目
色
彩
に
よ
る
効
果
、

紺
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
等
を
常
に
心
が
け
ね
ば
な
ら

な
い
。切

チ
ー
フ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

番
組
制
作
中
は
ラ
イ
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
指

青

木

久

カ
ラ
ー
テ
レ
ピ
照
明
の
実
際
①

白

示
に
従
い
、
調
光
操
作
を
行
な
う
。

③
フ
ロ
ア
ー
オ
ペ
＞
ー
タ
ー

番
組
制
作
中
は
ラ
イ
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
指

示
に
従
い
、
ス
タ
ジ
オ
フ
ロ
ア
ー
に
お
け
る
照

明
操
作
を
行
な
う
と
同
時
に
、
そ
の
進
行
状
態

に
注
慈
を
払
う
。

ま
た
、
本
番
当
日
の
番
組
制
作
進
行
は
、

次

の
よ
う
な
順
序
で
な
さ
れ
る
。

印
ラ
イ
ト
セ
ッ
テ
ィ
ン
約
二
時
間
前

岡
ド
ラ
イ
リ
ハ
ー
サ
ル

い
カ
メ
ラ
プ
ロ
ノ
キ
ン
グ
一
番
組
内
容
に
よ

呂
カ
メ
ラ
ラ
ン
ス
ル
ー
っ
て
異
な
る
。

犀
本
番

で
あ
る
。
ま
た
、
回
り
巳
飴

の
間
で
は
、
照
明

修
正
作
業
が
た
え
ず
行
な

わ
れ
て
い
る
。
照
明
担
当

者
に
も
白
黒
に
比
較
し
て

若
干
増
員
さ
れ
る
。

六
中
継
照
明
の
実
際

一
般
番
組
に
ス
タ
ジ
オ

外
で
制
作
さ
れ
る
、
い
わ

ゆ
る
現
場
か
ら
中
継
番
組

が
あ
る
。
各
稲
ホ
ー
ル
、

劇
場
、
競
技
埠
等
の
照
明

設
備
は
カ
ラ
ー
中
継
を
行

な
う
う
え
に
際
し
、
必
ず

し
も
テ
レ
ピ
照
明
技
法
的

に
も
照
度
の
点
に
お
い
て

も
、
技
術
的
に
満
足
す
べ

き
条
件
に
あ
る
と
は
か
ぎ

灰

黙

ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
中
継
場
所
の
照
明
用
光
源
で
あ

る
が
、
白
熱
屯
球
を
初
め
と
し
て
け
い
光
灯
、

水
銀
灯
な
ど
混
合
多
用
し
て
お
り
、
可
能
な

範
囲
に
お
い
て
は
色
温
度
の
統
合
補
正
を
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
中
継
場
所
に
よ

っ
て
は
照
明
用
光
源
の
色
温
度
を
統
一
す
る
こ

と
が
む
ず
か
し
く
、
局
側
よ
り
照
明
機
材
を
搬

入
し
、
電
力
容
祉
の
少
な
い
中
継
場
所
へ
は
軍

源
車
を
使
用
し
、
画
面
構
成
の
上
で

主
要
に
な

る
位
置
の
色
温
度
と
最
低
照
度
（
約
二

0
0
0

l

三
0
0
0
~
ッ
ク
ス
）
を
得
る
よ
う
ラ
イ
ト

セ
ッ
テ
ィ
グ
を
す
る
。

ま
た
、
ラ
イ
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
中
継
場
所

の
下
見
を
手
前
に
行
な
い
、
照
明
設
備
条
件
を

充
分
考
慮
の
う
え
、
照
明
プ
ラ
ソ
を
た
て
る

こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

図

9
は
蔵
前
国
技
館
に
お
け
る
大
相
撲
カ
ラ

ー
中
継
の
た
め
の
照
度
補
足
ラ
イ
ト
で
あ
る
。

図
で
示
す
よ
う
に
、
正
面
土
俵
の
両
側
よ
り
一

o
k
W
ソ
ー
ラ
ー
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
で
カ
メ
ラ

方
向
に
対
す
る
照
度
を
補
足
し
て
い
る
。
な
お

土
俵
上
に
対
す
る
屋
形
内
の
照
明
設
備
は
一

〇

O
V
、
二
五

O
W
ク
ー
ル
レ
イ
ラ
ン
プ
―
二
八

個
が
土
俵
上
を
均
等
に
照
明
し
て
い
る
。

図

10東
京
都
体
育
館
に
お
い
て
プ

ロ
レ
ス
の

カ
ラ
ー
中
継
を
し
た
際
の
照
明
器
具
の
配
闘
図

で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
都
体
育
館
の
場
合
は
リ

ソ
グ
上
に
対
す
る
直
接
の
照
明
設
備
は
な
く
、

フ
ロ
ア
ー
上
を
照
ら
す
照
明
器
具
だ
け
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
既
設
照
明
設
備
で
は
一

0



舞台テレピ照明家協会ニュース (8) 

込

X ",．．2に置

9I とけ• "· •29し璽●H

•位·"＂ · r,.c

色己置・"・“3”̀

プン

‘

,

9

 

B
 

な
ご

ご

ご

二

ご

”

／
 

＜
 

の

図
ス

匠

7
 "' 

／
 ー

ー

レ

配

プ

ロ

具

ブ

器

.
9
 ，

 

翌
i

る

明

0
 ／

け

照

七

レ

お

る

r・ リ

に

す

館

対
育

に

体

謎
都

中゜
ー

>

図

l0kW 
ソーラースポット

ライカメラ亨
x ．．阿J虻高定位四

ill定：ng.,•東芝7影照度計

単位• ••F9.c

色温度・9•3200X

／ 
IOkW 

ソーラースポット
うイト

aコカメラ

ヵ9ラ

rCJ 

1ヽ09W 
ソーラースポ，'ト

ライ ト

図 9 蔵前国技飽 に おけ る補 足 ライト配置

Al 

A3 

A5 

A7 

A9 

B 1 

B3 

B 5 

B7 

B9 

表 10 色温度変換フィルタ ーの積類

“OO・ 一 3200•K
4000・一3200°K

4700゚ 一3200°K

5800・一3200°K

7500゚ 一3200°K

3200・一3400°K

3200゚ 一4000°K
3,00• —• 4700°k 

3200• - 5600°K 

3邸° 一 7500°K

3200• - 3000°K 

3200• —• 2700'K 

3200゚ー 2400'K

3200・一2200'K

3200゚ ー 2000'K

3000・一3200°K

27oo・ 一3200'K

2400゚ 一3200'K

2200゚ 一3200°k
2000• —• 3200'K 

0
0
ル
ク
ス
程
度
し
か
照
度
が
得
ら
れ
ず
、
カ

ラ
ー
中
継
を
行
な
う
に
は
照
度
不
足
の
た
め
次

の
よ
う
に
補
助
ラ
イ
ト
を
配
置
し
て
照
明
不
足

を
補
な
っ
た
。
ま
た
、
補
助
ラ
イ
ト
配
囮
の
際

(
A
)
の
光
源
が
観
客
の
視
角
に
入
ら
ぬ
よ
う

注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

こ
の
仕
か
、
病
院
よ
り
手
術
状
況
を
カ
ラ
ー

中
継
す
る
場
合
は
、
内
臓
の
色
感
を
正
し
く
再

現
す
る
た
め
、
光
源
の
色
温
度
統
一
は
絶
対
に

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
局
部
の
温
度
上
昇

を
防
ぐ
た
め
熱
線
吸
収
ガ
ラ
ス
を
使
用
し
て
、

手
術
の
し
や
す
い
よ
う
心
が
け
ね
ば
な
ら
な

、o
¥
v
 表

10
は
色
温
度
変
換
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
換

算
表
で
あ
る
。

む
す
び

以
上
が
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
照
明
の
実
際
に
つ
い

て
の
概
要
で
あ
る
が
、
色
彩
を
正
し
く
再
現
す

消

息

滝

尾

輝

雄

入
院
中
の
処
六
月
上
旬
退
院
、

自
宅
療
養
に
移
る

る
た
め
に
は
、
前
述
の
制
約
を
忠
実
に
履
行
す

る
と
同
時
に
、
ま
ず
人
物
の
肌
色
を
正
し
く
再

現
で
き
る
よ
う
照
明
設
定
を
行
な
い
、

こ
の
ほ

か
の
色
彩
に
つ
い
て
も
充
分
効
果
の
あ
が
る
よ

う
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
カ
ラ
ー
カ
メ
ラ
の
開
発

も
盛
ん
に
進
ん
で
お
り
、
低
照
度
で
良
画
質
が

得
ら
れ
る
よ
う
な
、
能
率
的
な
照
明
が
で
き
る

時
代
も
、
そ
う
遠
い
将
来
で
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。
お
わ
り
に
、
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
関
係

者
各
位
に
厚
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
昭
和
四
十
年
八
月
）

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

．

．

 

i

-

―
 

事

務

こ

竺

通

一

信

'
|
l
i
ト
ー
•
L

•••••••• 

l
i
i
 

住
所
表
示
変
更
及
住
所
変
更
（
順
不
同
）

大

和

田

稔

荒
川
区
東
日
荘
里
二
の
四
三
の

五
大
利
根
荘

埼
玉
県
北
足
立
郡
新
座
町
字
西

堀
五
七
六

調
布
市
上
布
田
町
三
九
五
上

布
田
荘
九
号

平
塚
市
上
平
塚
二
六
七

1
五

（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）
昭
島
市
朝
日

町
五
丁
目
九
番
ニ
―
号

渋
谷
区
恵
比
寿
三
丁
目
二
六
番

九

号

四

四

一

六

七
八
二

渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
三
一
番

十
号
四
四
三
六
六
九
一

ー
ニ

電

照

社

小
俣
幸
太
郎

間

野

道

男

加
藤
泰
＝
一

柳

瀬

和

美

東

徹

▼

四
十

一
年
も
後
半
に
入
っ
て
、
か
ね
て
提
案

の
懇
親
会
が
こ
の
十
七

H
に
開
か
れ
る
こ
と
が

決
り
ま
し
た
。
会
員
の
多
数
の
参
加
が
望
ま
れ

ま
す
。
大
い
に
の
み
、
大
い
に
話
に
花
を
咲
か

せ
て
戴
き
た
い
。

▼
協
会
も
後
半
に
入
る
と
財
政
的
に
苦
し
く
な

る
こ
と
は
毎
年
で
あ
り
ま
す
。
繰
越
金
に
よ
っ

て
な
ん
と
か
八
月
位
は
も
て
る
の
で
す
が
、
九

月
に
な
る
と
お
手
上
げ
状
態
で
、
事
務
局
と
し

て
は
奸
助
会
員
の
方
々
に
会
費
の
前
納
、
未
納

の
督
促
、
会
員
の
未
納
徴
収
に
力
を
入
れ
て
い

る
現
況
で
す
。
ど
う
ぞ
ま
だ
会
費
を
納
め
て
な

い
方
は
一
日
も
早
く
納
め
て
戴
き
た
い
。

▼
遠
山
静
雄
氏
の
照
明
五
十
年
出
版
記
念
祝
賀

会
が
七
月
二
十
二
日
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ソ

で
開
か
れ
た
。
出
席
者
多
数
で
盛
大
に
行
な
わ

れ
た
。
照
明
五
十
年
は
事
務
局
で
取
ま
と
め
て

購
入
し
ま
す
の
で
是
非
お
申
込
み
下
さ
い
。
割

引
の
特
典
が
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
新
宿
コ
マ
劇
場
技
術
課
長
元
東
京
宝
塚
劇
場

照
明
部
長
中
本
猛
雄
殿
が
七
月
十
八
日
急
逝
さ

れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。
二

十

一
日

葬
儀
、
会
長
初
め
会
員
多
数
が
参
列
し
た
。

▼
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
の
実
際
編
に
ご
投
稽
を
、
実

際
に
照
明
に
携
っ
て
い
る
人
で
な
け
れ
ば
書
け

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
ま
た
投
稿
者
の
氏

名
は
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
記
載
し
て
行
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
多
く
の
ご
投
稿
を
待
ち
ま
す
。
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夏
の
懇
親
会
開
催

毎
年
、
総
会
終
了
後
引
続
き
懇
親
会
に
移
る

と
い
う
や
り
か
た
で
は
、
時
間
に
対
す
る
配
慮

な
ど
か
ら
、

つ
い
総
会
の
途
中
か
ら
飲
み
始
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
な
り
が
ち
で
あ
る

か
ら
、
総
会
と
懇
親
会
を
別
々
の
日
に
せ
よ
と

い
う
意
見
も
で
た
し
、
一
度
夏
の
間
に
ピ
ー
ル

で
も
飲
む
会
を
や
ら
な
い
か
と
い
う
会
員
の
希

望
も
理
事
会
に
だ
さ
れ
た
の
で
、
で
き
る
だ
け

多
数
参
加
で
き
る
よ
う
な
時
間
を
選
ん
で
催
し

た
つ
も
り
の
こ
の
度
の
懇
親
会
で
あ
っ
た
が
、

四
十
三
名
と
い
う
参
加
人
員
は
事
務
局
の
予
想

を
は
る
か
に
下
廻
っ
た
数
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で

も
参
加
さ
れ
た
会
員
諸
君
は
冷
い
ピ
ー
ル
に
の

ど
を
潤
し
、
仕
事
の
つ
か
れ
を
忘
れ
て
の
み
話

し
に
花
を
咲
か
せ
、
十
一
時
過
ぎ
ま
で
楽
し
く

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
集
ま
ら
れ
た
会
員

相
互
の
問
に
、
と
い
う
よ
り
も
、
い
つ
も
一
緒

に
仕
事
を
し
て
い
る
者
同
志
は
非
常
に
話
し
が

は
ず
む
が
、
グ
ル
ー
プ
が
異
っ
た
り
す
る
と
あ

ま
り
顔
な
じ
み
で
な
い
よ
う
な
空
気
も
感
じ
ら

れ
た
の
で
、
グ
ル
ー
プ
相
互
間
の
つ
な
が
り
や

同
じ
道
を
歩
く
者
同
志
の
親
睦
の
場
と
し
て
こ

の
よ
う
な
備
し
を
も
っ
と
多
く
開
く
必
要
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
場
合
に
、
相
互
間
の

紹
介
と
か
、
会
の
進
行
な
ど
に
つ
い
て
適
当
な

考
慮
も
必
要
だ
と
思
う
。
（
事
務
局
）

,.
’99999999•99,

. 

●
9

9
●

9
9
9
9
 

、
ン
ド
プ
ッ
ク
編
輯
に

i

9‘ 

必
要
な
資
料
募
集

i

i

基
礎
編
の
原
稿
は
ど
う
や
ら
出
来
る
目

i

~
や
す
が
つ
き
ま
し
た
が

、

実
際
編
こ
そ
会

i

一
員
す
な
わ
ち
実
際
に
照
明
の
仕
事
に
携
わ

i

i

る
者
で
な
け
れ
ば
作
る
こ
と
が
で
き
な
い

i

i
も
の
で
あ
り
ま
す
。
日
頃
自
分
で
実
行
し
~

一
て
い
る
こ
と
、
新
し
い
工
夫
、
や
っ
て
み

i

i

た
が
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
あ
る

i

i

い
は
知
り
た
い
と
思
う
こ
と
な
ど
、
何
で
一

一
も
よ
い
か
ら
送
っ
て
下
さ
い
。
例
え
ば
、
i

i

屋
台
の
ラ
ン
マ
の
ス
ト
リ
ッ
プ
の
吊
り
方

i

一
コ
ー
ド
の
追
わ
せ
方
、
ス
テ
ー
ジ
ス
ポ
ッ

~

i
卜
で
も
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
ど
ん
な
条
件
~

~
が
必
要
か
、
フ
ロ
ン
ト
や
セ
ソ
タ
ー
ス
ポ

i

i

ッ
ト
の
操
作
に
つ
い
て
原
則
的
な
注
意
が

i

~
必
要
か

、

ま
た
配
屯
盤
の
操
作
上
心
得
な
~

i
ど
何
で
も
よ
い
の
で
す
。
会
員
が
そ
れ
ぞ
~

i

れ
の
分
野
に
つ
い
て
の
経
験
を
持
ち
寄
っ

i

i
て
作
る
と
い
う
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
が
ハ
ソ
~

~
ド
プ
ッ
ク
を
作
る
最
大
の
意
義
だ
と
思
いi

i

ま
す
。
ど
う
ぞ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

i

i

,
 

i
期
日
な
る
べ
く

九
月
三
十
日
ま
で
に
~

一
送
り
先
千
代
田
区
丸
の
内
三
の

二
新
東

i

京
ピ
ル
五
五

0
室
阿
久
沢
事
務
所

i

~
内
小

川
照
明
研
究
所
小
川
昇
宛

~



我
国
の
一
般
的
状
態
で
は
第
一
列
ポ
ー
ダ
ー
ラ

イ
ト
は
第
21
図
に
示
す
よ
う
に
プ
ロ
セ
ニ
ア
ム

後
方
約
一
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ
り
、
プ
ロ
セ
ム

ア
ム
の
窃
さ
に
応
じ
て
比
較
的
麻
い
位
胚
に
あ

る
が
、
第
二
列
以
後
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
劇
場

の
基
本
方
式
と
異
っ
て
第
一
列
よ
り
も
低
い
位

置
に
あ
る
。
第
二
列
の
以
後
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ

ト
が
併
さ
れ
る
場
合
は
一
文
字
(
B
o
r
d
e
r
)

に

遮
蔽
さ
れ
な
い
範
囲
に
お
い
て
復
合
照
明
が
俳

ス

優
に
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
際
は
夫
々
の
ボ
ー
ダ

一

ー
ラ
イ
ト
の
位
四
に
応
じ
て
第
22
図
か
ら
導
か

ュ
-

l

れ
る
曲
線
の
復
合
と
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
と
の
関
係

会

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
は
列
数
を
増
す
こ
と
に
よ

協家明

っ
て
舞
台
の
各
位
醤
に
対
し
、
比
較
的
均
等
な

照ご

照
度
を
台
え
得
る
が
、
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は
一
列

レ

だ
け
固
定
し
て
い
る
た
め
俳
優
の
位
爵
に
よ
っ

て
照
度
の
不
同
を
生
ず
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

テ台舞

し
か
し
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
特
に
必
要
と
す
る
の

(2) 

四

多
列
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
の
場
合

i
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ー・

は
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
の
投
射
角
度

a
が
大
き
い

場
合
で
あ
っ
て
、
b
が
大
き
く
な
っ
た
場
合
即

ち
俳
優
が
舞
台
奥
へ
移
動
す
る
に
し
た
が
っ
て

前
列
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
の

a
は
小
さ
く
な
り
フ

ッ
ト
ラ
イ
ト
の
効
果
を
カ
パ
ー
し
得
る
。
こ
の

こ
と
は
前
に
示
し
た
写
真
実
験
に
お
い
て
も
判

然
と
し
て
い
る
。

俳
優
が
舞
台
前
方
に
位
置
す
る
と
き
は
ポ
ー

ダ
ー
ラ
イ
ト
に
代
る
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ト
が
こ
の

役
目
を
果
す
。

繊
燭
時
代
に
既
に
ソ
ー
ン
ダ
ー
ス
が
フ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
廃
除
す
る
た
め
に
客
席
側
か
ら
の
投

光
方
法
を
提
案
し
た
こ
と
は
前
に
も
述
ぺ
た
が

現
在
で
は
か
よ
う
な
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
テ
ィ
ソ
グ

の
方
式
は
舞
台
照
明
の

一
般
的
常
識
と
な
っ
て

い
る
。ポ

ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
が
舞
台
前
方
の
俳
優
に
対

し
て
は
投
射
角
度

a
が
大
き
す
ぎ
る
し
九
十
度

を
越
す
場
合
さ
え
あ
る
。
九
十
度
を
越
せ
ば
鉛

直
面
照
明
は
得
ら
れ
な
い
か
わ
、
フ
ッ
ト
ラ
イ

ト
だ
け
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
よ
う
な

場
合
に
顔
に
対
す
る
照
明
が
好
ま
し
く
な
い
こ

と
は
既
に
美
の
問
題
並
に
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
と

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
複
合
照
明
の
項
で
証
明
さ
れ

て
き
た
。
し
た
が
っ
て
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ト
が
必

要
な
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。

私
は
一
九
二
二
年
市
村
座
に
お
い
て
客
店
格

天
井
の
バ
ネ
ル
を
持
ち
上
げ
て
そ
の
中
に
投
光

五
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ト
と
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト

の
価
値

器
を
設
置
し
、
ま
た
両
側
二
階
棧
敷
の
上
方
に

投
光
器
を
取
付
け
る
改
造
を
行
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
し
か
し
当
時
は
未
だ
我
国
で
現
在
の
よ

う
な
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
器
具
が
製
造
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
屋
外
照
明
用
の
五

O
O
W
肱

物
面
反
射
鏡
投
光
器
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
の

で
あ
る
が
、
恐
ら
く
我
国
に
お
け
る
フ
ロ
ソ
ト

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う。
現
在
で
は
照
明
器
具
も
発
達
し
、
建
築
家
も

そ
の
設
匠
場
所
に
つ
い
て
協
力
を
惜
ま
な
い
の

で
、
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ト
を
持
た
ぬ
剌
場
は
殆
ん

ど
な
い
。
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ト
に
つ
い
て
嘗
て
国2

 

際
建
築
に
小
論
を
掲
載
し
た
こ
と
が
あ
る
が

2

こ
こ
で
は
本
論
の
主
旨
を
逸
脱
す
る
の
で
詳
論

は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
フ

ロ
ソ
ト
ラ
イ
ト
を
適
当
に
使
っ
た
場
合
、
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト
が
不
要
に
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

考
案
す
る
こ
と
に
と
ど
め
る
。

一
九
六
四
年
一
月
日
生
劇
場
に
お
け
る
「
勧

進
帳
」
の
舞
台
で
は
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ト
と
共
に

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
使
っ
て
、
良
好
な
結
果
を
得

3
 

た
。
そ
の
詳
細
な
品
録
は
照
明
学
会
雑
誌
2
に

戟
せ
て
あ
る
。

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ト
の
投
射
角
度
を
適
当
に
設

計
す
れ
ば

2
.
2
に
挙
げ
た
実
験
の
証
明
す

る
が
如
く
俳
保
顔
面
の
美
の
問
題
は
解
決
し
得

る
が
、
歌
舞
伎
の
平
板
照
明
に
対
し
て
は
な
お

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
効
果
を
期
待
さ
ざ
る
を
得
な

、o
し

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
写
実
の
意
味
に
お
い
て
も

須
要
な
役
割
を
も
た
ら
し
得
る
こ
と
は
、
小
山

内
点
演
出
「
息
子
」
の
例
に
見
て
も
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
焚
火
の
反
映
に
よ
る
効
果
を

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
よ
っ
て
得
た
の
で
あ
る

2
0

他
に
表
現
手
段
と
し
て
殊
更
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト

を
使
う
場
合
も
あ
る
。
だ
か
ら
フ
ロ
ソ
ト
ラ
イ

ト
が
必
ず
し
も
全
面
的
に
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
代

用
を
な
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

結

語
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し

て
き
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
は
必
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
舞
台
照
明
は
光
を
自
由
に

駆
使
し
て
舞
台
芸
術
を
生
み
出
す
―
つ
の
素
材

な
の
で
あ
る
が
、
自
由
な
駆
使
を
許
し
得
る
に

は
あ
ら
ゆ
る
方
向
の
光
が
要
求
さ
れ
る
わ
け
で

あ
る
。
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は
そ
の
一
翼
を
荷
う
。

し
か
し
正
宗
の
名
力
も
使
い
方
に
よ
っ
て
は
害

を
な
す
と
同
じ
く
、
無
反
省
に
使
わ
れ
て
常
に

そ
の
妥
当
性
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

問
題
は
使
い
方
如
何
に
あ
る
そ
れ
は
本
論
に
お

い
て
明
か
な
よ
う
に
い
く
つ
か
の
欠
陥
を
蔵
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
使
い
方
は
フ
ッ
ト

ラ
イ
ト
の
性
質
を
十
分
に
検
討
し
た
上
で
行
な

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
脚
光
を
浴
び
る
」
と
い
う
修
辞
的
な
華
麗
な

イ
メ
ー
ジ
は
あ
た
か
も
月
に
対
す
る
詩
的
な
情

緒
に
お
け
る
イ
メ
ー
・
ン
と
等
し
く
、
月
の
お
も

て
が
実
は
座
の
堆
和
し
た
あ
ば
た
面
で
あ
る
こ

と
も
知
る
程
の
科
学
的
メ
ス
を
入
れ
た
上
で
芸

術
的
効
用
の
道
を
講
ず
る
よ
り
仕
か
な
い
の
で

あ

る

。

（

文

献

査

料

は

次

号

へ

）



「
デ
ヴ
ィ

ッ
ド
・
メ
リ
ッ
ク
」

プ
ロ

ー
ド
ウ
エ
イ
の
偉
大
な
る
。フ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

スユ二会協家明照ピレ

「
ペ
ラ
ス

コ
」
や
「
ジ
ー
ク
フ
ェ
ル
ド
」
の

テ台

時
代
以
来
「
デ
ヴ
ィ
ッ
ド

・
メ
リ
ッ
ク
」
ほ
ど

舞

目
ざ
ま
し
い
成
功
を
収
め
た
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

は
他
に
は
い
ま
＞
。
過
去
、
現
在
を
通
し
て
彼

を
感
嘆
し
て
い
る
人
々
に
対
し
て
、
彼
自
身
は

陽
気
に
」
世
界
一
婢
し
い
人
間
で
あ
る
に
す
ぎ

な
い
」
と
い
っ
て
の
け
て
い
る
。
即
ち
図
太
く
、

性
の
悪
い
プ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
で
、
い
つ
も
横
目
を
使
い
、
大
き
な
黒
い
マ

・

ル
ク
ス
風
の
口
ひ
げ
を
た
く
わ
え
、
休
み
な
し

に
し
ゃ
ぺ
り
続
け
、
誇
大
な
宜
伝
を
敢
え
て
行

，

な
い
、
河
馬
の
よ
う
な
顔
を
し
て
宜
伝
の
た
め

と
な
れ
ば
、
サ
ソ

ド
ウ
イ
ッ
チ

マ
ン
を
マ
ソ

ハ

ッ
タ
ン
の
街
々
は
も
と
よ
り
、
小
さ
な
公
衆
便

所
に
至
る
ま
で
も
送
り
出
し
た
り
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ソ
の
歌
と
し
て
「
ハ
ロ
ー

・
ド
ー
リ
ィ
」
の
主

題
歌
を
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
に
贈
呈
す
る
こ
と

を
計
画
し
た
り
す
る
男
。
最
近
で
は
、
た
ま
た

ま
主
な
劇
評
家
の
間
で
新
聞
の
大
見
出
し
を
全

部
さ
ら
っ
て
し
ま
う
往
ど
の
事
件
を
起
し
た
男

で
も
あ
る
。

即
ち
メ
リ
ッ
ク
は
、
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
タ
イ
ム

ズ
の
劇
評
家
（
ス
タ
ン
リ
ー

・
カ
ウ

）

フ
マ
ン）

の
劇
評
を
ポ
イ

コ
ッ
ト
す
る
た
め
に

（

プ
レ
ピ
ュ
ー
公
演
を
全
部
キ
ャ

ン
セ
ル
し
、
千

3
 

百
枚
も
の
切
符
を
払
い
戻
し
す
る
と
い
う
前
代

未
聞
の
珍
事
を
敢
え
て
行
な
っ
た
の
で
あ
っ

た。
他
面
、
商
売
に
関
し
て
デ
ヴ
ィ
ッ

ド

・
メ
リ

ッ
ク
は
少
し
も
油
断
が
な
い
。
彼
は
強
欲
な
怪

物
で
あ
り
、
宜
伝
の
天
才
と
も
い
わ
れ
、
ま
た

ア
メ
リ
カ
演
劇
史
に
比
べ
る
者
の
な
い
組
織
作

り
の
魔
法
使
い
で
も
あ
る
。

i

九
六
五
年
か
ら

一
九
六
六
年
の
＞
ー
ズ
ン
は
、
彼
の
独
壇
場
で

あ
っ
た
。
プ

ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
で
行
な
わ
れ
た
四

十
四

の
新
し
い
シ
ョ

ー
の
う
ち
、
メ
リ
ッ
ク
は

た
だ
五
つ
の
シ
ョ
ー
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
に

す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
シ
ー
ズ
ン
の
殆
ん
ど
の
ヒ

ッ
ト
の
う
ち
四
つ
も
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
即
ち
「
マ
ラ
ー
ト

・
サ
ド
」
、
「
許
し

が
た
い
証
言
」
、
「シ

ャ
ポ
テ
ン
の
花
」
、
「
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
」
。

そ

し
て
こ
れ
等
に
加
え
て

三
回
目
の
春
を
む
か
え
依
然
と
し
て
ヒ
ッ

ト
を

続
け
る
「
ハ
ロ

ー

・
ド
リ
ィ
」
も
彼
の
手
に
よ

る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
あ
る
。

こ
の
不
景
気
な
ン

ー
ズ
ン
の
メ
リ

ッ
ク
に
よ

る
芝
居
は
、
「
エ
ド
ワ
ー
ド
・
オ
ル
ピ
ー
」
の

八
わ
に
と
青
い
鳥
＞

要
約

小

川

俊

朗

論

「
マ
ル
コ
ム
」、

テ
ネ
ン

1
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

の
「
ド
タ
パ
タ
悲
劇
」
、
「
ウ
イ
リ
ア
ム

・
イ
ン

ど
の
「
お
父
さ
ん
は
何
処
」
な
ど
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ク
の
貢
献
が
な
か
っ
た
と

し
た
ら
、
さ
す
が
の
プ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
も
不
幸

な
こ
と
に
不
毛
の
砂
漠
と
化
し
た
に
ち
が
い
な

い
、
結
局
メ
リ
ッ
ク
の
よ
う
な
力
に
よ
っ
て
、

六
五
年

1
六
六
年
の
ン

ー
ズ
ソ
は
、
下
降
を
た

ど
る
演
劇
界
に
か
ろ
う
じ
て
良
い
成
栢
を
残
し

た
の
で
あ
っ
た
。

実
は
こ
の
演
劇
界
の
不
調
は
す
で
に
一
九
二

十
年
に
は
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
四
十
年

以
前
、
プ

ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
は
七
十
以
上
も
の
劇

場
が
あ
っ
て
、

一
ン
ー
ズ
ソ
に
は
二
百
五
十
も

の
芝
届
が
上
演
大
．
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
現
在

で
は
三
十
余
の
劇
場
に
毎
ン
ー
ズ
ソ
六
十
以
下

の
芝
居
が
上
演
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
製

作
経
野
が
沸
騰
し
て
プ
レ
ミ
ア
付
の
切
符
が
五

十
ド
ル
と
い
う
店
値
を
呼
ぷ
と
同
時
に
、
プ
ロ

ー
ド
ウ
エ

イ
は
も
は
や
幸
福
の
青
い
烏
を
喰
い

あ
さ
る
「
ワ

ニ
」
の
生
息
す
る
「
ド
ル
の
ジ
ャ

ソ
グ
ル
」
と
化
し
て
し
た
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
反
面
、
良
心
的
な
演
劇
は
依
然
と
し
て

確
実
に
観
客
を
動
員
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

だ
が
良
心
的
な
演
劇
と
は
、
ど
こ
に
存
在
す
る

も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
良
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

は
た
ま
に
上
演
さ
れ
、
ま
た
陽
気
な
喜
劇
が
間

欠
的
に

ヒ
ッ
ト
は
す
る
が
、
真
直
目
な
芝
居
や

劇
作
家
は
ア
メ
リ
カ
の
必
需
品
で
は
な
く
な
り

つ
つ
あ
り
、
多
く
の
作
家
は
「

T
V
」
に
理
性

を
奪
わ
れ、

ま
た
他
の
作
家
は
文
学
と
い
う
棚

八
医
術
と
商
売
＞

然
し
何
と
い
っ
て
も
、

「
も
う
け
風
邪
」
、

「
タ
レ
ン
ト
貧
血
症
」
、
「
人
件
費
痛
」
、
「
急
性

損
害
炎
」
、
「
急
性
観
客
欠
乏
症
」
等
に
は
、
こ

の
患
者
の
あ
ま
り
に
も
草
麗
な
る
装
い
に
ま
ど

わ
さ
れ
、
毎
秋
病
弱
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
達
は

と
り
わ
け
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
た
い
が
い

こ
の
病
気
騒
ぎ
も
冬
ま
で
に
は
治
ま
っ
て
し
ま

う。
医
術
と
商
売
、
あ
る
い
は
自
殺
行
為
と
悪
弊

に
麻
痺
し
た
怠
情
、
と
の
両
者
を
含
む
こ
の
よ

う
な
派
手
な
世
界
に
お
い
て
、
メ
リ
ッ
ク
は
ア

メ
リ
カ
演
劇
と
い
う
手
に
負
え
な
い
患
者
を
、

死
な
さ
ず
に
自
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と

い
う
希
望
に
灯
を
と
も
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
メ
リ
ッ
ク
は
一
九
五
四
年

以
来
、

「
マ
ス
プ
ロ
演
劇
」
を
確
立
し
、
三
十

七
の
公
演
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
、
莫
大
な
利

盛
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
数
年
問
、
常
に
六

百
人
以
上
の
人
々
を
雇
用
し
、
そ
れ
は
全
米
の

演
劇
関
係
被
雁
用
者
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
巨
大
な
ス
ケ
ー
ル
で

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
す
る
メ
リ
ッ
ク
は
。
演
劇
投

資
家
「
（
エ
ン
ジ
ェ
ル
）
・・・天
使
と
呼
ば
れ
て
い

る」
、

劇
作
家
、
俳
優
に
関
す
る
情
報
を
収
集

し
、
経
費
の
削
減
を
計
っ
て
い
る
も
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
注
目
す
ぺ
き
こ
と
は
三
十
七
本
の
製

作
作
品
の
う
ち
、
ア
メ
リ
カ
で
製
作
さ
れ
た
も

の
外
の
「
よ
り
緑
な
る
牧
場
」
へ
と
と
び
出
し

て
行
く
。



）
の
は
十
九
本
に
す
ぎ
ず
、
残
り
は
イ
ギ
リ
ス
、
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（
ま
た
は
フ
ラ
ン
ス
な
ど
か
ら
輸
入
さ
れ
た
作
品

な
の
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
は
「
か
ん
詰
屋
」
、

輸
入
業
者
と
悪
口
を
い
わ
れ
て
い
る
。

一
九
六
二
年
に
メ
リ
ッ
ク
は
「
デ
ィ
ヴ
ッ
ド

・
メ
リ
ッ
ク
財
団
」
を
設
立
。
ヒ
ッ
ト

・
ン
ョ

ウ
に
よ
る
彼
の
個
人
的
収
入
を
名
目
上
こ
の
財

団
に
寄
附
し
、
い
つ
で
も
彼
が
新
し
い
芝
居
を

プ
ロ
デ

ュ
ー

ス
し
た
い
と
き
に
は
、
こ
の
基
金

か
ら
製
作
毀
を
引
き
出
す
。
芝
居
が
失
敗
し
た

と
き
は
問
題
な
い
が
、
成
功
し
て
利
益
を
収
め

た
と
き
に
は
、
そ
の
利
益
分
を
財
団
の
基
金
と

し
て
、
次
の
新
し
い
ン
ョ
ウ
に
遠
元
す
る
。
こ

れ
は
実
に
巧
妙
な
政
府
に
対
す
る
税
金
対
策
で

あ
る
。
こ
の
財
団
の
大
義
名
分
の
た
め
に
は
、

「
プ
ラ
ン
デ
ー
ズ
大
学
」
に
実
験
劇
場
を
建
て

て
寄
附
す
る
こ
と
を
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
、
メ
リ
ッ
ク
は

そ
の
意
欲
を
爆
発
さ
せ
た
。

メ
リ
ッ
ク
財
団
に
よ
る
最
初
の
芝
居
と
し
て

オ
ズ
ポ
ー
ン
の
「
ル
ー
サ
ー
」
。
「
次
に
は
プ

ス

レ
ヒ
ト
」
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
政
治
劇
、
「
ア
ル
ト

ロ
・
ユ
イ
」
痛
烈
な
非
難
と
「

ニ
コ
ル

・
ウ
イ

一ュ
ニ

リ
ア
ム
ソ
ン
」h
に
よ
る
百
三
十
分
間
の
不
機
嫌

会

な
独
白
の
景
の
あ
る
ド
ラ
マ
、
オ
ズ
ポ
ー
ン
の

協家

「
許
し
が
た
い
証
言
」
、

そ
し
て
「
ビ
ー
タ
ー

明

．
ワ
イ
ス
」
の
「
マ
ラ
ー
ト

・
サ
ド
」
。
気
味
の

照ピ

ゎ
る
い
狂
人
の
物
真
似
あ
そ
び
即
ち
「
マ
ル
キ

レ

・
ド

・
サ
ド
」
の
演
出
に
よ
る
狂
人
収
容
所
に

お
け
る
劇
中
劇
。
身
の
毛
も
よ
だ

っ
精
神
病
の

テ台舞

経
験
が
、
あ
た
か
も
銀
客
自
身
の
も
の
で
あ
る

八
嶽
舎
の
死
＞

被
は
人
に
拒
絶
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
真
実

の
人
間
関
係
を
持
と
う
と
し
な
い
。
と
あ
る
友

人
が
語
っ
て
い
る
。
被
の
生
涯
は
ま
る
で
誰
も

他
人
を
必
要
と
し
な
い

こ
と
を
証
明
す
る
た
め

の
芝
居
の
よ
う
な
も
の
だ
。
と
別
な
友
人
は
い

う。
事
実
メ
リ
ッ
ク
の
プ
ラ
イ
ペ
ー
ト
な
生
活
は

荒
淡
と
し
た
も
の
で
、
二
回
目
の
妻
（
ジ
ェ
ー

ン
）
と
ニ
オ
の
娘
と
別
居
。
友
人
は
非
常
に
少

な
く
、
親
友
と
呼
ば
れ
る
友
達
は
一
人
も
い
な

い
。
彼
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
を
知
る
者
は

殆
ん
ど
い
な
い
。
大
き
な
ン
ョ
ウ
の
プ
ロ

ー
ド

ウ
エ
イ

・
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
の
夜
、
関
係
者
全
貝

が
集
ま
り
祝
杯
を
あ
げ
て
い
る
と
い
う
の
に
、

メ
リ
ッ
ク
は
た
だ
一
人
、
タ
イ
ム
ズ

・
ス
ク
エ

ア
ー
の
と
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
て
い

る
。
「
私
は
弧
独
だ
」
と
メ
リ
ッ
ク
は
つ
ぷ
や

き
、
「
私
に
は
野
良
猫
の
魂
が
あ
る
」
と
い
う
。

デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド

・
メ
リ
ッ
ク
は
、

一
九
―
―

年
十
一
月
二
十
七
日
セ
ン
ト
ル
イ
ス
で
生
れ
て

以
来
、
孤
独
な
生
い
立
ち
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
幼
名
デ
ヴ
ィ
ッ
ド

・
マ
グ
ロ
イ
ス
、
七
人

姉
弟
の
末
弟
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
結
婚
し
た
両
親

は
、
被
が
七
オ
の
と
き
に
離
婚
。
離
婚
訴
訟
の

法
地
で
メ
リ
ッ
ク
は
た
だ
っ
め
を
か
む
、
物
心

つ
か
ぬ
あ
わ
れ
な
子
供
で
あ
っ
た
。
や
が
て
母

親
に
養
育
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
結
婚
し
た
姉

か
の
よ
う
な
錯
党
を
起
さ
せ
る
。
恐
る
ぺ
き

演
劇
。

が
被
を
引
き
と
り
、
そ
し
て
ま
た
母
の
も
と
へ

帰
る
と
い
う
不
安
定
な
生
活
。
母
親
は
離
婚
し

た
父
親
と
ョ
リ
を
戻
し
、
そ
し
て
ま
た
離
婚
。

被
は
姉
達
の
家
庭
を
転
々
と
し
な
が
ら
、
こ
の

よ
う
な
「
ヴ
ァ
ー
ジ

ニ
ア

・
ウ
ル
フ
的
セ
ッ
ト
」

の
中
で
生
活
す
る
こ
と
を
嫌
っ
た
。

非
惨
な
少
年
期
か
ら
、
被
は
強
い
慈
志
の
カ

を
学
び
、
ま
た
高
校
時
代
百
万
長
者
を
扱
っ
た

芝
居
で
端
役
を
や
っ
た
経
験
か
ら
、
金
と
地
位

を
求
め
て
演
劇
の
世
界
に
入
る
こ
と
を
決
心
す

る
。
彼
は
大
変
な
恥
ず
か
し
が
り
屋
で
、
聞
き

と
り
に
く
い
ほ
ど
の
低
い
声
で
話
す
人
だ
が
、

一
度
決
定
し
た
こ
と
は
絶
対
に
変
更
し
な
い
。

セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
あ
る

「
ワ
ン
ン
ト
ン
大
学
」

で
法
律
を
勉
強
す
る
頃
か
ら
、
自
分
の
年
令
よ

り
も
年
寄
り
に
み
せ
る
た
め
に
口
ひ
げ
を
た
＜

わ
え
、
紳
士
の
服
装
で
あ
る
ダ
ー
ク
ス
ー
ツ
を

培
用
し
た
。
や
が
て
「
レ
ノ
ア
ー

・
ペ
ッ
ク
」

と
い
う
、
か
な
り
の
逍
産
を
母
親
か
ら
相
続
し

た
女
性
と
結
婚
。
二
人
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
来

た
の
は

一
九
三
九
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、

彼
は
十
八
世
紀
の
名
優
「
ガ
ー
リ
ッ
ク
」
の
名

に
ち
な
み
、
本
名
マ
グ
ロ
イ
ス
と
の
中
間
を
と

っ
て
メ
リ
ッ
ク
と
改
名
す
る
。

高
名
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

「
ハ
ー
マ
ン

・
ン

ャ
ム
リ
ン
」
の
共
同
製
作
者
を
六
年
つ
と
め
た

あ
と
、
や
が
て
ン
ャ
ム
リ
ン

・
プ
ロ
の
支
配
人

と
な
り
、

一
九
五
一
年
に
は
独
立
す
る
。

「
フ
ァ

ニ
ー
」
（
港
の
女
マ

リ
ー
）
は
メ
リ
ッ

ク
の
生
涯
の
最
初
の
大
き
な
ギ

ャ
ソ
プ
ル
で
あ

っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
映
画
監
督

「
マ
ル
セ
ル

・

パ
ニ
ョ
ー
ル
」
か
ら
、
舞
台
化
権
を
買
う
た
め

に
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
三
回
ほ
ど
訪
問
し
、
こ
の

権
利
を
確
保
す
る
た
め
に
三
ヶ
月
、
演
出
家

「
ジ
ョ
ジ
ア
・
ロ
ー
ガ

ン
」
に
「
パ

ニ
ョ
ー
ル
」
の

映
画
を
研
究
さ
せ
る
た
め
に
三
ヶ
月
、「
ロ
ー
ガ

ソ
」
に
演
出
台
本
作
成
と
し
て
三
ヶ
月
、
作
詞

家
、
作
曲
家
と
の
共
同
作
業
六
ヶ
月
、
エ
チ

オ

・
ピ
ン
ザ
」
な
ど
主
演
陣
契
約
調
整
三
ヶ
月
、

助
演
陣
を
か
た
め
る
た
め
に
更
に
三
ヶ
月
最
終

的
準
備
と
宜
伝
の
た
め
に
三
ヶ
月
、
リ
ハ
ー
サ

ル
に
ニ
ヶ
月
、
そ
し
て
ニ
ヶ
月
の
地
方
公
演

「
（
ロ
ー
ド
）
と
呼
ば
れ
る
試
験
典
行
」
そ
し

て
遂
に
プ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
の

日
が
く
る
。
三
年
の
準
備
期
閻
を
費
し
た
こ
の

ミ
ュ
ー
ゾ
カ
ル
の
批
評
は
、
批
評
家
が
個
人
的

に
好
感
を
示
す
に
拘
ら
ず
、
概
し
て
舞
台
が
散

慢
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
前
売
の
売
れ
行
き
か
止
ま
る
の
は
時

間
の
問
題
で
あ
る
。
メ
リ
ッ
ク
は
徹
底
的
な
宜

伝
を
開
始
し
た
。
（

「
フ
ァ

ニ
ー
」
を
見
ま

し
た
か
？
）
と
魯
い
た
貼
り
紙
が
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
あ
ら
ゆ
る
男
子
便
所
に
出
文
れ
、

「
ペ
リ

ー
・

ダ
ソ
サ
ー
」
、

「
ト
ル
コ
の
腹
お
ど
り
」

の
ヌ
ー
ド
像
が
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に
立
て
ら

れ
、
被
女
を
二
百
万
ド
ル
で
買
い
戻
し
た
い
と

い
う
ト
ル
コ
の
金
持
ち
が
現
わ
れ
た
り
、
T
V

・
ラ
ジ
オ
は
ス
ポ
ッ

ト
ニ

ュ
ー
ス
を
一
せ
い
に

流
し
、
演
出
家
「

ロ
ー
ガ
ン
」
に
よ
る
「
フ
ァ

ニ

ー
」
の
さ
わ
り
が
「
エ
ド

・
サ
リ
パ
ン

・
シ
ョ

ウ
」
に
紹
介
さ
れ
、
ニ

ュ
ー
ヨ

ー
ク

・
タ
イ
ム

ズ
と
ヘ
ラ
ル
ド

・
ト
リ

ピ

ュ
ー
ン
に
は
史
上



舞台テレピ照明家協会ニュース

日
本
テ
レ
ピ

わ
が
国
に
お
い
て
も
最
近
は
た
い
へ
ん
な
力

ラ
ー
テ
＞
ピ

・
プ
ー
ム
で
あ
る
が
、
よ
く
プ
ー

ム
の
原
因
と
し
て
セ
ッ
ト
価
格
の
低
下
と
共
に

簡
単
な
調
整
で
安
定
し
た
画
像
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
た

め
に
は
送
保
側
で
安
定
し
た
良
質
の
画
像
を
送

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
大
切
な
画
質

と
照
明
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
殊
に

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
画
質
は
照
明
に
よ

っ
て
決
定

す
る
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
。

カ
ラ
ー
照
明
は
本
質
的
に
は
白
黒
の
照
明
と

変
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
色
彩
を
正
し
く
再

現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
白
黙
の
世
界
で
は
味
わ

え
な
い
色
彩
感
、
写
実
感
、
立
体
感
な
ど
を
十

分
に
表
現
す
る
こ
と
に
主
眼
を
四
か
ね
ば
な
ら

）
な
い
。
更
に
ま
た

N
T
S
c
方
式
に
よ
り
、
カ

eS
ラ
ー
と
白
黒
の
両
立
放
送
を
行
な
っ
て
い
る
現

宮

川

光

弘

照明の話

-, 色
カ
ラ
I の

照明 テ． 
．レ ＇ 周
美術 ヒピ

よi特集 辺

在
、
良
質
な
カ
ラ
ー
画
像
で
あ
る
と
同
時
に
白

黒
映
像
と
し
て
再
現
さ
れ
た
場
合
の
グ
＞
ー
の

明
度
段
階
を
十
分
考
慮
し
な
け
れ
ば
、

コ
ン
ト

ラ
ス
ト
の
な
い
平
板
な
画
を
．作
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
技
術
的
制
約
の
非
常
に
多
い

中
で
、
良
好
な
画
面
を
作
る
ぺ
＜
照
明
設
計
者

が
努
力
す
る
の
で
あ
る
が
…
…
。

初
め
て
カ
ラ
ー
ス
タ
ジ
オ
を
見
学
さ
れ
た
人

逹
は
み
ん
な
ス
タ
ジ
オ
内
の
明
る
さ
に
鵞
か
れ

る
の
で
す
が
、
こ
の
明
る
さ
が
白
黒
ス
タ
ジ
オ

の
約
三
倍
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
い
う
と
一

般
家
庭
に
お
け
る
電
灯
照
明
の
約
五
十
倍
位
で

す
。
こ
れ
だ
け
の
照
度
が
な
け
れ
ば
現
在
の
カ

ラ
ー
撮
像
管
で
は
正
確
な
色
彩
再
現
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
光
線
に
は
色
温
度
と
呼
ば
れ
て
い

る
重
要
な
要
素
が
あ
り
、
色
温
度
が
高
い
と
い

う
こ
と
は
光
線
に
含
ま
れ
て
い
る
青
色
光
の
成

分
が
多
い
、
す
な
わ
ち
青
味
が
か
っ
た
光
線
で

あ
り
、
反
対
に
色
温
度
の
低
い
光
源
か
ら
の
光

は
赤
味
を
帯
び
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
色
温
度
を
カ
ラ
ー
撮
像
管
の
光
学
的

特
性
に
合
わ
せ
て
一
定
に
し
な
け
れ
ば
忠
実
な

色
彩
再
現
は
ま
た
不
可
能
で
す
。
こ
の
こ
と
は

洋
服
等
を
作
る
際
這
灯
光
線
の
下
で
選
ん
だ
生

地
が
太
陽
光
線
で
は
全
く
異
る
色
合
い
で
失
敗

し
た
、
な
ど
と
い
う
現
象
と
同
じ
理
屈
で
す
。

そ
れ
か
ら
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
関
し
て
も
白
黒
テ

レ
ピ
以
上
に
考
應
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

白
黒
テ
レ
ビ
で
は
白
。
灰
色
、
黒
の
い
わ
ゆ
る

無
彩
色
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
明
度
差

の
み
を
考
應
す
れ
ば
良
か
っ
た
が
カ
ラ
ー
テ
レ

ピ
に
お
い
て
は
加
う
る
に
、
色
合
い
や
色
の
鮮

か
さ
の
度
合
と
こ
れ
等
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
再
現

i

に
十
分
注
慈
を
払
わ
な
い
と
、
カ
ラ
ー
で
あ
る

i

が
た
め
に
い
っ
そ
う
悪
い
と
こ
ろ
が
目
だ
っ
悪

~

質
な
画
を
作
る
こ
と
に
な
る
。

i

以
上
の
よ
う
な
技
術
的
な
条
件
を
満
た
し
た

[

上
で
芸
術
的
な
色
彩
感
党
に
よ
る
カ
ラ
ー

・
マ

i

ネ
ー
ジ
メ
ソ
ト
が
な
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
味

[

付
け
と
な
っ
て
、
初
め
て
親
聴
者
を
カ
ラ
ー
の

i

世
界
に
引
込
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
た

i

だ
単
に
磁
面
に
色
が
付
い
て
い
る
。
あ
る
い
は

~

多
く
の
色
が
展
覧
会
の
こ
と
く
並
べ
ら
れ
て
い

~

る
の
で
は
真
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ピ
と
は
い
え
な
い

i

ど
こ
ろ
か
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
写
真
を
色
付
き
で

一

見
る
が
如
く
視
聴
者
に
不
快
感
を
与
え
る
こ
と

~

に
な
る
。
ま
し
て
テ
レ
ピ
の
画
面
は
人
問
の
視

一

角
に
比
し
非
常
に
小
さ
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
i

か
え
っ
て
淡
白
な
色
合
い
の
画
面
の
方
が
一
般

~

的
に
は
色
彩
効
果
は
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
例

i

え
ば
無
彩
色
の
セ
ッ
ト
に
無
彩
色
の
コ
ス
チ
ュ

~

ー
ム
を
着
用
し
た
夕
＞
ソ
ト
。
ま
る
で
白
黒
テ

・

レ
ピ
の
如
き
色
彩
構
成
だ
が
良
く
見
る
と
顔
色

は
忠
実
に
自
然
色
が
再
現
さ
れ
、
胸
に
は
鮮
や

か
な
色
合
い
の
ネ
ク
タ
イ
、
な
ど
と
い
う
の
も

な
か
な
か
し
ゃ
れ
た
色
彩
効
果
を
現
わ
す
で
し

ょ
う
。以

上
カ
ラ
ー
テ
レ
ピ
照
明
に
関
し
主
に
白
黒

テ
レ
ピ
の
場
合
と
比
較
し
つ
つ
一
般
に
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
技
術
的
な
こ
と
な
ど
を
極
＜

簡
単
に
密
い
て
き
ま
し
た
が
、
技
術
は
全
く
日

進
月
歩
で
、
最
近
で
は
カ
ラ
ー
カ
メ
ラ
の
開
発

＾ 

最
初
の
全
頁
演
劇
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
。

一
九
六
五
年
の
ク
リ
ス
マ
ス

・
カ
ー
ド
に
は

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
首
吊
り
を
し
て
い
る
図
案

を
使
い
、
人
々
の
非
難
を
あ
び
た
。
メ
リ
ッ
ク

製
作
の
「
ベ
ケ
ッ
ト
」
に
出
演
し
た
ア
ソ
ソ

ニ
ー

・
ク
イ
ン
は
、
彼
を
評
し
て
い
わ
く
、

「
ま
る
で
女
の
よ
う
だ
。
や
さ
し
く
て
油
断
が

な
ら
な
い
。
こ
ん
な
人
物
は
嫌
い
だ
が
、
す
ば

ら
し
い
ン
ョ
ウ
を
創
造
し
、
そ
れ
に
生
命
を
与

え
て
い
る
こ
と
を
、
認
め
な
い
訳
に
は
い
か
な

い」。こ
う
し
て
メ
リ
ッ
ク
は
次
の
計
画
に
余
念
が

な
い
。
「
マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
ニ
」
主
演
の
イ
タ
リ

ヤ
製
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
呼
ぶ
こ
と
。
イ
ギ
リ
ス

か
ら
「
ロ
ー
ヤ
ル

・
ン
ェ
ク
ス
。ヒ
ア
劇
団
」
を

連
れ
て
来
る
こ
と
等
々
。

「私
に
決
し
て
止
め
な
い
。
演
劇
に
永
久
に

存
続
し
、
人
々
は
そ
れ
を
見
に
く
る
も
の
だ
」

と
こ
の
偉
大
な
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
主
張
し

て
い
る
。

も
盛
ん
で
あ
り
同
時
に
ま
た
照
明
も
進
歩
し
て

い
ま
す
の
で
、
例
え
ば
現
在
の
よ
う
な
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
度
合
が
宜
く
、

一
般
家
庭
電
球
の
二
十

倍
か
ら
五
十
倍
も
の
電
力
容
批
の
タ
ソ
グ
ス
テ

ン
電
球
も
次
第
に
改
良
さ
れ
、
近
い
将
来
、
こ

こ
に
杏
い
た
こ
と
は
過
去
の
こ
と
に
す
ら
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
逆
に
い
う
と
、
そ
れ
ぐ
ら
い

進
歩
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
で
あ
る
と
い

う
自
党
を
も
っ
て
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
時
代
の
花
を

咲
か
せ
た
い
も
の
で
す
。



カ
ラ
ー

・
テ
レ
ピ
番
組
に
お
け
る
美
術
部
門

で
の
苦
心
話
を
、
カ
ラ
ー
が
出
始
め
た
こ
ろ
か

ら
思
い
つ
く
ま
ま
に
書
い
て
見
た
い
と
思
い
ま

す。
だ
い
ぷ
古
い
話
し
に
な
り
ま
す
が
、
開
局
四

年
後
頃
、
晴
海
埠
頭
で
、
カ
ラ
ー

・
テ
レ
ビ
の

実
験
放
送
を
一
般
公
開
し
た
時
は
、
特
に
俳
優

さ
ん
と
か
美
術
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
は
、
大
変

な
苦
労
を
し
た
も
の
で
す
。
当
時
カ
ラ
ー
・
カ

メ
ラ
は
出
始
め
の
関
係
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

が
、
ラ
イ
ト
は
、
照
度
も
色
度
も
白
黒
テ
レ
ピ

の
三
倍
以
上
使
用
す
る
た
め
、
前
者
は
五
分
も

カ
メ
ラ
前
に
立
っ
て
い
た
ら
、
汗
び
っ
し
ょ
り

に
な
っ
た
も
の
で
す
し
、
後
者
は
特
に
メ
ー
キ

ス

ャ
ッ
プ
泣
か
せ
で
、
俳
優
に
つ
き
っ
き
り
で
何

l

度
も
パ
フ
で
化
粧
の
浮
く
の
を
止
め
て
い
ま
し

ュ-＿

た
。
ま
た
背
景
に
し
て
も
、
パ
ネ
ル
が
ラ
イ
ト

会

の
熱
で
デ
コ
ポ
コ
に
な
っ
た
り
で
、
ど
う
に
も

手
の
つ
け
よ
う
が
な
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。

協家明

昭
和
三
十
四
年
頭
初
、
四

ス
タ
で
カ
ラ
ー

・

ご

テ
レ
ピ
映
画
「
一
心
大
助
」
を
喜
劇
風
な
ド
ラ

照レ

マ
に
し
て
、
映
画
と
同
じ
方
法
で
撮
影
し
（
カ

ラ
ー
実
験
放
送
に
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
）
、

白

テ台舞

黒
で
放
送
し
、
特
に

T
V
受
像
の
面
で
カ
ラ
ー

(6) 

石

川

金

久

日
本
テ
レ
ピ
美
術
課

美

術

の

話

・
フ
ィ
ル
ム
と
白
黒
テ
＞
ピ
の
比
較
研
究
に
役

立
っ
た
と
考
え
ま
す
。
何
分
僅
か
な
予
算
で
制

作
さ
れ
、
美
術
面
で
は
ユ
ニ
ッ
ト

・
ピ
ー
ス
、

す
な
わ
ち
現
代
物
、
時
代
物
で
規
格
化
し
た
基

本
的
大
道
具
（
当
時
の
背
景
は
白
黒
埓
用
の
ト

ー
ン
で
描
か
れ
て
い
た
）
が
多
く
、
ま
た
小
道

具
、
衣
裳
、
か
つ
ら
等
あ
り
物
で
、
大
し
た
成

果
は
上
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
カ
ラ
ー

・
カ
メ
ラ
が
入
っ
た
わ
け
で

す
が
、
白
黒
カ
メ
ラ
よ
り
は
る
か
に
大
き
く
、

多
く
の
動
き
が
に
ぷ
く
ス
タ
ジ
オ

・
ド
ラ
マ
で

は
、
セ
ッ
ト
の
間
を
は
い
ず
り
ま
わ
る
た
め
、

カ
メ
ラ

・
ケ
ー
プ
ル
が
セ
ッ
ト
に
ひ
っ
か
か
り

カ
メ
ラ
マ
ソ
の
方
々
は
大
変
苦
労
を
し
て
お
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
美
術
で
は
白
黒
と
違
い
色
を
使
っ
た

セ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
で
、
色
見
本
み
た
い
な
セ

ソ
ト
を
飾
り
、
衣
裳
も
は
で
な
も
の
を
若
込
ん

で
お
り
、
色
だ
け
見
て
い
る
と
、
前
衛
絵
画
を

眺
め
て
い
る
よ
う
な
、
悪
く
い
え
ば
チ
ソ
ド
ン

屋
的
飾
り
方
で
し
た
が
、
そ
の
目
的
は
カ
ラ
ー

と
白
黒
で
ど
う
映
る
か
を
見
く
ら
べ
、
電
気
を

通
し
て
色
が
ど
う
変
化
す
る
か
（
照
明
を
含
め

て）
、

そ
の
釣
合
は
ど
う
か
を
し
ら
ぺ
た
わ
け

で
す
。カ

ラ
ー

・
テ
レ
ビ
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
ク

ロ
マ
キ
ー
は
、
コ
バ
ル
ト
プ
ル
ー
（
ド
ロ
絵
具

の
郡
青
）
を
使
用
す
る
こ
と
に
決
定
す
る
ま
で

に
は
、
技
術
、
照
明
と
何
度
と
な
く
打
ち
合
わ

せ
、
明
度
の
ヤ
回
い
、
他
の
色
素
の
す
く
な
い
ク

ロ
マ
キ
ー
色
を
作
る
た
め
、
数
種
の
実
験
が
な

． 

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ク
ロ
マ
キ
ー
は
演
出
上
、
技
術
的
に
も

大
変
便
利
な
も
の
で
す
が
、
調
整
が
む
ず
か
し

い
よ
う
で
す
。

日
本
人
は
髪
が
黒
く
、
民
俗
的
に
プ
ル
ー
の

色
索
の
入
っ
た
衣
裳
が
多
く
、
衣
裳
や
か
つ
ら

の
担
当
は
泣
か
さ
れ
た
も
の
で
す
。

カ
ラ
ー
・

テ
レ
ビ
美
術
が
今
日
に
至
る
ま
で

に
は
、
数
か
ぎ
り
な
く
色
々
な
番
組
で
美
術
面

の
実
験
が
な
さ
れ
、
現
社
友
の
鈴
木
雅
博
氏
、

ア
ー
ト

・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
河
野
国
夫
氏
を
始

め
演
出
、
技
術
、
照
明
の
諸
先
輩
、
同
僚
の
創

造
的
研
究
は
大
変
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
次
の
よ
う
な
点
を
見
い
だ
し
ま
し
た
。

l

、
背
景
と
か
、
衣
裳
に
反
射
率
の
莉
い
も
の

は
、
フ
ァ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
プ
ラ
ッ

ク

・
ボ
ー
ダ
ー
（
事
物
の
廻
り
が
黒
く
底
け

て
は
っ
き
り
し
な
い
）
を
生
じ
る
た
め
使
用

し
に
く
い
。

一
、
白
黒
テ
レ
ビ
で
制
的
さ
れ
て
い
る
グ
レ
ー

ス
ケ
ー
ル
の
中
間
色
に
合
わ
せ
る
と
き
れ
い

に
う
つ
る
。
原
色
を
さ
け
た
方
が
い
い
、

e

t

c

…
•
•

•
。
カ
ラ
ー
番
組
に
も、

ド
ラ
マ

、

ト
ー
ク
番
組
（
報
道

・
対
談
）
、

ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、
バ
ラ
テ
ィ
ー
・
ジ
ョ
ウ
と
あ
り
ま
す

が
、

一
般
に
カ
ラ
ー
テ
レ
ピ
の
利
点
は
、
色

彩
で
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
白
黒
（
中
性

的
表
現
）
の
平
凡
で
沈
黙
的
な
感
情
を
、
よ

り
価
値
の
あ
る
映
像
に
し
、
配
合
に
よ
る
11

ー
ド
を
出
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
す

カ
ラ
ー
テ
レ
ピ
今
昔
考

ー
今
は
昔
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
よ
り
ー

■色
の
つ
い
た
ミ
ス
テ
ー
ク

小
見
出
し
に
は

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
こ
匠
れ
話
と
あ
る
。
昭
和
三
十

五
年
九
月
の
あ
る
雑
誌
。
機
械
の
余
り
の
微
妙

さ
に
、
色
の
余
り
の
変
り
易
さ
に
泣
い
た
某
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
弁
と
し
て
。
「
妙
な
こ
と
に

こ
ち
ら
が
さ
あ
行
こ
う
ー
と
党
気
込
む
時
が
い

け
な
い
。
全
体
の
調
子
が
上
っ
て
ぎ
た
ら
、
ち

よ
っ
と
タ
メ
ル
よ
う
な
具
合
に
も
っ
て
い
く
の

が
秘
訣

．．．．．． 
」
こ
れ
じ
ャ
ま
る
で
気
ま
ま
な
馬

に
乗
せ
ら
れ
た
競
馬
の
ジ
ョ
ッ
キ
ー
の
セ
リ
フ

■同
月
の
新
問
の
コ
ラ
ム
に
「
学
者
た
ち
は
失

望
の
色
」
と
見
出
し
。
色
彩
科
学
協
会
の
「
カ

ラ
ー
テ
レ
ピ
を
み
る
会
」
の
記
事
で
あ
る
。
調

整
マ
ソ
つ
き
っ
き
り
の
色
合
わ
せ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
メ
ー
カ
ー
八
社
の
受
像
機
の
画
面
は
、

山
の
色
が
各
稲
様
々
。
会
場
か
ら
「
同
じ
な
の

は
音
だ
け
だ
な
」
の
声
が
あ
り
と
の
事
。

■カ
ラ
ー
デ
レ
ピ
の
一
カ
年

小
見
出
し
ー
売

行
き
不
振
だ
が
強
気
の
業
者
ー
こ
れ
は
週
刊
雑

誌
よ
り
。
当
時
の
売
れ
行
き
不
振
に
は
四
つ
の

壁
が
あ
る
と
指
摘
。
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

い
白
黒
テ
レ
ピ
の
よ
う
に
年
々
急
激
に
値
段
が

下
が
り
、
デ
ザ
イ
ン
や
性
能
も
変
わ
る
の
で
は

な
い
か
。
回
操
作
、
調
節
が
難
か
し
い
。
そ
れ

に
設
置
し
た
場
所
を
移
動
す
る
た
び
に
、
専
門

家
が
必
要
。
バ
放
送
時
間
が
現
在
約
一
時
間
半

程
度
、
本
放
送
を
開
始
し
て
も
一
日
平
均
―
―
一
時

間
で
は
短
か
い
。
目
白
黒
テ
レ
ビ
と
同
じ
番
細

だ
か
ら
特
色
が
な
い
。
見
事
な
解
釈
で
あ
る
。

こ
の
品
事
を
魯
い
た
人
に
敬
意
を
表
す
る
次
第

一
九
六

0
年
の
夏
の
こ
と
で
あ
る
。



(7) 舞台テレピ照明家協会ニュース

◎
配
屯
盤
の
人
員
構
成

◎
開
演
前
の
準
備

◎
開
演
中
の
注
意

◎
舞
台
租
古
に
お
い
て

◎
初
日
を
迎
え
る

◎
配
電
盤
の
人
員
構
成

こ
れ
は
各
劇
場
の
機
構
な
ど
か
ら
多
少
異
な

り
ま
す
が
、
オ
ー
ト
ト
ラ
ン
ス
、
識
光
方
式
で

オ
ー
ト
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
一

0
0本
以
上
あ
り
、

出
し
物
が
ン
ョ
ウ
な
ど
の
変
化
の
激
し
い
も
の

と
仮
定
し
て
み
ま
す
。

▽
チ
ー
フ

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

調
光
装
置
の
主
幹
を
担
当
し
「
溶
明
」
、
「溶

暗
」
の
モ
ー
タ
ー
ス
イ
ッ
チ
と
カ
ラ
ー
チ
ェ
ン

ジ
ャ
ー
な
ど
を
含
ん
だ
操
作
卓
を
持
ち
、
各
投

光
室
、
舞
台
係
と
た
え
ず
連
絡
を
と
り
、
プ
ラ

ソ
ナ
ー
の
慈
図
を
全
員
に
つ
た
え
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
操
作
の
総
責
任
者
と
し
て
、
常
に

リ
ー
ド
し
て
ゆ
く
重
要
な
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
信

頼
さ
れ
る
経
験
を
持
つ
こ
と
が
条
件
で
す
。

▽
セ
カ
ン
ド

・
オ
ベ
レ
ー
タ
ー

数
々
の
変
化
に
し
た
が
い
、
調
光
ュ
ニ
ッ
ト

を
専
門
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
ま
す
。

実

際

編

（
応
募
原
稿
）

▽
サ
ー
ド

・
オ
ベ
レ
ー
タ
ー

セ
カ
ン
ド
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
助
手
と
し
て

協
力
し
、
プ
ラ
グ
盤
の
各
ユ
ニ
ッ
ト
さ
し
変
え

ま
た
ブ
リ
セ
ッ
ト
も
受
け
持
ち
ま
す
。

◎
開
演
前
の
準
備

▽
電
圧
計
の
確
認

ォ
ー
ト

・
ト
ラ
ン
ス
や
投
光
室
の
ア
ー
ク

・

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
の
屯
源
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
際

に
是
非
と
も
確
認
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

変
心
室
よ
り
正
常
な
屯
圧
と
し
て
来
て
い
る
か

ど
う
か
は
大
切
な
こ
と
で
、
多
少
で
も
直
圧
が

落
ち
て
い
る
時
な
ど
は
、
原
因
を
た
し
か
め
る

く
ら
い
の
和
極
性
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
メ
イ
ソ
の
屯
圧
計
が
九
十
＞
に
洛

ち
て
い
た
ら
ば
、
プ
ラ
ソ
上
の
謁
光
ス
ケ
ー
ル

を
LH11
72(40)
c
 -
-t;l・tli'.(50)
に
上
げ
て
、
そ

の
場
を
き
り
ぬ
け
た
い
も
の
で
す
。

▽
舞
台
ポ
ケ
ッ
ト
の
確
認

時
に
よ
っ
て
は
、
プ
ラ
グ
盤
の
ポ
ケ
ッ
ト
番

号
の
さ
し
違
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
オ

ー
ト

・
ト
ラ
ソ
ス
に
屯
源
を
入
れ
た
あ
と
、
プ

リ
セ
ッ
ト
盤
に
あ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト

・
ラ
ソ
ブ
と

見
く
ら
べ
な
が
ら
調
ぺ
た
い
も
の
で
す
。
同
時

に
、
プ
リ
セ
ッ
ト
が
セ
ッ
テ
ィ
ソ
グ
が
し
て
あ

る
か
、
ど
う
か
も
確
め
ま
す
。

丸

山

浩

ー
配
電
盤
・

操
作
心
得
ー

「
ハ
ン
ド
・
プ
ッ
ク
」

▽
各
所
よ
り
準
備
完
了
を
受
け
る

各
中
耳
任
パ
ッ
ト
に
散
っ
た
オ
ヘ
レ
ー
タ
ー
よ

り
、
ア
ー
ク

・
ス
ポ
ッ
ト
や
ピ
ン
・
ス
ボ
ッ
ト

の
調
子
な
ど
の
点
検
を
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ソ
ま
た

は
イ
ヤ
ー
フ
ォ
ン
を
通
じ
て
受
け
と
り
ま
す
。

「
チ
ー
フ
」
は
こ
れ
ら
の
手
落
ち
の
な
い
こ
と

を
「
照
明
準
備
完
了
」
と
し
て
舞
台
監
将
に
知

ら
せ
、
開
演
五
分
前
を
待
ち
ま
す
。

▽
開
秘
が
ス
イ
ッ
チ
イ
ン
の
時

冷
え
て
い
る
電
球
を
そ
の
ま
ま
ス
イ
ッ
チ

・

イ
ソ
す
る
こ
と
は
、
球
切
れ
の
主
な
原
因
と
な

り
ま
す
。
開
演
前
に
各
ユ
ニ
ッ
ト
全
体
を
フ
ィ

ラ
メ
ン
ト
が
赤
く
、
眼
に
感
じ
る
程
度
上
げ
、

し
ば
ら
く
温
め
る
＜
せ
を
つ
け
、
実
行
し
た
い

も
の
で
す
。

◎
開
演
中
の
注
意

▽
私
語
は
つ
つ
し
む

ト
チ
リ
の
原
因
と
し
て
一
番
多
い
も
の
で
、

配
屯
盤
用
員
の
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ご
く

常
識
的
な
も
の
で
す
。
と
か
く
、
こ
の
簡
単
な

こ
と
が
忘
れ
が
ち
で
注
意
し
た
い
こ
と
で
す
。

▽
ミ
ス
を
し
た
時

い
ち
が
い
に
ト
チ
リ
と
い
っ
て
も
多
く
の
ケ

ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
人
間
が
操
作
を
し
て

い
る
以
上
、
ま
ち
が
い
も
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
そ
れ
を
い
か
に
う
ま
く
処
理
し
、
観

客
の
眼
に
さ
ら
さ
な
い
か
は
ペ
テ
ラ
ン
の
ベ
テ

ラ
ソ
た
る
経
験
と
強
い
集
中
力
の
み
で
す
。
ま

た
こ
れ
ら
の
ミ
ス
は
、
終
了
後
た
だ
ち
に
舞
台

監
抒
に
報
告
し
、
了
解
を
と
る
の
は
「
チ
ー
フ

オ
ペ
＞
ー
タ
ー
」
の
役
目
で
す
。

ピ
ン
ス
ボ
ッ
ト
が
た
ま
た
ま
点
心
な
所
で
主

役
の
ダ
ソ
サ
ー
な
り
、
俳
優
を
は
ず
し
た
と
か

出
お
く
れ
た
り
し
た
時
な
ど
操
作
員
と
と
も
に

楽
屋
ま
で
出
向
く
こ
と
も
良
い
舞
台
を
作
り
上

け
、
気
持
ち
良
く
仕
事
を
す
る
た
め
に
も
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▽
ア
ド
バ
イ
ス

各
投
光
室
の
操
作
を
注
邸
し
て
み
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
舞
台
の
仕
込
類
が
完
全
に
行
っ
て

い
る
か
に
眼
を
く
ば
り
ま
す
。
全
体
の
流
れ
が

配
這
盤
採
作
と
か
み
合
う
よ
う
イ
ヤ
ー
フ
ォ
ン

を
使
っ
て
ア
ド
パ
イ
ス
し
ま
す
。

▽
舞
台
仕
込
完
了
サ
イ
ン

舞
台
係
が
確
認
し
な
が
ら
仕
込
ん
で
も
何
ら

か
の
原
因
で
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
が
は
ず
た
り
れ

し
て
点
灯
し
な
い
こ
と
が
良
く
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
大
逍
具
類
と
ぷ
つ
か
っ
た
り
、
俳
優

な
ど
が
何
か
の
は
ず
み
で
け
と
ば
し
た
し
と
い

ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
こ
れ
を
最
少

限
に
く
い
と
め
る
の
は
常
に
速
絡
を
と
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
舞
台
袖
と
離
れ
て
い
る
場
合
、
仕
込
が

終
っ
た
ら
「
ポ
ケ
ッ
ト

・
0
番
完
了

．．．．．． 
」
と

い
っ
た
サ
イ
ソ
を
受
け
る
こ
と
が
配
屯
盤
で
の

気
苦
労
を
な
く
し
、
仕
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
さ
せ

る
方
法
で
す
。

▽
事
故
発
生

万
一
舞
台
上
で
事
故
の
起
っ
た
時
に
は
、
そ

れ
が
ど
の
程
度
で
、
原
因
は
何
か
と
、
す
ば
や

く
、
適
確
な
処
匝
を
と
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

忘
れ
て
な
ら
ぬ
蚊
初
に
す
る
こ
と
は
、
舞
台
お



い

ょ
び
客
席
に
ま
ず
明
り
を
入
れ
る
こ
と
で
す
。

（

客
席
の
ス
イ
ッ
チ
に
手
が
行
く
よ
う
に
な
れ
ば

一
人
前
だ
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
停
屯
な
ど

で
は
、
廻
り
が
ド
ロ
ッ
プ
し
た
と
感
じ
た
時
に

は
、
も
う
真
暗
に
な
っ
て
お
り
、
ま
ず
、
自
分

の
位
置
を
確
認
し
て
か
ら
調
光
機
な
ど
の
負
荷

の
か
か
っ
て
い
る
も
の
を
手
動
で
降
ろ
し
ま

す
。
変
電
室
へ
は
自
家
発
屯
に
切
り
変
っ
た
か

を
確
か
め
、
舞
台
監
督
に
ど
の
場
か
ら
始
め
る

か
指
示
を
う
け
、
そ
れ
ら
を
手
早
く
、
投
光
室

に
伝
え
ま
す
。
事
故
は
、
突
然
ど
の
よ
う
な
形

で
起
る
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
よ
り
こ
れ

ら
を
頭
に
入
れ
、
ど
な
ん
場
面
に
ぷ
つ
か
っ
て

も
冷
静
に
行
動
で
き
る
体
制
を
作
っ
て
お
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
舞
台
稽
古
に
お
い
て

仕
込
が
全
部
終
了
し
た
こ
と
を
プ
ラ
ン
ナ
ー

に
報
告
、
声
と
姿
を
神
経
質
な
ま
で
に
追
い
廻

し
、
照
明
作
り
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。
舞
台

稽
古
で
は
、
そ
れ
こ
そ
多
く
の
問
題
が
山
積
み

さ
れ
、
一
っ
―
つ
解
決
す
る
に
は
配
電
盤
用
員

ス

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
で
、
個
々
の
自
分
の

一

担
当
に
責
任
を
持
つ
と
と
も
に
、
お
互
い
に
声

ュニ

を
か
け
合
い
、
少
し
で
も
手
の
足
り
な
い
所
に

会

協
力
し
て
作
業
を
進
め
ま
す
。
「
溶
暗
」
の
キ

ッ
カ
ケ
調
光
ス
ケ
ー
ル
は
、
各
自
が
メ
モ
し
、

協家明

チ
ー
フ
ォ
。ヘ
レ
ー
タ
ー
は
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
指
示

照ピ

通
り
操
作
全
員
が
動
い
て
い
る
か
、

．ど
う
か
眼

レ

を
光
ら
せ
、
随
時
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

テ台舞

ま
た
、
稽
古
中
、
多
少
の
時
間
は
別
に
し
て

も
―
つ
の
場
に
長
く
か
か
る
こ
と
が
た
び
た
び

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
大
き
な
容
祉
を
つ

け
て
お
く
の
は
ゼ
ラ
チ
ン
の
ト
プ
率
も
高
く
そ

れ
ら
を
「
地
明
り
」
に
す
る
に
は
タ
イ
ミ
ソ
グ

が
必
様
の
よ
う
で
す
。

で
も
、
こ
こ
で
な
ら
…
…
と
い
う
間
が
必
ず

あ
り
、
そ
れ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
な
「
地
明
り
」
に
し
な
い
ま
で
も
一

O
O
V

に
上
っ
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
を
「
直
」
に
す
る
だ
け

で
も
オ
ー
ト
ト
ラ
ン
ス
の
ヒ
ュ
ー
ズ
ホ
ル
ダ
ー

面
に
不
必
要
な
熱
を
持
た
せ
な
い
方
法
で
す
。

稽
古
終
了
時
に
は
、
プ
ラ
ソ
ナ
ー
を
囲
ん
で

ダ
メ
出
し
を
受
け
る
わ
け
で
す
が
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
は
全
員
出
席
し
た
い
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
舞
台
灯
入
れ
、
キ
ッ
カ
ケ
な
ど
の

ダ
メ
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
投
光
室
の
ゼ
ラ
チ

ソ
番
号
変
更
も
出
て
来
る
で
し
ょ
う
。
「
チ
ー

フ
」
は
そ
れ
ら
を
す
べ
て
メ
モ
し
、
た
た
ち
に

仕
込
変
え
に
と
り
か
か
り
ま
す
。
そ
の
「
ダ
メ
」

に
も
よ
り
ま
す
が
、
開
演
ま
で
に
間
に
合
わ
せ

る
と
い
っ
た
精
神
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

い
そ
が
し
さ
に
ま
ぎ
れ
て
忘
れ
て
し
ま
い
、

開
演
し
て
か
ら
気
が
つ
き
、
あ
わ
て
た
と
い
う

笑
え
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。

◎
初
日
を
迎
え
る

と
か
く
気
を
張
り
す
ぎ
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
全

員
に
心
を
く
ば
っ
て
や
り
、
余
裕
を
持
っ
た
自

信
あ
る
操
作
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
開

演
前
に
は
舞
台
奈
と
使
用
す
る
ポ
ケ
ッ
ト
番
号

の
確
認
を
し
、
さ
ら
に
配
電
盤
の
各
自
の
デ
ー

タ
を
持
ち
よ
り
誤
り
が
な
い
か
を
打
ち
合
わ
せ

ま
す
。経

が
上
が
れ
ば
プ
ラ
ソ
ナ
ー
の
調
光
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
変
更
や
キ
ッ
カ
ケ
の
と
り
に
く
い
所
は

サ
イ
ン
を
出
し
て
そ
れ
ら
を
的
確
に
処
理
し
、

慎
重
に
進
行
し
ま
す
。
無
事
に
幕
が
降
り
れ
ば

「チ

ー
フ
」
は
演
出
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
と
し
た

「
ダ
メ
出
し
」
に
プ
ラ
ソ
ナ
ー
の
補
佐
と
し
て

行
き
、
改
良
す
る
点
と
か
照
明
操
作
が
ス
ム
ー

ズ
に
は
こ
ぷ
よ
う
オ
ペ
ー
レ
タ
ー
の
立
場
か
ら

助
言
し
ま
す
。

こ
こ
で
き
ま

っ
た
決
定
事
項
は
整
理
し
た
上

で
全
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
（
大
庭
照
明
研
究
所
属
コ
マ
劇
場
勤
務
）

~~~
9,
'

•9,,,,,,

.,'’

~ 

と務＿局＿通＿，
．．
 

，
 

関
西
照
明
家
協
会
四
十
＿
年
度
新
役
員

会

長

岡

田

猪

之

介

(
Y
T
V
)

理
事
長
佐
竹
啓
三
郎
（
朝
日
座
）

事

務

局

長

尾

崎

慶

夫

（

中

座

）

日
本
照
明
家
協
議
会
だ
よ
り

三
地
区
一
斉
に
地
区
ニ
ュ

ー
ス
に
よ
り
ハ
ン

ド
プ
ッ
ク
実
際
編
の
記
事
募
集
を
発
表
し
た
。

住
所
変
更
及
住
所
表
示
変
更

中
川
商
会

千
代
田
区
内
神
田
一
丁
目
十
八
番

三
号
電
話
二
九
三
ー

0
七
七
七

二
九
四
ー
六
九
一
七

吉
本
一
郎

世
田
谷
区
祖
師
谷
一
丁
目
八
五
一

番
地
電
話
三

0
九
ー
六
七
八
八

所
属
変
更

立
木
定
彦

穴
沢
照
明
よ
り
国
立
劇
場
へ

▼
懇
親
会
が
八
月
十
七
日
開
か
れ
た
が
、
事
務

局
と
し
て
は
最
低
百
名
と
読
ん
で
お
っ
た
が
四

十
七
名
の
出
席
。
ニ
ュ
ー
ス
と
プ
ロ
ッ
ク
理
事

等
に
知
ら
せ
た
が
、
知
ら
せ
る
方
法
が
悪
い
の

か
、
反
省
し
て
お
る
次
第
で
あ
り
、
ま
た
懇
親

会
な
の
で
変
ん
に
司
会
な
ど
設
け
て
は
と
の
当

局
の
考
え
が
あ
だ
と
な
り
、
こ
れ
と
い
っ
た
話

題
も
で
ず
、
終
っ
た
こ
と
は
今
後
の
研
究
課
題

で
あ
る
。

▼
中
ジ
ョ
ッ
キ
一
人
平
均
五
杯
と
計
算
し
た
が

平
均
約
一―

-•
五
杯
で
、
中
に
猛
者
十
一
杯
の
好

男
子
あ
り
と
は
あ
っ
ぱ
れ
な
り
。
会
費
な
ど
と

ら
ず
、
ま
た
三
カ
月
に
一
度
の
割
に
こ
の
よ
う

な
会
を
持
ち
た
い
所
存
で
あ
る
が
．．．．．． 
o
 

▼

ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
実
際
編
応
岱
原
稿
第
一
号
が

あ
っ
た
。
「
配
屯
盤
操
作
に
つ
い
て
」
と
コ
マ

の
丸
山
一
浩
氏
よ
り
貴
重
な
原
稿
が
寄
せ
ら
れ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
日
生
劇
場
、
虎
ノ
門
ホ
ー

ル
側
か
ら
S
C
R
調
光
装
囮
操
作
、
東
京
文
化

会
館
か
ら
マ
グ
ノ
チ
ッ
ク
オ
ー
ト
の
操
作
に
つ

い
て
古
い
て
呉
れ
た
ら
、
会
員
が
非
常
に
参
考

に
な
る
の
だ
が
、
協
同
で
も
、
合
同
で
も
よ
い

か
ら
一
っ
お
願
い
し
た
い
。

▼
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
「
デ
ヴ
ィ
ド

・
メ
リ
ッ

ク
」
は
ラ
イ
フ
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
を
渡

米
前
の
只
重
な
時
間
を
割
愛
し
て
小
川
俊
郎
氏

に
要
約
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

山
口
達
次

束
横
ホ
ー
ル
よ
り
国
立
劇
場
へ

河
端
ー
広

白
木
ホ
ー
ル
よ
り
国
立
劇
場
へ

越
野
一
雄

松
崎
照
研
よ
り
国
立
剌
場
へ

田
村
昭
司
、
富
田
修
好
、
室
谷
武

以
上

国
立
劇
場
へ
。
（
順
不
同
）




